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はじめに

論者の主な関心は、現代の科学技術をめぐる哲学・倫理学的問題の研究および教育にあ

る。それを具体的に掘り下げて考えると、「科学の哲学」と「技術工学 technological

engineeringの倫理［倫理学］」という二つの面から展開できると考えられる。そして自然

科学の諸分野（医学、工学等）に直結した「応用倫理」諸学が展開していることの重要性

についても言及する（第1節）。

第2節では、もう一つの主題である国際交流という観点から、哲学／倫理学研究の系譜

を辿り、現代における科学（その代表例がAI）の哲学／倫理学のあるべき姿勢について

言及する。

第3節では、哲学的考察の対象である科学と、倫理学的考察の対象である技術工学との、
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科学の哲学と技術工学の倫理
－AIに関するホーキングの提言をめぐって－

伊 野 連

Philosophyofscienceandethicsoftechnologicalengineering:

ConcerningHawking・srecommendationsonAI

INNOORen

〈Abstract〉

Inthispaper,inordertoconsiderthephilosophicalandethicalissuessurrounding

scienceandtechnology,Ifirstsetuptwocategories,・philosophyofscience・and

・ethicsofengineering・,andthendiscusseachofthem.

Second,Idiscussphilosophyandethicsfrom theviewpointofinternational

relations,especiallylanguage.Todaythemeaningofphilosophyandethicsofscience

isbecomingmoreandmoreimportant.Thisisbecausethebenefitsofscienceareso

universal,regardlessofraceornationality.

Asaspecificpointofcontactbetweenthetwo,thispaperconsidersthephilosophy

andethicsofAI.StephenHawking・scriticalremarksarewidelyknown.Hawkingis

oneofthebiggestbeneficiariesofadvancedtechnology,includingAI,andhis

statementsarenottheoften-misunderstoodblindrejection,butratheroptimistic;if

anything,hisoptimismrathermustevenbecriticized.

キーワード：シンギュラリティ、ネオ・サイバネティックス、オートポイエーシス、

不可知論、楽観主義
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結節点にしてまさしく集大成ともいえる、現代の人工知能（ArtificialIntelligence：AI）

を例に挙げ、第1節で述べた「科学の哲学」および「技術工学の倫理」という二つの側面1）

からの考察を実際に施してみたい。

最後の第4節では、おそらく20世紀ではアインシュタインに次いで最も著名な物理学

者であるスティーヴン・ホーキング（英 1942-2018）がAIについて述べた「警告」に関

して論ずる。これは巷間よくある「AIによる人類の支配」（最も極端には「AIによる人

類の侵略・殲滅」）の例に、名声と権威ある世界的科学者の言としてよく引かれるもので

ある2）。

しかし実際には、ホーキングの提言はけっしてAIを敵視したり、また、盲目的に強大

な脅威の対象とみなしたりしたものではない、ごくごく穏当なもの、むしろ部分的にはそ

の楽観主義が論者には咎められるべきと思われるほどのものである。それについて幾つか

述べたい。

そして「終わりに」で、まさしくAIについての（哲学的考察と）倫理学的考察（との

双方）に基づく、現代および将来の人類のこの先進技術との関わり方について本論文の観

点から、とにかく徹底的に「慎重であれ」という提言を示したい。

第1節 「科学の哲学」と「技術工学の倫理」

科学scienceが技術technologyと区別されて考えられるという機会は、日常でもよく目

にすることである。この場合、「科学」は先端科学やあるいは基礎科学などが主に念頭に

置かれ、一方「技術」はというと、元はそうした科学から生み出され、実用化されて実践

的に利用（すなわち活用）されているもの、という対比が見られる。

それでは「工学engineering」はといえば、先に述べた「基礎科学」である数学や化学

や物理学などを、工業生産に応用したもの、と目されていて、例えば「数学と自然科学を

基礎とし、時には人文自然科学の知見を用いて、公共の安全、健康、福祉のための有用な

事物や快適な環境を構築することを目的とする学問」3）などと定義されている。

そしてこれはあくまで私見ではあるが、「科学」は哲学的考察の対象ではあれ、その倫

理学的な考察は第二義的なものとなると考えられる。それは、科学そのものは中立的で、

倫理的価値観（善－悪）といった拡がりないし方向性［ベクトル］を科学は有さないから

だと考えられる。

科学に関して哲学的／倫理学的考察を施すことを使命とする者が仮にもこう述べるのは

少々勇気が要り、それを聞く者からはややもすれば責任転嫁と批難されるか、あるいは呆

れた楽観主義と罵倒されかねぬだろう。
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また当然ながら、世に「科学倫理」と題する著書は幾つも存在するし、その中にはたし

かに良本も含まれている。手っ取り早くそれらの著者の科学倫理の方途を採り入れればよ

いのだが、それではやはり模倣の域を出まいと憚られる。

したがって論者自身について言えば、科学そのものを倫理学的吟味にかける、それも新

たな方途はいまだ模索中である。それゆえこうした、例えばAIのような、哲学と倫理と

に横断的に関わる題材を考察することを通じて、その方途を確立したいと考えている。

一方で、それに代替するという意義からも、科学の具体化・実用化に相当する技術工学

について、倫理学的考察に従事する営為もまた不可欠だといえる。

以上のような次第で、本論文ではAIを論題として採り上げる。同時にAIがそれ単独

では十分な機能を果たせず、その「意図」（AIが人類の頭脳を模倣して開発され、その人

類の何に相当するかと仮定して）が実現されるためには、必ず「手」に相当する物が代わ

りに機能することが求められる、という点も重要な意味を持つ。それはすなわち、AI＝

目的、ロボット（・アーム等）＝手段という構図である。

換言すれば以下のとおりである。AIは人類の「脳」（きわめて人口に膾炙したデカルト

哲学でいえば「精神」）の「働き」を模したものである。一方のロボットで核となるのは

そのような働きではなく、単なる「動き」であり、ロボットの「ハンド（手）」はまさし

くAIが意図する働きを現実化するそうした動きの主体だということになる（または、や

はりデカルトの所説に従えば、前者が「考えるもの rescogitans」であり、後者が「延長

extentum、あるいは端的にcorpus」に相当する）。

すなわちここにも「科学の哲学」がはっきりと認められ、同じように、AIを搭載した

ロボット等の工業生産物（そしてこのproductは同時に他の生産物productsを生み出す

生産主体でもある）をめぐる「技術工学の倫理」が問われる、という構図も認められるの

である。

第2節 国際交流に関する（科学をめぐる）哲学／倫理学

論者は西洋哲学史を専攻とする者であるから、西欧中世における学術的公用語としての

ラテン語という歴史的背景を十分に理解しているつもりである。ラテン語を「母語」とす

る者は一人も存在せぬという状況下で、西欧はもちろん、遠く辺境からも多くの俊才がパ

リ大学をはじめとする西欧中枢に集い、すべての者が後天的に学んだラテン語を用いて議

論を戦わせていたというのは、やはり学問の理想郷であったと思える。

産業革命以降の英仏を中心とする全世界支配によりいわゆるパラダイムは一新された。

1600年頃、イギリスは未だ文化の面では後進国、せいぜい途上国にすぎなかった。17世

科学の哲学と技術工学の倫理－AIに関するホーキングの提言をめぐって－
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紀にイギリスが主導となって大々的に展開された科学革命、それに続く産業革命（Cf.

伊野2016B：54-57）、いわゆる「パックス・ブリタニカ」が1919年まで展開されたこと

は（この三世紀の間に米・加・豪、旧大英帝国から幾つもの大国が独立）、文明≒英をは

じめとする西洋文明という構図を決定的に確立させた（ただし18世紀末のカント登場に

よるドイツ哲学の優勢がナチス政権成立まで続いた）。

さて、第一次世界大戦後の英仏の没落と米国の覇権奪取によって、英語圏による文明支

配は決定的となった。英から米への継承となったためである。「パックス・アメリカーナ」

の成立と展開は第二次世界大戦を経てさらに堅固なものとなる。戦後は半世紀足らず冷戦

構造はあったが、東欧崩壊後ほどなく到来したインターネット（元は米国防総省が開発）

時代は、ウィンドウズ95発売によりほぼ全世界に浸透し、今度こそ英語の支配をほぼ半

永久的に決定づけた。「千年王国」の樹立である。このパラダイムの次なる転換は想像を

絶するが、例えば文字どおり「メディア」を介さぬ、直接的な意思同士のコミュニケーショ

ン手段が確立でもすれば、その時には英語という媒体もまた必要と無くなる事態となるか

もしれない。だがAIによる高性能翻訳装置の方が現実的である。「十分に熟達した、非

母語話者レベルの英語力」を、AIで実現すればよいだけである。ただしAIは言語運用

に際しての帰納的推理についてはまだ開発されて日が浅い。

このように、17世紀末から半永久的に継続していく英語による支配は、必ずしも学問

的な理由ばかりで出来したわけではなかった（学術語としての仏・独語、古典語としての

希・羅語の存在意義も今日なお保たれている）。

・哲学研究の高水準国日本

このへんで、国際交流としての哲学／倫理学研究における使用言語の話題に戻ろう。

一、中世期のラテン語はまさに国際学術語の名に十二分に値するものであった

二、産業革命後のイギリスの支配は比較にならぬほど決定的だった。ただし、学術語と

してはやはりフランス語、そして新興国のドイツ語が秀でていた。

三、1930年代からは政治的理由による英仏独の衰退ないし混乱（亡命等を含む）のた

め、および自己の成長により米が伸長した。それにともない米が文化的にも世界の拠

点となっていった。

四、アングロサクソン系による言語支配は、むしろインターネット時代で決定的となる。

英語がシステムの標準言語であるため、英語以外のすべての言語は「文字化け」する

事態となる。

話題を明治中期の日本の西洋哲学研究に移そう。

哲学研究者以外のために説明すると、我が国の哲学研究の水準は、欧米圏を除けばずば

三重大学国際交流センター紀要2023 第18号（通巻第25号）

―4―



抜けて高いどころか、本場・現地（例えばカントであればドイツ本国）に次ぐ、分野によっ

ては本場さえも凌駕している場合すらままある。

もっとも、これには以下のような若干の断わりが必要である。

1．特定の哲学者についての研究にとどまればそれは哲学「学」であり、本来の哲学は、

或る哲学者の出身国や使用言語等を超えて普遍的なものたるべきである。或る国や言

語（もっぱらドイツのそれ）に過度に依存する傾向は、我が国の哲学研究が創造性あ

るいは独創性に欠けることを説明する顕著な例としてよく挙げられる。

2．世界トップクラスの研究水準で、本国すら凌駕するというのになぜ国際的にさした

る評価を得ておらぬかといえば、ほとんどそれは発表言語が日本語だからという理由

による。我が国の定評ある先行研究がもっぱら英語（仏・独語でもなく）で著されて

いたら事態は一変しているであろう。

3．科学の哲学／倫理学は、とりわけ国際社会における普遍性が必要である。それは文

字どおり科学の普遍性のゆえで、バイオエシックス（医療における技術やアクセス権

の格差）や環境倫理（例えば米中はじめ各国の主張による非協力態勢）といった不統

一とも次元を異にし、研究開発は大国が主導となっているが、その恩恵は国境や肌の

色を問わない。

だが最後に、「負」の国際交流ともいうべき、国際紛争について補足しよう。まさしく

「AIの軍事利用」である。「軍産複合体」、「科学技術社会論」、「産官学」さらに「産官学

民」、「産学連携」等々、喧喧囂囂たる議論に飛び交うキーワードが多数存在する。

タテマエを言えば「AIを兵器に用いるとは言語道断」であろうが、現実に紛争がおこ

なわれているどころかたった一日として無くならないことを鑑みれば、AIと戦略兵器お

よび軍機能の代替について考えぬことは逆に不誠実である。例えば小野2019はAI開発

史を概観し、21世紀における軍の知的労働の代替可能性も緻密に論じている（同氏は論

者と同じく羽生善治のAI将棋論についても強い関心を示しつつ、紛争における戦局は前

提（将棋盤は9×9升）すら時々刻々と変化する点を指摘している。Cf.小野2019：14）。

さらに、宇宙開発を頂点とする、きわめて苛酷な状況下（極地、深海、高山、密林、砂

漠等）でのAI搭載ロボットによる作業に際しては、AIに自律能力を持たせる必要が出

て来る可能性があり、それは当然ながら「科学の自重」をめぐる議論を喚起する。もちろ

ん、その成果が軍事転用される危険性は火を見るより明らかであろう。問題は、哲学／倫

理学に携わる我々の提言が、現実的には脆弱であること（「既成事実」に直面して、それ

を無かったこととしたり、過去に戻したりすることはほぼ不可能である点、「衆寡敵せず」

ではないが、輿論の圧倒的支持に沈黙しないまでも、それを覆す説得力を発揮するのはき

科学の哲学と技術工学の倫理－AIに関するホーキングの提言をめぐって－
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わめて困難である点、など。Cf.伊野2016B：22;28;69-70）である。我々はそれを十分

に自覚しており、だからこそ新情勢に絶えず関心を向け、より説得力ある提言をなすべく

努めている。

第3節 「AIが人類を支配するかもしれない」という危惧

未来論者レイ・カーツワイルの著書で話題になった「シンギュラリティ［技術的特異点］」

をめぐり、AIと人類との地位の逆転、さらには前者による後者の支配などが広く話題に

上るようになっている。

例えば宮家2018ではAIの急速な普及とそれがもたらす爆発的な影響力拡大について、

政治／経済／軍事（同書の題名「（新・）地政学」がそれを物語る）等、哲学や倫理学

（応用倫理学は別として）がややもすれば不得手としがちな、現代の現実社会を舞台に国

際的に展開している各方面の関心に応え論じており、特に同書のキーワードとして現実社

会の「ダークサイド」が挙げられている。AIはそうした不安材料を生み出す要因として

消極的な評価が下されている。

さらに栗原2019ではさらに、ずばり「AI兵器」が題材となっている。SF映画の古典

《2001年宇宙の旅》における叛逆コンピュータ「HAL」どころか、もはや映画《ターミ

ネーター》シリーズをも髣髴させる。だが、2022年10月現在、戦闘のハイテク化は凄ま

じい様相を呈してはいるものの、世界の何処かで〈AI兵器〉なるものが戦闘を繰り広げ

ているという事実は無い（そもそも厳密な意味で人類の知能を完全に模した「AI」すら

も、いまだ世界には生み出されていないのである）。

たしかにこの後で詳述するホーキングも、彼の最後の著書『ビッグ・クエスチョン』で

AI兵器には危惧の念を表明している。「世界中の軍部が、ターゲットを自ら選んで抹殺す

る自律兵器システムの軍拡競争に乗り出そうとしている。国連ではそんな兵器を禁止する

ための条約が議論されている……」。あるいは、「どんどん高度になるAIシステムを、長

期的に支配できるかどうかも定かではないことを思えば、AIを武装させ、AIに私たちの

守備を任せてしまってよいのだろうか？……自律兵器の軍拡競争をストップさせるなら、

最善のタイミングは今だ」（ホーキング2018：203-204）。

そして、ここでホーキングが言及している「自律 autonomy」は、倫理学における最重

要キーワードの一つなのである。それは人類の人格が人格たる証であり、仮にもその自律

能力がAIに備わってしまうならば（それは人類の生物的進化とは決定的に異なり、あく

まで開発者による意図的な改変に拠らざるを得ない）、AI開発の規制に対する容認論を吹

き飛ばしかねない。なぜならAIに関する根本理解として、AIはネオ・サイバネティカ
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ル4）でオートポイエーシス的（＝オートポイエスティック。自己－創出的ないし自己－制

作的）な科学技術の産物ではあるものの、しかし完全なオートポイエーシスではなく、む

しろはっきりとアロポイエスティック［＝他者－創出的］な存在である（Cf.西垣2017：

64）はずであり、また断じてそうでなければならないからである。この「核心」をなす点

について詳説しよう。

論者は夙に、人類の人類たる所以は（当然ながら無数に存在すれど）、例えば「自己言

及」および「再帰」にあると考えていた。そして西垣らAI理論の専門家もまた、AIと

人類との比較論考において、これらの点に言及している（例えば、西垣2017）。

そしてそれはホーキングも同様である。彼は「進化ということから考えて、ミミズの脳

と人類の脳との間には定性的、すなわち質的な違いはあるはずがない」と述べ、また「原

理的には、コンピュータは人類の知性を真似 emulateできるし、人類の知性よりも優れ

たものさえエミュレートできる」とも述べる（Cf.ホーキング2018：200）。

しかし（そしてだからこそ）ホーキングは「何らかの人工知能AIが、人類よりも上手

にAIを設計し、人類の力を借りずに自らを再帰的に改良できるようになれば、人類がカ

タツムリよりも頭が良いというレベルを超えて、機械が我々よりも賢くなる「知能の爆発」

に直面するかもしれない」（ホーキング2018：200-201。強調引用者）と危機感を表明す

るのである。

すなわち、自己言及／自己創出／自己制作と再帰性こそが、AI批判（この「批判

Kritik」はカント哲学における意味、すなわちその可能性と限界との見極めの意）の「核

心」なのである。論者がホーキングからの引用文中に強調した箇所に着目すれば、論者と

西垣とホーキングが、期せずして同じ観点からAIの可能性と限界とを見据えていること

がわかるはずである。限界とは、AIは単独ではきわめて高精度で圧倒的な処理能力を有

する電算機（ただしAIを組成するコンピュータは元来たんなる計算機械ではなく、人類

の正確な思考活動を再現する理想的な機械と見なされている。Cf.西垣2012：203）では

あるものの、それは外部からの命令によってのみ統御され、また、自己や他のAIに手を

加えることが可能となるロボットアームを有していないということである（Cf.伊野2023

A）。

したがって、西垣2017等も強調するように、この一線を越えてしまえば、まさしくホー

キングも危惧する「知能の爆発」（ホーキング2018：200-201）によって、AIが人類を圧

倒的に凌駕しついには征服するという半ば都市伝説は、文字どおり「我々が犯す最悪の過

ち」（ホーキング2018：201；バラット2015）として現実化しかねないのである。

このように、本節および次節でホーキングのAI観についてなお詳しく採りあげるが、

科学の哲学と技術工学の倫理－AIに関するホーキングの提言をめぐって－
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それらはもっぱら倫理に関すること、すなわち「技術工学」倫理の問題である。20世紀

を代表する理論物理学者である彼は、AI開発の当事者にはもちろんなく、「車椅子の宇宙

物理学者」として世界的にもよく知られていたように、ALS［筋萎縮性側索硬化症］と

いう重度の身体障碍を抱える、きわめて脆弱な一個人にすぎなかった。そんな彼は当然な

がら、AIに対する大いなる期待（先端科学技術は彼の文字どおり生命線を支えていた）

とともに、ひとたび情勢が激変すれば、自らはその圧倒的な威力にまったく翻弄されてし

まうだろうという不安にも苛まれていたのである。

すなわちAIは、当然ながらホーキングがその成立にも開発に関与しているわけでもな

く、またホーキング自身も自らの専門である宇宙物理学からの考察対象とも考えていなかっ

たはずである（もちろんAIは宇宙物理学の発展にも大いに貢献するが、それは別問題で

ある）。なぜなら、AI論はホーキングがまず自らを関連づけ、そして社会全般をも関連づ

けるかぎりでは、第一義的にはあくまでその倫理的な是非を問う文脈においてのものであ

り、論者が別に考察しているような哲学的関心ないしは論理の哲学的基礎づけからのもの

ではないからなのである。

第4節 人類の叡智の本質的な限界と楽観主義

ここまででも既にたびたびにホーキングについて言及し、その文章も引いてきたが、こ

の最終節ではさらに詳しく彼の所説を見てみる。

第3節で既に引用したように、たしかにホーキングはAIのあまりにも急激な進化に危

機感を抱いてはいる。その根拠となるのは、やはりよく知られている「ムーアの法則5）」

（p=2̂n/2）である。人類の進化が数百万年単位で観測される周期であるのに対して、コン

ピュータのそれはあまりにも速く、その差は歴然である。と同時に、ムーアの法則の限界

も既に指摘されている。2010年代後半には、半導体の開発ペースが鈍化し始めたからで

ある。

しかしホーキングは（ムーアの法則の限界を否定する意図から言及したわけではなかろ

うが）、さらなる懸念材料をも指摘している。それは「量子計算」である。「量子計算は、

計算速度を指数関数的にスピードアップさせることで、人工知能に革命を起こすだろう」

（ホーキング2018：211）。

ただし量子計算の開発はテクノロジーの進化がもたらす驚くべき成果である点で、元来

は喜ばしいことなのである。したがってここには文明の逆説という、典型的な図式がある。

すなわち、人類の科学技術が進化すればしたで、もちろん我々の多くはその恩恵に与れる

のではあるが、しかし同時に危惧すべきことが霧消するわけではけっしてないという、冷
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厳なる事実である。一難去ってまた一難、或る苦境をようやく脱したかと思えば、次の新

たな局面でやはり我々人類を追い詰めるような難題がまた現れるのである。

それは科学と人類との間の本質的なジレンマであるようにも思える。レスピレーター

［人工呼吸器］の発明と実用化が1967年12月の世界初の心臓移植を機に脳死という問題

を突きつけたように、また、中世の黒死病［ペスト］がもたらした暗黒時代はもはや過去

のものとなり、20世紀半ばには長らく人類を苦しめ続けた結核という不治の病を克服し

た、天然痘も根絶したと思ったら、今度は現代人に癌というさらなる強敵が立ちはだかる

など、そんな具合にである。

カント批判哲学が示したような、人類の叡智のやはり本質的な限界（それも、思索が深

遠になればなるほど、どこまでもなくなることのない永久に続くアポリア［袋小路］）を

人類はいつまでも見せつけられ続ける。

ノーベル物理学賞に輝く米国の実験物理学者レーダーマンは物理学の限界について、シェ

イクスピアの名戯曲に登場する世界で最も有名な主人公を引き合いに出し、従来の難題を

ようやくすべて解決し終えたかと思うと「ハムレットがぴょんっと現れて Hamletpops

up」、この世にはまだまだ謎があるんだよ、と思い知らせてくれるのだと歎息しつつ語っ

ている（Cf.Lederman2013:125;Ino2022:127.ハムレットは友ホレイショーに、永遠に

続く不可知について語っている）。

さて、二十代の若さでALSという不治の病を宣告され、一度は絶望の淵に叩き落されな

がらも不屈の精神（そしてそれは優れた自然科学者特有の資質6）である「楽観［楽天］主義

optimism」であるはずなのだ）で先も述べたように「車椅子の宇宙物理学者」として世

界にその名を知らぬ者はおらぬほど有名になったホーキングこそ、テクノロジーの恩恵抜

きにしては、一日として生きること能わざる存在であった。健常者が酸素を必要とするよ

うに、彼はAIに象徴されるような科学技術・技術工学を必要としていた。「世間では私

は、人類という種の未来について楽天家optimistだとされているが、私自身はそうとも

思えない」（ホーキング2018：203）と彼は弁明する。しかし本論文でこの後見ていくよ

うに、そんな彼は彼が自覚するよりもっと根源的には「楽天家」である。

ホーキングは理論物理学者で、実験物理学者戸塚洋二（注6参照）やその師小柴正俊と

は立場が大きく異なる（彼ら実験物理学者の普段の研究活動はほぼ肉体労働の従事なので

ある）とはいえ、ホーキングが四肢を動かすことはもちろん、発語することも出来ぬほど

悪化し、コンピュータ音声によってようやく当時の妻子や周囲の人々とかなり円滑なコミュ

ニケーションが可能となった事実などを鑑みれば、むしろ楽天的でなければ生きることそ

のものにおいてすべての望みを絶たれていたであろう（そのため神の恩寵を否定する彼は、

科学の哲学と技術工学の倫理－AIに関するホーキングの提言をめぐって－
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バチカンで時のヨハネ・パウロ二世教皇から、天地創造説に親和であるビッグバン理論へ

の貢献が表彰される段になって、当惑を隠せずにいた）。

したがって、ホーキングはAI（そしてそれに象徴される先進テクノロジー）に自分を

筆頭とする全人類への恩恵を期待しつつ、かつその暴走への倫理的な懸念をけっして忘れ

ずにいたと判断できるだろう。

しかしホーキングはこうも言っている。「火を使い始めた人類は、何度も痛い目を見た

後に消火器を発明した。核兵器や合成生物学、強い人工知能といった、もっと強力なテク

ノロジーについては、あらかじめ計画を立てて最初からうまくいくようにしなければなら

ない。なぜならそれは一度きりのチャンスになるかもしれないからだ。我々の未来は、増

大するテクノロジーの力と、それを利用する知恵との競争だ。知恵が確実に勝つようにし

ようではないか」（ホーキング2018：213）。この段落は同書でAIについて論じた章の結

びである。

だが、この見解はあまりにも楽観的すぎるのではないか。たしかに、原始時代と現代の

高度科学技術文明とでは、火の扱い方の違いには雲泥の差があるだろう。しかし、人類は

まだ身の周りの火事からすら解放されてはいないではないか。大袈裟でなく、我々は火一

つとっても、完璧にコントロールできてはいないのである。

個人的な回顧を述べたい。論者がまだ二十歳になる前の頃、当初は原子力発電所の開発

に従事し、後にそれを理論的専門家の視点から厳しく批難し、反原発運動の理論面におけ

る指導者ともなった高木仁三郎（1938-2000）の講演を聴きに行ったことがある。講演後、

個別に質問に行った論者の「先生は、原子力開発の失敗は、もはや「成功の母」とはなら

ぬ、人類にとって取り返しのつかないものとなるとお考えですか」との問いに、氏ははっ

きりと「そうだと思います」と答えた。

家が燃えたらなんとか消火はできるが、事によると被害も甚大である。大規模山火事な

ど、現代の消火技術をもってしても容易に消せない火事は枚挙に暇が無い。21世紀の高

度文明社会においてもこうした被害はなおも絶えず（米国で毎年ハリケーンによる大きな

被害が生じることを現代文明をもってしても防ぎきれぬように）、そのたびに我々は自身

の無力さを痛感する。

ましてや今、我々の前に立ちはだかる最難の火は原子力のそれである。プロメテウスの

火が人類に文明を齎しはしたが、その「第三の火」は人類にとって永久に手に余る物なの

かもしれず、失敗を重ねてもいつの日か核融合（「第四の火」）を実現させる、などという

のは自然科学者のあまりにも甘い見通しにほかならぬのではないか。もはや「失敗は成功

の母」とはならぬのではなかろうか。
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だが科学の進歩は本来むやみに妨げるべきではないはずである。科学の可能性と限界と

を知り尽くすよう努めること。それが科学倫理の抱える最も大きな課題の一つなのである。

しかしそれをホーキングのように「知恵が確実に勝つようにしよう」（ホーキング2018：

213）と口で言うのはあまりにもたやす過ぎる。

応用倫理学ではリスクとベネフィットについて相関関係（relativeで「比較」「比量」

という意味合いもある）を問う。ホーキングは次のように言う（特に彼のような重症者な

らではの実感こもった発言だろう）。「我々の頭脳がAIで増幅されたら何ができるように

なるかは、予測もつかない」（ホーキング2018：210）、あるいは「コミュニケーションの

未来は、脳とコンピュータとのインターフェイスにあると私は信じている」（ホーキング

2018：211）。しかしそこには、文字どおり「予測もつかない」分、不測（想定外、さらに

はもっと極端には「意想外」）の事態すら起こりかねない。

これも私は戸塚の著書から教わったことで（Cf.伊野2023B）、彼が好んで引用する、

米を代表する理論物理学者で、ハッブル宇宙望遠鏡プロジェクト推進の中心人物として貢

献した（戸塚にとってはまた、スーパーカミオカンデの観測データをもとにきわめて有益

な提案を何度もしてくれた、長年頼りにしてきた人物である）ジョーン・バコール

（1934-2005）が次のようなことを述べていたという。

よく「宇宙望遠鏡で何が観測できるのか」が問題とされるが、バコールによれば、でき

そうだと期待されたものを見つけるだけなら「ちっとも面白くないanticlimactic」。最も

重要な発見は、想いもよらなかったもの、「どういう風に尋ねたらよいかわからないwe

donotyetknowhowtoask」もの、「これまでに想像もしたことのないwehavenotyet

imagined」もの、そんな発見なのだ、とバコールは言うのである。

だが基礎研究はこういう立場で進めねばならない、そしてこれこそが研究の醍醐味であ

る、それが戸塚の科学観・科学理念なのである（Cf.伊野2023B）。

しかしこれは科学によって齎される想いもよらぬ展開として、正の面だけでなく負の面

についても当然当てはまるはずなのである。それこそ想定外どころか「意想外」である。

カオス理論を念頭に置けばすぐわかるように、我々人類が自らの所業の結果をすべて想定

内に置くなどは無理もいいところであり、多くの場合我々は泥縄で仕出かしてしまった事

態に必死で取り組まねばならぬのが宿命［さだめ］なのである。

また、CRISPR/Cas9［クリスパー・キャス9］に関連する遺伝子改変についても「遺

伝子操作の最良の意図は、遺伝子を修正して、起こってしまった突然変異を元に戻すこと

により、科学者が遺伝病を治療できるようにすること」（ホーキング2018：211-212）と

述べており、あくまで「元に戻すこと」が前提で、飛躍的向上（いわゆるエンハンスメン

科学の哲学と技術工学の倫理－AIに関するホーキングの提言をめぐって－
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ト）などを望んでいるわけではない。ましてや「元に戻すこと」すら叶わぬ事態に陥った

場合は、いったいどうなるのであろうか。

「知能とは、変化に適応する能力と特徴づけることができる」（ホーキング2018：212）、

そして「変化を恐れてはならない。必要なのは、その変化を我々に役立つものにすること

だ」（ホーキング2018：212）とも、さらに「我々は今、素晴らしき新世界の入り口に立っ

ている。危険な面もあるにせよ、それは胸躍る世界であり、我々はその世界の開拓者なの

だ」（ホーキング2018：212）とも彼は力強く語ってはいる。ここには彼の祖国の先人オ

ルダス・ハックスリー（1894-1963）の有名なディストピア小説『すばらしい新世界』

（1932）を連想させるものがある（「すばらしい新世界」は邦題で、原題は BraveNew

Worldである）。

だが人類が自らにそう言い聞かせるには、それに応じた熟慮、およびそこから導き出さ

れた根拠とそれに応える実践とが必要である。遺憾ながら、ホーキング生前最後に近くな

されたこれらの提言にはそれらが脆弱であり、十分な慎重さや「悲観的な」姿勢に欠ける

きらいがあると言わざるを得ないのである。

終わりに 「失敗から学ぶこと」、「失敗して消え去ること」

ホーキングは「キルスイッチ」（ホーキング2018：207）についても言及している。先

に「叛逆コンピュータ」の例として挙げた《2001年宇宙の旅》の「ハル」を「機能不全

を起こしたロボティック・コンピュータ」として引き合いに出し、「ハルとともに宇宙船

に乗り込んだ科学者たちにとって、キルスイッチは役に立たなかった」とまで述べている

（Cf.ホーキング2018：208）にもかかわらず、「AIのことを、なぜそれほど心配しなけれ

ばならないのでしょう？／人類はいつでも好きな時に、AIのプラグを引き抜くことがで

きるのでは？」（ホーキング2018：214）と述べている。これはやはり、いくぶん根拠を

欠いた楽観主義と言わざるを得ない。

キューブリックはこの映画（1968）の前に製作した《博士の異常な愛情 Dr.Strangelove》

（1964）で、次作のクライマックスを連想させるような、しかしあくまで地球上における、

米ソの全面核戦争をコミカルに描いていた。

キューブリックは戯画的に描いたつもりだったろうが、現実世界はもっと怖しく戦慄的

である。

それはもちろん他愛もない妄想の産物ではなかった。1983年9月26日0時40分、当

時ソ連の防空軍中佐であったスタニスラフ・ペトロフ（1939-2017）は、米国から彼の祖

国へ向けて発射された一発のミサイルを感知する計器の警告を受け、熟慮の末（しかしそ
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れはなんという切羽詰まった、それも短時間での決断であったろうか）、監視衛星の警報

システムにコンピュータ・エラーが発生したための誤報と断じた。

果たしてそれは重大なシステム上の欠陥であったことが調査の末明らかとなり、軍上層

部を慄然とさせることとなったのであるが、しかしペトロフは報告義務違反の咎で左遷さ

れ、さらには神経衰弱を患う羽目にまでなった。彼が報復攻撃による世界全面核戦争から

人類滅亡を救った英雄と讃えられるようになったのは、ソ連は疾に崩壊し、晩年に年金生

活を送っていた1998年のことである。これは失敗学ならぬ成功学だが、我々が後学と出

来るような普遍的原則は遺憾ながら導出困難である。

論者は科学技術の倫理をめぐる、ホーキング書からの引用と考察を締めるにあたり、か

つて拙著に綴った次の一節を引き、ささやかな反論の証として擱筆したい。「これらの歴

史を知ることで、人間がもっぱら失敗からしか学べないことがわかる。倫理学は、そうし

た人間の性向を承知した上で、失敗を未然に防ぐという困難な課題を背負っているのであ

る」（伊野2016B：22）。

注

1）論者はこれまでにもAIの哲学および倫理学について考察している（Cf.伊野2023A）。

2）一例として、手元の新書の表紙がカラー刷りで、センセーショナルな黄色を配して大きく

（「人工知能の真価は人類の終焉を意味する」）「ホーキング博士が警告し」と綴られている（Cf.

松田2013）。こうした装幀・意匠から、広く読者が抱えているであろう「不安」を煽る構図があ

りありと看て取れる。そしてこうした例は枚挙に暇が無い。

3）「工学とは？」 徳島大学工学部・先端技術科学教育部HP（tokushima-u.ac.jp）による。

4）サイバネティクス cyberneticsは広く知られているとおり、ウィナーの同名の著書（1948）に

よって提唱された、「人工頭脳学」（通信工学と制御工学とを融合し、生理学、機械工学、システ

ム工学を統一的に扱う）。その語源「舵取り者 kυβερνήτη∫キュベルネーテース」から取られ

た英語「サイバーcyber」は、もはや現代科学文明の象徴となって日本語にも広く浸透している。

5）後の米国インテル社創業者の一人ムーアが1965年に自著論文で示した見解。彼は最初、1965

年に、集積回路あたりの部品数が毎年2倍になると予測し、この成長率は少なくとも10年は続

くと予測。そして実際に1975年には、次の10年を見据え、2年ごとに2倍になるという修正予

測した。その予測は1975年以降も維持され、それ以来「法則」として知られるようになった

（なおホーキングは引用箇所では「一年半ごと」（ホーキング2018：200-201）としている）。

6）皮肉にもホーキングと同年生まれで、やはり同じくノーベル物理学賞を逃した実験物理学者戸

塚洋二（2008年直腸癌のため没）は、自らのような国際的プロジェクトのリーダーに必要な資質

として「楽観主義」を挙げている（Cf.伊野2020；伊野2023B）。

科学の哲学と技術工学の倫理－AIに関するホーキングの提言をめぐって－
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Introduction

Whentheunderstandingarisesthatone・sownfleshisnomorethanavegetable,what

difficultyisthereingivingawayone・sfleshandbones?（TheBodhicary�vat�ra,2008,7:26）.

OneofthefundamentalunderstandingsinBuddhismisthatofimpermanence.Inother

words,thatnothingexistsforever,thatanythingandeverythingisconstantlychanging-all

thingsarise,transformandeventuallyextinguish.Perhapsthemostpowerfulreminderof

impermanenceforusiswhathappenstothebody,knowninBuddhism asthe・Four

Sufferings・-birth,oldage,illness,anddeath（Takada,63）.Typically,weattachtheutmost

importancetowardsthepreventionofourdecay,sowemaylivelong,beashealthyas

possible,andexperienceallthatlifeoffers.Butevenwiththistypeofattitude,westillsuffer.

InBuddhistthinking,thisattachmenttoour・Self・isnotonlybornofdesireforthings,but

from itoursufferingarisesandthereforecanneverbeeliminated.Itwasfrom this

perspectivethatthehistoricalBuddha,Ś�kyamuni,・AccedingtoBrahman・swords,…

determinedtopreachanddemonstratethecontentofhisownenlightenmentandleadothers

tothesamelevelofenlightenment.Thatis,heresolvedtopropagatetheteachingsinorder

toleadalllivingbeingstoawakening・（Takada,31）.
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TheDifferenceBetweenSokushinJo-butsu
andSokushinButsu

BrianJamesMahoney

即身上仏と即身仏

ブライアン ジェームズ マホニー

〈摘要〉

空海（西暦774～835年）は、即身上仏の概念を発展させ、説いた。また、彼自身

の死に際して即身仏または儀式としての自己ミイラを体現した。これら二つの概念

の相互関係とそれぞれの違いを理解する事は、人間の生涯における肉体と上仏との

間の交差についての貴重な議論を提供すると考える。

キーワード：JapaneseBuddhism,即身上仏,即身仏,K�kai,ritualpractice

研究論文



WhatdidtheBuddhameanbyleadingotherstothesamelevelofenlightenment?Isthere

apracticalapproachbywhichthedevoteemaybetransformedintoalivingBuddha,oris

itstrictlyametaphysicalaspiration?However,iflivingbeingsareto・awake・thenonemust

firstrecognizehisorherownignorance,forasMichaelPye（251）pointsout,・Buddhahood

isnotanabstractmetaphysicalconcept,butthefundamentalqualityofalivingbeing.・

TofurtherexplorethisconceptofenlightenmentforallIturntotheJapaneseBuddhist

monkK�kai（774-835C.E）,whodevelopedandsubsequentlyexpoundedhisconceptof

sokushinj�butsu即身上仏,ortheattainmentofBuddhahoodinthisverybody,also,and

specificallyuponhisownpassing,inspiredwhatbecameknownassokushinbutsu即身仏,or

ritualself-mummification.Understandingtheinterrelatednessaswellastheunique

differencesbetweenthesetwoconceptsprovidesavaluablediscussionabouttheintersection

betweentheSelf,asrepresentedbyourownphysicalbody,andtheattainmentof

Buddhahoodinthisverylifetime.

2.TheOneversustheThree

InChapter2oftheLotusS�tra（snkt.Saddharmapundar�ka-s�tra）theBuddhapresentsthe

teachingoftheOne-Vehicle,contrastingwiththeThree-Vehicleswhichhadpreviously

taughtthatBuddhahoodwaspossibleforonlythemostdedicatedofspiritualpractitioners,

andfaroutsidetheparametersoflaysociety.Principally,andregardedashisfinalteaching,

theLotusintroducedthisidealthatwithineveryoneresidesthepotentialofbecominga

buddha.InChapter2,titledSkillfulMeanstheBuddhaproclaims:

・Therefore,Iamnowexpoundingmytrueteaching.AnyonecanbecomeaBuddha

whenherealizestherealityofallthings（・enlightenment・）.Therealityofallthingsis

thetruthmostprofound,excellent,andwonderful.Thisisthetruthofequality,the

truthwithoutbeingexpedientlydividedintomorethanone.Thisistheteachingofthe

OneVehicle,theBuddhaVehicle,theGreatOne.Therealizationofthistruthisthe

perfectandunsurpassedwaytoBuddhahood.・

AndwithinthefoldoftheOne-Vehicle,twomajoraspectsappeared:thatallsentient

beingsarecapableofBuddhahoodinthisverylifetimeandtheBuddhahimselfisnotonly

eternalbutever-present（Murano,30）.

InChapter10oftheLotus,titled・TheExpounderoftheDharma・,theBuddhaaddressingthe

MedicineKingbodhisattva（Bhaisajyar�ja）proclaims,・If,aftertheparinirv�na（nirvana-
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upon-death）oftheTath�gata（referringtohimself）,anybeinghearsevenasingleverseor

lineoftheLotusS�tra,andthereuponhasevenonethoughtofrejoicinginit,Iwillbestow

upon them theprediction thatthey willattain highest,completeenlightenment・

（Kum�rajiva,157）.Forisitassimpleashearingasingleverseofthedoctrineand

celebratingitwhichcausesonetoattainenlightenment?Theimportantpointheremayin

factbetheword・prediction・.AccordingtotheOne-Vehicledoctrine,everyindividual

alreadypossessesthepotentialbutonlybybenefittingothersdoesonebenefitoneselfand

steadilywithinthebuddhawillrise（Takada,75）.Therefore,theattainmentofenlighten-

mentcanbeperceivedasaselflessaction-orientedprocess.Although,thetimemaybe

indeterminateand・tosee・and・tomeet・maymeanentirelydifferentthings,fortheBuddha

inChapter16・TheLifespanoftheTath�gata・remarks,・Forthesakeofthesesentientbeings,

IteachthatthelifespanoftheBuddhaisimmeasurable.Tothosewho,afteralongtime,

finallyseetheBuddha.Iteachthatitisdifficulttomeethim.Suchisthepowerofmy

wisdom.・Andinkeepingwithhisskillfulmeansofexpression,offersarationalexplanation

tohisstratagem,hecontinues,・Foriftheyweretoseeme,theywouldbecomelazyand

arrogant.Attachedtothedesiresofthefivesenses,theywouldfallintothetroubledstates

ofbeing・（Kum�rajiva,230）.

3.TheDharmaoftheLotustakesrootinearlyJapan

UnderthreatofinvasionfromtheKoreanpeninsula,andincurringmassivelossoflifedue

totheongoingspreadofasmallpox-typeepidemic,approachingthefirsthalfofthe8th

centuryC.E.,Japanhadfallenintoitsveryowntroubledstate.BeginninginMarchof737

withanordertocreateimagesofthehistoricalBuddha,Ś�kyamuni,EmperorSh�mu（r.

724-749）orderedbydecreestepstoestablishtheBuddhistfaithasbothanaidandaguide

forhiscountrytornbythesecrises.By741,theprovincialtemplesystemwasestablished

requiringeachprovincetoerectonemonasteryandonenunnery.Themonasterywasgiven

thetitle・TempletoSeektheProtectionoftheNationbytheFourHeavenlyKings・,the

nunnerycalledthetempleforthe・EliminationofSinsThroughtheLotusS�tra・.

Finally,withthecompletionin749ofthecolossalgiltbronzestatueofMah�vairocana,the

GreatSunBuddha（jpn.大日如来 Dainichi-Nyorai）housedinsideofT�dai-ji（dedicated752）

theraysoflightfrom this,thecosmicBuddhacouldinasensereachall.AsShimode

commentsinBuddhismandtheNaraSchools（67）:

―19―



・WhatisemphasizedinsteadisthattheGreatBuddhaistobethefruitofcooperation

onthepartofalldevoutBuddhists,aprojectcarriedoutnotonlythroughimperialand

aristocraticpatronagebutalsothroughthelaborsofeventhehumblestpeasant.

Throughthemeritsaccruingfromthisgoodwork,allbelieverswillreceivethesame

blessingsastheemperorhimselfandwillultimatelyattainthesamestateof

enlightenment.・

TheLotusS�tragainedconsiderableacceptanceinJapanatthistimethroughitscombined

assetasaprotectorofthenationanditsemphasisonsalvationforall.TheChapter12

・Devadatta・verseswereimmenselypopularwiththepeoplesince・itrelatesthatanyone－

evengreatevildoersandwomen,whowerethoughttobeincapableofreligiousattainment

－canattainperfectenlightenment・（Yutaka,93）.Undoubtedly,focusingonthisteaching

werethetwogreatmastersofJapaneseBuddhism,Saich�andK�kai,whohaddeveloped

theirindividualsects,Tendai-sh�（est.806,centeredatMountHieiorHieizan）andEsoteric

Buddhism latertobeknownasShingon-sh�（centeredatMountK�yaorK�yasan）

respectively.Saich�andK�kaibotharguedindirectoppositiontotheorthodoxatthattime

whichprofessedthatthe・fivenatures・,orfivetypesofhumanbeings,arenotonlydistinct

butinatleasttwoclassifications,thoseofnon-believersandicchantika（evildoers）,are

incapableofattainingenlightenment.Hakeda（63）discussesK�kai・sthinking:

・ThosewhohavebeendeniedachanceofsalvationbytheExoteric（theNaraBuddhist

schools）,suchasthecursedones（icchantika）andthoseguiltyofseriouscrimes,canbe

savedbythemostrudimentaryEsotericpracticeofrecitingamantra.K�kaiuntiringly

explainsthemysticalpowerinherentinmantras,sayingthattheyareimpregnatedwith

Mah�vairocana・ssavingpower.Hence,therecitationofamantraunitesthereciter

directlywithMah�vairocana,orreachesMah�vairocanaindirectlythroughlesserBuddhas,

Bodhisattva・s,andothers.・

4.From theLotustothetheoryofSokushin-Jo-butsu

OrdainedinCh・ang-an,China（805/6）astheEighthPatriarchofEsotericBuddhism

（snkrt.Vajray�na）whileundertheapprenticeshipoftheSeventhPatriarchHui-kuo（d.806）,

K�kaialreadyhighlyregardedforhiscalligraphyandpoetryskills,studiedSanskritand

IndianBuddhismundertheguidanceofIndianmastersPraj・・andMuniśri（Hakeda,33）.

K�kaiembodiedwhateventuallyhesoughttocreatewithhisownvariationofEsoteric
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Buddhism,amulti-facetedapproachencompassingavarietyofself-disciplinestomovefrom

theverylowesttothehighestleveloffullactualizationforwhichheexpressesthepointin

theopeningofhis・TenStagesoftheDevelopmentoftheMind・:・Toattainenlightenmentisto

knowone・sownmindasitreallyis・（Hakeda,68）.

Importantly,andasexpressedbyWilliams（221）,Mah�y�naBuddhism shouldbe

consideredashaving・twowings・;S�tray�naandVajray�na.S�tray�namethodwhileplacing

greateremphasisonthestudyofdoctrine,followsamoregradualapproachtoenlighten-

ment,ontheotherhand,foradherentsofVajray�na,orEsotericBuddhism,thephysicalbody

isseenasuniquelyendowedwith・theveryconstituentswherebyhighestenlightenmentcan

beattainedinonelifetime・.Inaccordancewiththistheory,K�kai・sreligionstressedthe

ThreeMysteries,or・expressionsofthestagesofmysticalexpression・（Hitoshi,136）.Saso

（231）explains,・Themindisusedtocontemplatethesacredimage（mandala）,themouthis

usedtochantsacredphrases（mantra）thatmaketheimageonewiththemeditator,andthe

bodyisusedtosealtheunionthroughphysicaldancestepsorhanddance,calledmudra.・In

Chapter8from theMah�vairocanaS�tratitled・Seals・theVairocanaBuddhateachesabout

theseThreeMysteries,inhisteachingofmudras,heexplains,・thereareinsigniaidenticalwith

theTath�gatas・articlesofadornmentandidenticalwiththepurportoftheDharmaRealm・

（101）.Inoneparticularexchangeheteachesabouthowtomaketheinsigniaorsealofhis

owncrown,ofwhathetermsthemotherofbuddhasandbodhisattvas,hislessonbegins:

・Clasptheleftandrighthandstogetherasbefore,withthelittleandringfingersallturned

downward;extendthemiddlefingerswithbothtipstogether,bendthetwoforefingersand

placethemagainstthethirdphalanges（ofthemiddlefingers）,andputthethumbssideby

sideintheshapeofthreeeyes・（114）.K�kai,inhisworktitled・AttainingEnlightenmentinthis

VeryExistence・makesclearthatbyformingmudras,recitingmantrasandperfectingthestate

ofdeepmeditativeconsciousness,thatonecanunitebecomingonewiththeVairocana

Buddhabysharingthesemysteriesofbody,speechandmind.InAttainingEnlightenment

K�kaidescribeshowBuddhiststraditionallyregardthefourmajorelementsofearth,water,

fireandwind,asbeingindependentofthemindandthebody,whereasheseesnoobstruction

whatsoever,infact,heviewsthemaselementsofthebodyoftheMah�vairocanaBuddha

itself.ThegeographicallayoutofMountK�yaprovidedtheopportunityforK�kaitotake

thisbeliefastepfurther,asHakeda（50）describes:

・K�kaisawMt.K�yaastheMatrixRealm,whosesymbolisalotusflower:theeight
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peakssurroundingthecentralplateauweretheeightpetalsofthelotus.Henamedthe

templecomplexinthecenteroftheconsecratedgroundKong�buji,VajraorDiamond

PeakTemple,representingtheVajra-dh�tu,theDiamondRealm ofeternityandof

infiniteactivityandwisdom…SeatedinthecenterofthepagodaistheultimateReality,

theMah�vairocanaoftheDiamondRealm,surroundedbythefourBuddhasofthe

MatrixRealmplacedtotheeast,south,west,andnorth.Theentiremountainwiththe

centralpagodasymbolizesthenon-dualityofbothRealms,whichis,accordingtoK�kai,

theorderoftheWorldofDharma.・

Kukai・sfaithandpracticeinthetheoryhecalledsokushin-j�butsuor・becomingaBuddha

inone・sownbody・iswhathetermedasthe・suddenapproach・（Hakeda,63）to

enlightenment.Atitsbase,Kukai・stheorycentereditselfaroundtheattainmentof

Buddhahoodinthisverylife,inthisverybodybornfrommountainasceticpracticescentered

intheMountK�yaregionoftenpushingthespiritualpractitionertothelimitsofhuman

enduranceto・bringthepowerofthebuddhasintotheeverydayworld・（Hitoshi,10）.

Subsequentlyinspiredbythistheoryanditsrelatedpractice,shugen-jaandyamabushiboth

ordainedpriestsandnon-ordainedholymenenteredmountainousareasalloverJapanwith

the・intentonattainingspiritualpowersthroughasceticpractice・（Hitoshi,31）and・theuse

ofthosepowersformagico-religiouspurposes・（Hitoshi,60）.Coretothisprincipleisthe

mountainentry,whichincorporatestheThreeMysteriespracticewithvariousascetic

practices,suchasfasting,collectingwaterandfirewood,seclusionincavesduringthewinter

months,evenritualsumowrestlinganddancing,tonameonlyseveralofwhatistermedthe

TenRealmsPractice（Hitoshi,62）.WhenK�kailaysoutthefundamentalsofsokushinj�butsu

inAttainingEnlightenment,theSixGreatElements（originalfourplusspaceandconscious-

ness）,theFourMandalaswithitsmyriadofBuddhasandbodhisattvas,andtheThree

Mysteries,adeeplycomplextheorybeginstomakesenseasHitoshicomments,・Ifanentire

mountainisregardedasamandala,thenitisonlynaturaltoveneratetherocks,cavernsand

trees,indeedeverythingonthemountainaspartofthebodyoftheBuddha・（63）.

5.SittingbeforetheBuddha,everyoneisonequalfooting

TheTendaiandShingonsectsholdtotheidealthatwithone・spassinginthisworldthe

spiritafterdeathmustbeentrustedtoamostmercifulpower.ForSaich�andtheTendai

faithful,thispowerrestsinthehandofAmidaBuddha阿弥陀如来（jpn.AmidaNyorai）.As
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TheDifferenceBetweenSokushinJ�butsuandSokushinButsu

forK�kaiandtheShingonfaithful,itiswiththeFutureBuddha弥勒菩薩（jpn.Miroku

Bosatsu,snkt.,Maitreya）.

KeytothisbeliefisthelegendthatK�kaiapproachinghisowndeathfirstrejectedhuman

food,thenwater,evenrefusingtodrinknectarfromfruit,somehowmiraculouslysustaining

lifeoverseveralmonths,hisgreattransformationtookplaceinearlyspringoftheyear835.

SealedinsidehisstonechamberatMountK�ya,someyearslateritwasopenedtorevealthat

hisbodyhadnaturallymummifiedinfulllotusseatedpositionasinwaitfortheadventof

theFutureBuddha,Maitreya（Naito,pgs.85-87）.AccordingtoShimode（112）:

・Fromthisandsimilaraccounts,itisclearthatpiousShingonfollowersbegantobelieve

inK�b�Daishi・s（K�kai・shonorifictitlegivenposthumously）trancearoundthemiddle

oftheHeianperiod（794-1185）.Thisbeliefbecamethekernelaroundwhichthecultof

K�b�Daishideveloped.Hebecametheobjectnotsimplyofrespectandvenerationas

agreatteacherbutalsoofworshipasadeity.・

AsYokokuraji・sheadmonkSakamotodescribedtome（personalcommunication,2018）,

thetheoryandpracticeofself-mummificationwasneverpurelyaJapaneseBuddhist

concept,asithadbeenpracticedinTibetandinChinafromveryearlytimes.Infact,the

BuddhamayhavelaidthegroundworkwhenintheLotushesays,・AlthoughIamalways

amongtheseerringbeings,withmytranscendentpowers,Ipreventthemfromseeingme.

Thesentientbeings,seeingmeenterperfectextinction,earnestlyreveremyrelicsand,filled

withlonging,yearnforme・（228）.AndwhenK�kaiwaslaidtorestin835anduponopening

hisgravesomeyearsafter,seeinghisbodyhadmiraculouslymummifieditself,notonlywas

alegendthusbornbutanentirereligiousmovement--thatofbecomingaBuddhainone・s

veryownbody,andthatofsokushin-butsu,orself-mummification,asa・fleshicon・.

InHoriIchiro・slandmarkstudy（1961）,theauthordescribedatotalofsixcasesofthose

whohadself-mummified,notingthatallofthemwereShingonrelatedspiritualpractitioners

foundinthefarnorthernareasofNiigataandYamagataprefecturesandsubsequently

veneratedbythelocalpopulationsas・fleshicons・（222-225）.Japanesemummiesresearchers

SakuraiandOgata（1980）identifyatotalofnineteenmummiesinexistenceinJapan,

however,theyindicatethatfourofthesemummiesarethoseofnoblesoftheFujiwaraclan

（foundatCh�son-ji,Hirazumicity）whowerenotspiritualpractitionersandmostlikelywere

embalmedafterdeathhencetheterm ・artificialmummies・.Theremainingfifteen

mentionedareallJapanesemonkswhoattempted・naturalmummification・throughritual
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self-mummificationpractice,includingalmostallwhowereburiedwhilestillalive（土中

入定）thenuponpassingsealedinastonechamberforthreeyearsandthreemonths.Only

afterexhumingthebody（andifinastateofmummification）wasitthentreatedor

embalmedandpreparedasacentralfigureofworship.Duringmyresearchfieldtripsand

accordingtodocumentation,Ilearnedthatrecordsindicatetheexistenceoftwenty-one

monks（althoughseveralcaseswhereonlybonesremainandonewhosebodywasburnedin

atemplefire）whoattemptedtoself-mummifyspanningatimeframefromthefirstknown

caseintheKamakuraera（1192-1333CE）bytheBuddhistmonkRinken（淋賢）at

Kong�bujitempleatopMt.K�ya,tothefinalknownaccountin1903ofthemonkBukkai

Sh�nin（仏海上人）atKannon-jitempleinthecityofMurakamiinNorthernNiigata

prefecture.However,andaccordingtoSakuraiandOgata（211）mummificationhadlong

beenpracticedinJapanandduringthelaterHeianperiodintheeleventhandtwelfth

centuries,numerouspriestsattempted,successfullyornot,toself-mummify.Oneinteresting

exampleatAmida-jiKoichidaniTemplelocatedinOhara,Kyoto,isthatofBuddhistmonk

TanzeSh�ninwhoremainsinsideofhisunopenedstonechambersome400yearsafterhis

death（personalcommunication,2022）.

6.Sokushin-butsu:Alivingbuddhaintheflesh

Japaneseresearchindicatesthatthemotivationforthosewhosoughttoself-mummifywas

inresponsetoK�kai・sexampleandthebeliefintheadventoftheFutureBuddha,Maitreya.

SakuraiandOgataexplain:・Aspriests,theywantedtoassistMaitreyawhenthetime

arrived.Theybelievedthatinordertodothis,theyshouldawaithiscominginearthlyform

－thatis,asmummies・（215）.Typically,thosewhoattemptedtoself-mummifyfolloweda

severalyearslongcourse（fromonethousanduptofivethousanddays）ofmoku-jiki-gy�,or

abstainingfromthefivecereals（rice,wheat/barleyorcorn,variousbeans,sesameandedible

seeds）survivingonlyonwildgrasses,nuts,eventhebarkoftrees,whiledrinkingonlywater

ortea.SakuraiandOgatabrieflydescribetheprocess:・Bygraduallyreducingthebody・s

intakeofnutritionoveralongperiod,thebody・sconstitutionwasalteredtoonethatwas

stronglyresistanttodecomposition.Abstainingfromthefivecerealswasforthispurpose.

Afterdeaththebodywasinterredfor3yearsinanundergroundstonechamber（cist）,itwas

thenexhumedanddried・（215）.Inoneextraordinaryexample,BuddhistmonkY�tei

Shonin（有貞上人）from Matsuevillageinpresent-dayFukushimaprefecture,self-
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mummifiedattheageof92intheyear1683.Approachingtheonsetofhisdeath,hesat,

full-lotusinsideasmallstoneburialchamber（cist）（seefigures1,2）andoveraperiodof

severaldaysorweeks,remainedburiedaliveinsidewithonlyasmallholeallowingairto

enterinandforthesoundofhisbellringingandchantingtobeheard.Fallingsilent,thecist

wasthensealed（seefigure3）andthenexhumedthreeyearsand3monthslater.Upon

openingthechamber,thebodyhadbeenwell-preservedasaBuddhaintheflesh（seefigure

4）.（personalcommunication,2018）.
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Figures3,4.StonecarvedcoveroftheMedicineBuddha&Self-Mummifiedmonk,

Y�teiShonin（有貞上人）. Allphotosbyauthor.

Figures1,2.Y�teiShonin・s（有貞上人）stonechamber（cist）andwoodenbarrelplacedinside.



Aseraspassed,andduringtimesofongoingcivilconflict,naturaldisasters,diseaseor

famineofteninplacesofextremeisolation,localBuddhistmonkspracticedsevereformsof

asceticisminanefforttoridtheirlocalareasofandprotectitsinhabitantsfromthesevarious

calamities.WaitingfortheadventoftheFutureBuddhamayhavebeentheultimategoal,

especiallyforthoseoftheShingonfaith,however,intheirpresentsituation,monksshowed

invariouswaysthathelpingtosavepeoplewasanimmediatepriority.Anotherpointisthat

pursuitofself-mummificationwas,forsomeofthedocumentedcases,aformofretribution

forpastevilscommitted,suchasinthecaseofmonkTetsumonkaiSh�nin（鉄門海上人）.

AccordingtoNaito（162-63）,Tetsuor・Steal・ashewascalledwasinhisearlytwenties

workingasaboatmanalongtheShoryujirivernearTsuruokawhenhekilledtwolocalmen.

AsNaitoexplains,theargumentandsubsequentfightoccurredafteroneofthemen,alocal

samuraiinchargeoffloodcontrol（theothermanmayhavealsobeenasamurai）andwho

wasdrunk,hadrepeatedlyignoredTetsu・spleastoaddressanembankmentbreakingwhich

hadcausedseverefloodinginthearea.Aftertheresultofthetragicaltercation,Tetsuthen

fledfindingrefugeatatemplecalledCh�ren-jiinthefoothillsofthesacredmountainof

YudonointheDewamountainsofpresent-dayYamagataprefecture.Theheadmonkof

Ch�ren-jitookinTetsuwhothentakingvowsbecomingaBuddhistmonkhimself,setabout

thespiritualpathofK�kai・ssokushin-j�butsu.ItissaidthatTetsumonkaiachieveda

profoundreligiousabilityandinspiredwasresponsibleformanylegendarydeeds,including

theconstructionofroadsandbridgesinoftendifficultterrain,thepropagationofBuddhism

invariousregionsofJapan,evengougingouthisownlefteyeinanacttohelpalleviatethe

sufferingofpeoplesufferingfromanepidemiceyedisease（seefigures,illustrations5-8）.

Approachingsixtyyearsofage,SakuraiandOgatadescribehisfinalpreparations:

・InhisfinalyearshesettledatCh�ren-ji,where,foraperiodof3yearsheabstained

fromthefivecereals（rice,barley,corn,millet,andbeans）.Uponhisattainmentof

ny�jo（self-mummificationinfulllotus）in1829,priestssurroundedhisbodywith

numerouslargecandles,dryingitoutbymeansofthecandles・heat・（214）.
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Figures5-8.Asayounglaborer,thefightwiththesamurai,escapeandrefuge,

andpreparationforself-mummification. SketchesbyItoMirai.



InConclusion:

ConcerningtheBuddha・sproclamationaboutattainingenlightenmentinthisverybody,

itappearsbynomeanstobeapassiveactivitynoronethathappensinaninstant.Andwhile

theLotusS�traintroducedandprofessedtheconceptofbecomingaBuddhainone・sveryown

lifetime,itremainsanillusoryidealalmostbeyondunderstanding.However,withK�kai・s

theoriesandpractices,andwithhisfinalexampleupondeath,theLotus・messagesof

salvationforallevolvedbecomingfullyrealizedasrelatedbutwhollyuniqueconcepts

knownas・sokushinj�butsu・and・sokushin-butsu・.Withspecialemphasisontheprincipleof

actionofthebody,thesepracticesbroughtaboutextremephysicalaswellasspiritual

transformationofthepractitioner.Fromitsveryrootbeginning,Buddhismhasviewedthe

・Self・,asencapsulatedinthephysicalbody,asnothingmorethanahindrancetoovercoming

suffering.Theconceptsofsokushinj�butsuandsokushinbutsu,helpprovethatfarfrombeing

theadversary,thebodyasavesselcancrosstheriverofsufferinganddeliveroneselfandall

othersintoenlightenment.
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１．はじめに

（1）（私が）太郎に飲み物を買いに行かせる。

（2）（私が）太郎に飲み物を買いに行ってもらう。

上記の例（1）（2）は、いずれも「私」が「太郎が飲み物を買いに行く」という事態を

引き起こすことを表しており、論理的意味は同じであるが、「太郎」に対する心理的態度

が異なっている。すなわち、（1）の「サセル」文は、「私」が「太郎」に対して飲み物を

買いに行くよう仕向けることに焦点を当てた使役文であるのに対して、（2）の「テモラウ」

文には「私」が動作主である「太郎」に恩恵を感じていることに焦点が当たっている。し

かしながら、5名の日本語母語話者の内省から、ある文脈においては、（1）のような文は

あまり好まれず、（2）のように表すことが分かった。それでは、これら「サセル」文およ

び「テモラウ」文は、どのような場合にどちらの表現が用いられがちなのであろうか。
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シナリオに見られる使役文の使用実態
－「サセル」と「テモラウ」の互換性－

松岡知津子・宋 天 鴻・小樋 健汰

UsagesofCausativeExpressionsinScenarios:

Compatibilityof・-saseru・and・-temorau・

MAATTSSUUOOKKAAChizuko,SOONNGGTianhong,KOOHHIIKenta

〈Abstract〉

Thispaperaimstoanalyzethedifferenceoftheusageof・-saseru・and・-temorau・

sentences,focusingonthecausativeexpressionthatappearsindramascenariobooks,

andweconcludedasfollows.（1）Wedivided・-saseru・expressionsinto・induced・and

・permissive・referringtothepreviousstudies,andwepointedoutthatonly・volition-

typeinduced・among・induced・iscompatiblewith・-temorau・.（2）Regardingthe

compatibilityof・-saseru・with・-temorau・,wepointedoutthat・-saseru・ispreferred

onlywhenthecausercompelsthecauseetoperformanact,while・-temorau・ischosen

intheothercases.Thisisbecausetheuseof・-saseru・mayimplythemeaningof

coercionevenifthereisnosuchmeaning,whichthencouldgivetheimpressionof

arrogance.

キーワード：使役文、使用実態、「サセル」、「テモラウ」、互換性

研究論文



本研究では、まず先行研究を踏まえた上で、「サセル」と「テモラウ」が、どのような

場合に互換性を持つのかについて検討する。そして、互換性のある「サセル」文と「テモ

ラウ」文の使用傾向について主にドラマのシナリオブックの会話文（113例）を手掛かり

に明らかにしていくが、必要に応じて作例も用いる。

２．先行研究

２．１ 「サセル」文の先行研究

日本語の「XガYニ/ヲ～（サ）セル」は「使役文」と呼ばれており、使役者Xが、

被使役者Yの動作・作用の成立に関わっていることを捉えるものである。使役文が表す

意味について、これまで数多くの論考があり、以下のように3種類に大別することができ

る。

一つ目は、使役者Xが「Yガ～スル」事態の成立にどう関わるかによって、「強制/指

示・命令」、「許可」、「放任・放置」、「原因」（主に感情動詞の使役文）、「不本意/責任」な

どに細かく分類するものである（宮地1969、藤井1971、阪田・倉持1980、近藤2018な

ど）。次の例（3）～（7）を参照されたい。

（3）母が子どもに本を読ませた。［強制/指示・命令］（近藤2018：73）

（4）母が漫画好きの子どもに漫画を読ませた。［許可］（近藤2018：73）

（5）母が子どもに言いたいだけ言わせた。［放任］（近藤2018：73）

（6）ニュースが人々を驚かせた。［原因］（近藤2018：73）

（7）（<私>が）事故で親友を死なせた。［責任］（近藤2018：74）

そして、近藤（2018）によれば、例（8）のような「サセル」文は使役者Xが自身の一

部に働きかけることを表し、いわゆる「使役」として解釈されない。

（8）子どもたちがサンタのプレゼントに声を弾ませた。（近藤2018：75）

二つ目の日本語記述文法研究会編（2009）も、使役者Xが「Yガ～スル」事態の成立

にどう関わるかによって使役文を分類したものであるが、同稿では、表1のように、使役

文を三つに大別（六つの小分類）している。
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日本語記述文法研究会編（2009）では、能動的使役文には、指示や命令を表すものが多

いが、例（9）のようなはっきりとした指示や命令を伴わないものもあると述べている。

（9）鈴木はウィンカーを出し、右折しようとしている車を先に行かせた。

（日本語記述文法研究会編2009：264）

「受容的使役文（許可、放任・放置）」、「原因的使役文」、「有責的使役文」は宮地

（1969）などにも見られる分類である。他動的使役文というのは、対応する他動詞がない

場合、自動詞の使役形を他動詞代わりに用いるものである。例（10）を参照されたい。

（10）母親が赤ん坊をやっと眠らせた。（日本語記述文法研究会編2009：268）

三つ目は、柴谷（1978）を代表する研究であり、使役文を「誘発使役」と「許容使役」

の二つに分けるものである。柴谷（1978：310）では、「誘発使役」と「許容使役」につい

て次のように述べている。

誘発使役状況とは、ある事象が使役者の誘発がなければ起こらなかったが、使役者の誘発があっ

たので起こったという状況を指す。一方、許容使役とは、ある事象が起こる状態にあって、許容

者（使役者と形態的に同じ）はこれを妨げることが出来た。しかし許容者の妨げが控えられ、そ

の結果その事象が起こったという状況を指す。

柴谷（1978）によれば、宮地（1969）、日本語記述文法研究会編（2009）などに挙げた

「指示・命令（能動的使役文）」、「原因」、「他動詞的使役文」が「誘発使役」に、そして、

「許可、放任・放置（受容的使役文）」、「責任」が「許容使役」に分類することができる。

シナリオに見られる使役文の使用実態－「サセル」と「テモラウ」の互換性－
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使役者が間接的に事態の成立にかかわる使役文

能動的使役文

受容的使役文
許可

放任・放置

使役者が直接的に事態の成立にかかわる使役文
原因的使役文

他動的使役文

使役者が事態の成立に積極的に関わらない使役文 有責的使役文

表1使役文の分類（日本語記述文法研究会編 2009）



２．２ 「テモラウ」文の先行研究

「テモラウ」文についてもこれまで多くの研究が行われてきたが、日本語の「XガY

ニ～テモラウ」は、例（11）の「受益型テモラウ」と例（12）の「使役型テモラウ」の二

種類に大別される（奥津・徐1982、益岡2001など）。

（11）先生に作文をほめてもらった。（益岡2001：29）

（12）花子に（頼んで）代わりに行ってもらった。（益岡2001：29）

例（12）の「使役型テモラウ」は被使役者に依頼して事態の実現を図ることを表し、

「指示・命令」の「サセル」文に近いものだと考えられる。

２．３ 本稿の立場

諸先行研究に関して、本稿では次のように考える。まず、本稿の調査では、宮地

（1969）などによる七つの分類に当てはまらない例があることを発見した。

（13）千石さん、毎回仕上がりに難癖つけてやり直しさせるんだもん。（『き』）

例（13）では、前後の文脈を合わせて説明すると、「やり直しさせる」は、「千石さん」

が身振りや婉曲的な表現によって美容師に髪のデザインをやり直すように仕向ける意味を

表す。日本語記述文法研究会編（2009）によれば、例（13）は「能動的使役文」の周辺的

なものとして位置付けられるが、このようなタイプも含めて、「指示・命令」、「原因」、

「他動詞の代用」の使役文は、柴谷（1978）が述べるように、使役者の何らかの「誘発」

によって事態が成立することが共通しており、これらの用法を「誘発使役」に分類するの

が適切だと考えられる。

次に、「許可」、「放任・放置」、「責任」などの使役文に関しては、本稿は柴谷（1978）

に賛同し、使役者（許容者）の妨げがないことから、これらの「サセル」文を「許容使役」

に分類するのが適切だと考える。

そして、本研究では、「サセル」文の否定形「サセナイ」と、「受益型テモラウ」を分析

の対象から除外することとする。その理由を次のように述べる。

（14）予算がない予算がないばっかで、現場のやりたいことやらせないんだよ。（『大1』）

（15）普段モテない人って、ちょっと構ってもらっただけで、妄想膨らむじゃないですか。
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（『大2』）

例（14）のように「サセル」を否定形とすることで、「やる」という行為自体が生起せ

ず、「誘発」または「許容」などの意味役割を失ってしまう。例（15）は「受益型テモラ

ウ」であり、「受身文」に近い意味を持つため、そもそも「使役文」とは異なるヴォイス

である。

３．「サセル」と「テモラウ」の互換性

以下、同じ事態を表しているかどうかという点について、誘発使役と許容使役の2つの

分類において、「サセル」と「テモラウ」の互換性を考察する。

３．１ 誘発使役の場合

佐藤（1986）や早津（2016）によれば、使役者の誘発によって意志的行為が引き起こさ

れ、かつ、使役者が利益を受け取ることを表す「サセル」文は、「テモラウ」文とほぼ同

じ事態を表すとのことである。筆者らが収集した例（16）はそれに該当するものである。

（16）現場周辺の銀行やコンビニに、防犯カメラの映像を提供させたと聞きました。（『相』）

（16・）現場周辺の銀行やコンビニに、防犯カメラの映像を提供してもらったと聞きました。

例（16）は、銀行やコンビニが映像を提供することによって調査が進められ、警察にとっ

ては有利なことである。例（16）の「提供させた」は例（16・）の「提供してもらった」

と互換性があると言えよう。

同様に、「使役型テモラウ文」の例（17）では、被使役者の「西園寺くん」に何かを買

うよう仕向けることによって使役者の「唄」が利益を被るため、例（17）は例（17・）の

「サセル」文に置き換え可能である。

（17）（とわ子と幾子は唄に話かけている）

とわ子：大変だからこそ、自分で稼いで、自分の欲しいものを手に入れた時に嬉

しいんじゃないか。

幾子：西園寺くんに買ってもらえばいいもんね。（『大1』）

（17・）（とわ子と幾子は唄に話かけている）

とわ子：大変だからこそ、自分で稼いで、自分の欲しいものを手に入れた時に嬉

シナリオに見られる使役文の使用実態－「サセル」と「テモラウ」の互換性－
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しいんじゃないか。

幾子：西園寺くんに買わせればいいもんね。

早津（2016）では、被使役者が一人称である場合は、「サセル」文を「テモラウ」文に

置き換えにくいと指摘しているが、例（18）（18・）のように、使役者を非難する場合は置

き換え可能である。

（18）こんだけやらせて、お礼もなしですか。（『相』）

（18・）こんだけ（私に）やってもらって、お礼もなしですか。

使役型の「テモラウ」文は、本来恩恵の受け手である「私」に視点を置く表現である。

「Xガ私ニ～テモラウ」では、「私」が与え手になり、視点違反になるため、例（18）は

不自然な表現のはずである。しかし、あえて「Xガ私ニ～テモラウ」を用い、構文上違

和感もしくは意外性を表出することが、「恩恵を受け取っているのに、相応しい対応をし

ていない」という「非難」の意味に繋がりやすいため、例（18・）は自然な表現になるの

である。

さらに、使役者が利益を受け取らないような「サセル」文でも、「テモラウ」文に置き

換え可能な場合もある。

（19）鈴木はウィンカーを出し、右折しようとしている車を先に行かせた。（＝［9］）

（19・）鈴木はウィンカーを出し、右折しようとしている車に先に行ってもらった。

（20）しかし何を食わせればいいんだ？調味料までオーガニックにこだわるような二人

だぞ？（『き』）

（20・）しかし何を食ってもらえればいいんだ？調味料までオーガニックにこだわるよう

な二人だぞ？

例（19）は、鈴木がウィンカーを出して、別の車が先に行けるような環境を作ることを

表す。例（20）は、使役者が被使役者に食べ物を提供することを表す。つまり、例（19）

（20）は、使役者が何かを与えることによって、被使役者の行為が誘発されることが特徴

であり、利益を主に受け取るのは被使役者だと考えられる。例（19）（20）のような「サ

セル」文も、「テモラウ」文に置き換え可能である。また、使役者の「授与」を表す「サ

セル」文は「サセテアゲル」の形で用いられやすいと考えられるが、今回はデータが十分
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収集できなかったため、今後のさらなる調査が必要である。

以上、「テモラウ」文に置き換え可能な「サセル」文には、使役者が利益を受け取るも

のもあれば、受け取らないものもあるが、使役者の誘発によって被使役者の意志的行為が

引き起こされることを表すことが共通している。本稿では、このような「サセル」文を

「意志型誘発使役」と呼ぶ。「意志型誘発使役」の「サセル」文は基本使役型の「テモラウ」

文に置き換え可能である。但し、使役型の「テモラウ」文は被使役者に対して直接的に命

令する際にも用いられるが、以下のように、「意志型誘発使役」の「サセル」文はこのよ

うな用法を持たない。

（21）とわ子：松林さんにも参加してもらいます。

悠介：（え、と思うが、とわ子を見て）わかりました。

（21・）とわ子：*松林さんにも参加させます。1）

悠介：（え、と思うが、とわ子を見て）わかりました。

上記の例（16）～（21）に対して、次の例（22）～（24）の「サセル」文は、被使役者の

非意志的行為が誘発されるものと見られる。

（22）ちゃんとびっくり出来なかったら、せっかく準備してくれたみなさんをがっかり

させてしまうよ？（『大1』）

（23）ひとりで死なせちゃったよ。（『大2』）

（24）理想と現実って対立させるものじゃないと思う。（『大2』）

例（22）において、使役者によって誘発される「がっかりする」という感情は、被使役

者自身が制御できないものである。例（23）は話者があたかも被使役者の死に責任を持つ

と解釈される「サセル」文である。例（24）は、対応する他動詞がないため、対立する自

動詞の「サセル」形を他動詞代わりに使用するものである。例（22・）～（24・）に示すよ

うに、「原因使役文」、「有責使役文」、「他動詞的使役文」はそれぞれ「テモラウ」文と互

換性を持たない。

（22・）♯ちゃんとびっくり出来なかったら、せっかく準備してくれたみなさんにがっか

りしてもらうよ？

（23・）♯ひとりで死んでもらったよ。
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（24・）*理想と現実って対立してもらうものじゃないと思う。

例（22・）の「がっかりしてもらう」は、演技するという意味になってくる。文法的に

は問題ないものの、この文脈にはそぐわない。つまり、「がっかりさせる」は被使役者の

非意志的行為が引き起こされることを表すが、「がっかりしてもらう」は被使役者の演技

という意志的行為が引き起こされることを表すため、両者は互換性がない。例（23）では、

使役者が被使役者の死に責任を感じているが、例（23・）では、そのような意味がなく、

両者は置き換えられない。そして、そもそも「自動詞＋テモラウ」の形は他動詞代わりに

用いる機能がないため、例（24・）は非文である。

３．２ 許容使役の場合

例（25）（26）はそれぞれ「許可」と「放任」を表すものであり、許容使役の例である。

（25）本人の希望を入れて、アメリカに留学させた。（阪田・倉持1980：27）

（26）子供をひとりで旅行に行かせるのは危険だ。（阪田・倉持1980：27）

次の例（25・）（26・）に示すように、許容使役の「サセル」文は、誘発を表す使役型の

「テモラウ」文に置き換えられにくい。2）

（25・）??本人の希望を入れて、アメリカに留学してもらった。

（26・）??子供にひとりで旅行に行ってもらうのは危険だ。

また、今回収集した許容使役の「サセル」文は、全て「テアゲル」「テクレル」「テモラ

ウ」など授受表現と共起するものである。

（27）僕の個展が開かれるとき、愚にもつかない絵を描いているお前には、入場券のモ

ギリをやらせてやろう。（『相』）

（27・）♯僕の個展が開かれるとき、愚にもつかない絵を描いているお前には、入場券の

モギリをやってもらってやろう。

（28）追加予算のことでもう一度お話しさせてください。（『大1』）

（28・）♯追加予算のことでもう一度お話ししてもらってください。

（29）今度写真を撮らせてもらっていいですか？（『大1』）
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（29・）♯今度写真を撮ってもらってもらっていいですか？

例（27）の「サセルテアゲル」は「入場券のモギリをやること」を許容する意味であり、

例（28）（29）の「サセルテクレル/モラウ」は「話すこと」、「撮ること」を妨げないよう

依頼する意味を表す。例（27）～（29）の「サセル」は、使役型の「テモラウ」に置き換

えられない。

４．「サセル」文と「テモラウ」文の使用傾向

以下、置き換え可能な関係にある「意志型誘発使役」の「サセル」文と、使役型の「テ

モラウ」文の使用傾向について考察する。

（30）現場周辺の銀行やコンビニに、防犯カメラの映像を提供させたと聞きました。

（30・）現場周辺の銀行やコンビニに、防犯カメラの映像を提供してもらったと聞きました。

（31）（とわ子と幾子は唄に話かけている）

とわ子：大変だからこそ、自分で稼いで、自分の欲しいものを手に入れた時に嬉

しいんじゃないか。

幾子：西園寺くんに買ってもらえばいいもんね。

（31・）（とわ子と幾子は唄に話かけている）

とわ子：大変だからこそ、自分で稼いで、自分の欲しいものを手に入れた時に嬉

しいんじゃないか。

幾子：西園寺くんに買わせればいいもんね。

（［（30）/（30・）＝（16）/（16・）］、［（31）/（31・）＝（17）/（17・）］）

例（30）（31）の「サセル」文は例（30・）（31・）の「サセル」文に置き換え可能である

が、5名の母語話者の内省によると、「サセル」文を用いることで傲慢に聞こえてしまい、

「テモラウ」文がより自然だと判断する人が4名いた。具体的には、例（30）において、

警察に映像を提供するのは法的には義務ではないものの、社会的には協力すべきだと認識

されている。しかし、警察は銀行やコンビニに対して映像の提出を強制する立場ではない

ため、「サセル」文を使うと、警察に強いられているという印象を与えてしまう。同様に、

例（31）では、恋人である「唄」が「西園寺くん」に何かを買うことを強制する立場にな

いことから、「買わせる」には「強制」の意味が読み取れ、ふさわしくないとのことであっ

た。
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（32）（教員が授業の進め方について聞かれて）

まず学生と一緒に言語現象を確認してから、匿名でコメントを書かせるような形

でやっています。（作例）

（32・）（教員が授業の進め方について聞かれて）

まず学生と一緒に言語現象を確認してから、匿名でコメントを書いてもらうよう

な形でやっています。（作例）

例（32）では、教員が学生にコメントを書くよう指示する立場であると考えると、「書

かせる」は自然な表現であると言えよう。しかし、教員はあくまで学生の学習をサポート

する役であると考えた場合、「書かせる」には「強制」の意味が読み取れ、傲慢で不適切

なイメージを与えてしまう。その場合は、例（32・）の「書いてもらう」のほうが傲慢さ

がなく自然に感じられるとのことである。

（33）えー、就業規則に定められた労働時間を越える深夜に及ぶ勤務。若手社員を個室

に呼び出しての恫喝。設計士の図面を社長自ら描き替えた上で強要し、その社員を

退職に追い込む。ヴイゲート社との取り引きにおいて私的な感情を持ち込み、深夜

に及ぶ作業を社員に行わせた。

（33・）♯えー、就業規則に定められた労働時間を越える深夜に及ぶ勤務。若手社員を個室

に呼び出しての恫喝。設計士の図面を社長自ら描き替えた上で強要し、その社員を

退職に追い込む。ヴイゲート社との取り引きにおいて私的な感情を持ち込み、深夜

に及ぶ作業を社員に行ってもらった。

例（33）の「行わせた」と例（33・）の「行ってもらった」は、いずれも社長が社員に

作業をするように仕向けることを表す。しかし、例（33）のように被使役者が使役者に行

為の実行を強いられている文脈では、「サセル」文の使用が適切であるが、「テモラウ」文

は不自然である。

５．終わりに

本研究では、まず、先行研究の「サセル」文の分類を参照しながら「誘発使役」と「許

容使役」に二分し、誘発使役文のうち「意志型誘発使役文」のみが「テモラウ」文との互

換性を持つことを指摘した。

次に、論理的意味は同じであるが、心的態度が異なっている「サセル」と「テモラウ」
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について、5名の日本語母語話者の内省を手がかりに、両者の使用傾向を調査し、結論を

次のようにまとめた。すなわち、使役者が被使役者に行為を行うよう強制する場合に限り

「サセル」文が好まれる。それ以外の場合は「サセル」文を用いると強制の文脈でなくて

も強制の意味が読み取れてしまい、傲慢な印象を与えてしまう可能性があるため、「テモ

ラウ」が選ばれることを指摘した。

本研究では、大々的な調査は行えず、少人数の日本語母語話者の内省に頼ったものであっ

たが、今後は年齢別などにより大規模な調査を行い、今回みた使用傾向が起きているかを

検証していきたい。

注

1）本稿の凡例は次のようである。「＊：非文」、「♯：文法的には正しいが、語用論的には相応し

くないもの」、「？？：非文には至っていないが、不自然に感じられるもの」。

2）例（26）は、阪田・倉持（1980）は許容使役の例として扱っているが、この例は、例えば「本

来は一緒に旅行する予定であったが、親が忙しい等の理由により、子供が一人で旅行するように

仕向けた」のような文脈においては誘発使役ともなりうる。本稿では、許容使役の意味として、

例（26）の「サセル」と「テモラウ」との互換性を考えた。
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１．はじめに

本論は、論者が2019年6月～2020年2月にかけて留学生対象に行った「マナー早口こ

とば」について紹介し、この実践が留学生の、日本において「社会生活をする上で基本と

なる力」の育成に有効であることを示すことを目的とする。

法務省出入国在留管理庁が令和元年10月にまとめた「平成30年における留学生の日本

企業等への就職状況について」1） によれば、「平成30年において、「留学」等の在留資格

をもって在留する外国人（以下「留学生」という。）が我が国の企業等への就職を目的と

して行った在留資格変更許可申請に対して処分した数は30,924人（略）で、このうち
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「マナー早口ことば」の試み
－「社会生活をする上で基本となる力」の育成としての－

百 瀬 みのり
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〈Abstract〉
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25,942人が許可されており、前年の処分数である27,926人より2,998人（10.7％）、前年

の許可数である22,419人より3,523人（15.7％）増加している。」（法務省2019，p.1）こ

とから、日本の企業等への就職を希望する外国人留学生は年々増加しており、現段階では

彼らについて、大学等の教育機関が就労前の就職支援教育の一環としてプレインターンシッ

プ授業2）等を提供している場合も多い。株式会社ディスコキャリタスリサーチ（以下、

DISCO）が2019年12月にまとめた「外国人留学生/高度外国人材の採用に関する調査」3）

によれば、「大卒以上の高度外国人材の雇用経験をもつ」（または雇用予定のある）企業

は67.3％。高度外国人材雇用企業のうち、2019年度（2019年4月～2020年3月入社）に

外国人留学生を「採用した」企業は、予定を含め全体の34.8％、また、2020年度（2020

年4月～2021年3月入社）の採用を見込んでいる企業は50.6％に上る。」（ディスコキャ

リタスリサーチ2019,p.2）との報告がなされている。これらを見る限り日本における外

国人留学生の雇用は今後さらに増加すると考えられよう。

そこで今まで以上に重要になるのが、外国人留学生に対するビジネス日本語の教授であ

る。ビジネス日本語は専門学校、大学等で外国人留学生（以下、留学生）への教授科目と

して設定されている場合が多く、そこでは敬語、ビジネスマナー等などが従来指導されて

きた。しかし、堀井（2018）による「社会の中で仕事を自分事と捉え自ら考え行動する力

や文化の違う者を含むともに働く人との関係を調整しながら仕事を行っていくための力は

大学教育の中で身につけておくことが望ましいが、現状、これに対応する科目は見当たら

ない。」（同，p.13）、鹿目・榎原・大橋（2021）による「企業は名詞の渡し方、挨拶の角

度といったビジネス日本語教育の現場で扱われる形式的な「ビジネスマナー」よりも、

（略）社会生活をする上で基本となる力を身に付けていてほしいのではないかと考えられ

る」（同，p.5）との指摘もあり、このようなビジネス日本語に対する意見は「ビジネス日

本語」の科目指導に留まらない日本語教育関連の全ての科目指導に当てはまるものであろ

う。

そこでこの考えを承け、本研究では論者が2019年6月～2020年2月にかけて留学生対

象に行った「マナー早口ことば」の試みについて紹介する。これは論者が留学生の中で日

本企業にインターンシップに赴く学生に対してプレインターンシップ授業の中で行った活

動の一つであるが、その後プレインターンシップ授業だけでなく留学生全体を対象とする

日本語授業でも行ったところ、留学生より「日本のマナーやルールについての姿勢を身に

付けるのに有効であった」との反応を得たものである。本論はこの試みの紹介と実践を、

日本語授業における、鹿目・榎原・大橋（2021）が述べる「社会生活をする上で基本とな

る力」（同，p.5）、留学生が一個人として日本社会で生きる力、すなわち「社会人基礎力」

三重大学国際交流センター紀要2023 第18号（通巻第25号）
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の育成を目的とする方策の一例として位置付け、従来の日本語授業では具体的に提示され

ていなかった、留学生が日本において「社会生活をする上で基本となる力」、とりわけ

「前に踏み出す力」の育成に寄与することを述べる。

２．先行研究と問題の所在

ビジネス日本語の定義として本論では、堀井（2018）による「（企業での業務活動/いわ

ゆるビジネスを始め、さまざまな仕事の現場で必要とされる日本語力）というかっこをつ

け「ビジネス日本語」という用語を使う」（同，p.5）を適用する。

まず、「ビジネス日本語」の先行研究を確認しておきたい。寅丸・饗場・作田（2017）

はビジネス日本語教育観を史的に振り返り、1980年代から90年代にかけての「初中級レ

ベルのビジネス日本語から高度で実践的なビジネス日本語」（同，p.111）、2000年代半ば

から2010年代にかけての「総合的なビジネス日本語から専門技能に特化したビジネス日

本語」（同，p.113）、2010年代以降の「ビジネス技能の向上から「社会人基礎力」（後出）

の育成」を目指したビジネス日本語のそれぞれについてまとめ、ビジネス日本語が「言語

技能の獲得を目指すコミュニカティブ・アプローチの教育観から、人間形成という課題を

射程に入れた「社会人基礎力」の育成を目指す教育観への変容」（同，p.117）を見せてい

るとする。また、鹿目・榎原・大橋（2021）は、「近年日本企業が留学生に求める能力と

して「社会人基礎力」、その中でも特に「前に踏み出す力」や「チームで働く力」が注目

されている」（同，p.13）とまとめている。

これらの先行研究を眺めて言えることは、「ビジネス日本語」とは固定的な概念ではな

く、広く仕事に関わる日本語全般を対象として考えるべき概念であること、そこでは「社

会人基礎力」の育成、とりわけ「前に踏み出す力」の育成が期待されているということで

あるが、その具体的な方策については現行の日本語テキスト中には示唆されていないこと

が問題点の一つであると考えられる。

その問題点を解消する一ストラテジーとして、論者は自身が行った「マナー早口ことば」

の実践を報告する。さらに論者はこの実践を、堀井（2018）が述べる「ともに働く人との

関係を調整しながら仕事を行っていくための力」（同，p.13）、鹿目・榎原・大橋（2021）

が述べる「社会生活をする上で基本となる力」（同，p.5）の育成として位置付ける。

本論の構成は以下の通りである。次の第3章では外国人留学生の日本での就労環境につ

いて述べる。同第1項で「社会人基礎力」と企業が「外国人留学生に求める資質」につい

て再確認する。同第2項で日本での就労に際し留学生が感じる不安の内容を示す。同第3

項で現行の日本語テキストにおけるビジネス習慣・マナーの扱いを確認する。次の第4章

「マナー早口ことば」の試み－「社会生活をする上で基本となる力」の育成としての－
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では「マナー早口ことば」について報告する。同第1項でその実施の背景、同第2項でそ

の内容、同第3項でその実践報告を行い、同第4項でその効果を検証する。第5章はまと

めである。

３．外国人留学生の日本での就労について

３－１ 「社会人基礎力」と企業が「外国人留学生に求める資質」

まず、「社会人基礎力」とは何かを確認する。「社会人基礎力」とは、経済産業省が2006

年に提唱した「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の3つの能力（12

の能力要素）から構成されている、「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくため

に必要な基礎的な力」（経済産業省）のことである。3つの能力はそれぞれ「前に踏み出

す力」は「主体性」、「働きかけ力」、「実行力」から、「考え抜く力」は「問題発見力」、

「計画力」、「想像力」から、「チームで働く力」は「発信力」、「傾聴力」、「柔軟性」、「状況

把握力」、「規律性」、「ストレスコントロール力」からと、合計12の能力要素から成る。3

つの能力のうちの本研究で注目する「前に踏み出す力」は、「一歩前に踏み出し、失敗し

ても粘り強く取り組む力」を指すとの説明がなされている。4）

次に、企業が「外国人留学生に求める資質」について確認する。前出のDISCO（2021）

による同調査によると、「外国人留学生に求める資質」として文系では1位にコミュニケー

ション能力（60.0％）、2位に日本語力（52.9％）、3位に協調性（23.5％）が続く。一方理

系では1位に日本語力（55.7％）、2位にコミュニケーション能力（50.0％）、3位に専門

知識（37.5％）％が続く。
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上記表1より、外国人留学生に求める資質としては文系・理系共にコミュニケーション

能力（文系1位、理系2位）、日本語力（文系2位、理系1位）、協調性（文系3位、理系

4位）が1位から4位に挙げられている。専門知識（文系9位、理系3位）は職場で専門

的な知識やスキルが問題となる場合が多い理系学生にとっては文系学生以上に求められる

資質であると思われるが、この1位から4位に挙げられた企業が外国人留学生に求める資

質を見ると、専門知識や基礎学力等の勉学によって身に付ける能力よりも、コミュニケー

ション能力、日本語力、協調性といった他者と円滑に関わることができる能力が重視され

ていることが分かる。これらの能力は人間関係の中で育まれるものであると考えられるが、

外国人留学生の場合には日本語母語話者学生とは異なり、日本人との交流の頻度が限定さ

れている、または日本人との交流の濃淡が留学生個人によって異なる等の問題があり、来

日して日本の大学で学んだとしても日本人との豊かな人間関係を構築するまでには到らず、

人間関係の中で体得すべき他者と円滑に関わる際に必要な能力が未発達のまま卒業を迎え

ることになるケースも見られることが問題であると考えられる。

３－２ 日本企業での就労に際し、留学生が感じる不安

次に、外国人留学生が日本での就職活動に際して感じているところを見ておく。以下は

外国人留学生に行った、「あなたが日本の企業に勤めるとしたら、最も不安を感じること

は何ですか。」という質問のアンケートの結果である。アンケートは「マナー早口ことば」

の実践活動前の、前期は2019年6月17日（月）〈プレインターンシップ授業直後の通常

授業日〉、後期は同年10月7日（月）〈後期授業初回日〉の1・2限『文字・語彙』、3・4

限『中級Ⅰ文法・読解』の授業開始前に行った。5） 表内の数値は前方が前期の受講学生、

「マナー早口ことば」の試み－「社会生活をする上で基本となる力」の育成としての－
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後方が後期の受講学生の、該当項目の回答者数である。なお、アンケートは複数回答可

（回答数無制限）としたため、回答数の総数は回答者の総数と合致しない。

上記を見ると、「1．自身の日本語力」、「2．日本人とのコミュニケーション」の項目の

次に「3．日本人企業でのビジネス習慣・ビジネスマナー」の項目が挙がっている。以下、

前期は「4．敬語」が23名、「5．自身の専門能力」が17名、「6．自身の企業内でのキャ

リアアップ」が13名、「7．自身の将来」が10名、「8．自身のスキルアップ」が8名、「9．

給与」が5名、「10．労働条件・労働環境」が2名であり、後期は「4．自身の企業内での

キャリアアップ」と「4．自身の専門能力」が15名、「6．自身の将来」と「6．自身のス

キルアップ」が13名、「8．敬語」が12名、「9．給与」が7名、「10．労働条件・労働環

境」が3名と続いた。日本語そのものに関わることに次いで、日本企業内でのビジネス習

慣やビジネスマナーに不安を感じる留学生が多いことが分かる。

上記の各回答について、論者の教室活動として「そのように答えた理由を作文に書いて

ください。」という宿題としたところ、「3．日本企業でのビジネス習慣・ビジネスマナー」

と答えた声をまとめると、「日本のビジネスの場での『当たり前』が自分の国のビジネス

の場での『当たり前』と違うことがある。『日本のビジネス習慣をよく知らない自分は知

らずにマナー違反をしているのかもしれない』と思いながら働く。それがストレス、不安

だと感じる。」ということになるようである。具体的には、「上司の呼び方が『部長』、『所

属長』など多種で複雑。」、「足組み、腕組みがなぜ不可なのか。」、「留守電になぜ名乗るの

か。」等の声が集まり、この留学生が感じる不安はさらに、「不安を感じながら仕事をする

ことになると、アグレッシブに働けない。」という声に集約される。つまり、留学生が感

じる日本企業におけるビジネス習慣やビジネスマナーについての問題は、①ビジネス習慣

やビジネスマナーは日本語授業の中で恒常的に学ぶ機会がない、②ビジネス習慣やビジネ

スマナーについての理解は、留学生の仕事に取り組む際の積極性に関わる、という2点に

集約される。

この2つの問題点を解消する具体策として、論者は「マナー早口ことば」を提唱する。

2つの問題点の解消は即ち、前出の「社会人基礎力」の「前に踏み出す力」、〈主体性のあ
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る行動力〉を支える力ともなり、企業が「外国人留学生に求める資質」の育成にも有効で

あると考えるところによる。

３－３ 現行の日本語テキストにおけるビジネス習慣、ビジネスマナーの扱い

まず、始めに現行の「ビジネス日本語」テキストにおける日本社会のマナーやルール指

導の実態を確認する。テキストのタイトルに「ビジネスマナー」、「ビジネスルール」と記

載されているテキストを中心に、留学生向けのビジネス日本語のテキストについてその指

導内容にマナーやルールが扱われているものを以下に挙げる。

「マナー早口ことば」の試み－「社会生活をする上で基本となる力」の育成としての－
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表3 現行ビジネス日本語テキストで、「ビジネスマナー」、

「ビジネスルール」を指導項目として扱っているもの



前頁表3のテキストについて、テキスト中のビジネス習慣やビジネスマナーについての

扱いを分類して示したものが以下の表4である。

表4に挙げたテキストはいずれも有益な内容を持つテキストなのであるが、日本企業や

日本で働くためのマナーやルールについて1課（1lesson）ごとの「指導項目」としてそ

の内容を扱っている点には注意が必要であると思われる。

マナーやルールは「習慣」として身に付ける必要があるので、その「定着」を目的とし

た指導を意識し、留意する必要がある。「恒常的な習慣」としてそれを身に付けるために

は授業中の一回のみの指導や学習ではなく、該当する習慣について継続的な繰り返しのイ

ンプットが必要である。そのために、これらのマナーやルールの指導については繰り返し

とその結果としての一人ひとりへの定着が図れる仕組みを作り、その上で指導を行う方法

が適切である。さらに、これらのマナーやルールは前項3－2で述べたように「「前に踏み

出す力」を支える資質の育成」にも大きく寄与するものと考えられ、その点からもその効

果的な指導は必要である。本論で述べる「マナー早口ことば」はその効果的な指導を企図

して作ったものであり、前出の「社会人基礎力」と企業が「外国人留学生に求める資質」

の育成に有効であると考えられる。

４．「マナー早口ことば」について

４－１ 「マナー早口ことば」実施の背景

まず、「マナー早口ことば」実施の背景について説明する。これは報告者が大学の授業

開始直後に行った、日本のマナーに関わる事柄を標語のようにして早口ことばにしたもの

である。報告者の担当授業が毎週月曜日の1・2、3・4限であるという事情もあり、留学

生の使用言語のスイッチを日本語に切り替えることと日本のマナーの紹介とその定着を図
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り、2019年度前期6月から後期2月にかけて行ったものである。対象は論者が担当した

クラスの留学生全員（前期45人、後期35人）である。

４－２ 「マナー早口ことば」の内容

次に、「マナー早口ことば」の内容を述べる。前項で述べたように、これは日本企業な

らびに日本社会の現行のマナーやルールを 留学生全体に通達させることを企図したもの

で、日本語のあ～わ行の50音順に日本社会の中で活躍するために踏まえておくとよいマ

ナーやルールを短い句（フレーズ）の標語に仕立てたものである。以下がその内容である。

上記の「マナー早口ことば」は日本語の50音順に標語になっており、留学生にも覚え

やすく唱和しやすいものに仕立てているのが特長である。
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表5「マナー早口ことば」



４－３ 「マナー早口ことば」の実践

ここでは「マナー早口ことば」を用いて授業中に行った実践活動について述べる。活動

は2019年6月17日（月）～2020年2月10日（月）の1・2限『文字・語彙2A』、3・4

限『中級Ⅰ 文法・読解A』の授業時に行った。なお、毎授業時にあ～わ行の全行につ

いて実施したわけではなく、実施が数行であった授業もある。なお、当時報告者が担当し

たプレインターンシップ授業は2019年6月8日（土）と同15日（土）の10：00～12：00

である。

まず予め全学生に「マナー早口ことば」をプリントアウトしたものを準備しておく。報

告者はA4サイズの紙1枚に印刷したものをクリアファイルに挟み、留学生一人に一枚

ずつ授業中に配布した。一通り講師が暗唱をし、留学生による暗唱の前に各標語の意味や

必要な場合にはその理由を短く説明した。

使い方（唱和のしかた）は授業毎に変化を付けた。授業開始時にウォーミングアップを

兼ねて全員で全部を、または授業中の眠気覚ましや区切りとして任意の行（例えば「『マ

ナー早口ことば』のあ行のマナーを言ってください。」などと講師が指示をする、または

学生一人を指名して任意の標語を一つ唱和させその学生が次の学生を指名する、あるいは

前に唱和した行の最後の仮名から始まる標語をしりとりのようにして次に指名した学生に

唱和させるなど）を指示して教室内の任意の学生に唱和させるなど、多様な方法で使うこ

とができるようにした。試みを導入した初めの頃は一人で唱和することに抵抗を感じる学

生も多かったので「この列の人であ行のマナーを言ってください。」などと数名で唱和さ

せる形にした。留学生からの質問（例えば「「そ」の標語の「「そうですね。」はあいづち。」

なら、本当に賛成するときには日本の会社ではどう言いますか。」など）が出た場合には、

日本企業や日本社会での賛意や同意を示す言い方も説明して指導するなどし、この「マナー

早口ことば」を次の学習項目につなげる導入剤としても使用するなどした。回を重ねるご

とに留学生もこの活動に慣れ、スピーチ練習の際に「〔め〕目を見て話そう。」などと自分

たちから標語を言ってそれを実践するようになった。

４－４ 「マナー早口ことば」の効果の検証

ここでは「マナー早口ことば」の試みの実践後の効果についての検証結果を示す。表6

は「マナー早口ことば」の実践活動を行った学生に対し、（1）「『マナー早口ことば』の活

動をする前とした後で、あなたの日本企業におけるビジネス習慣やビジネスマナーについ

ての理解は変わりましたか。」、（2）（（1）で「変わった」と答えた学生に対し）どのように

変わったか、詳しく教えてください。」というアンケートの結果である。アンケートは、

三重大学国際交流センター紀要2023 第18号（通巻第25号）

―52―



前期は2019年8月5日（月）〈前期最終授業日〉、後期は2020年2月10日（月）〈後期最

終授業日〉の授業開始前に行った。6） 表内の数値は前方が前期の受講学生、後方が後期の

受講学生の、該当項目の回答者数（複数回答可〈回答数無制限〉）である。

前期は60.0％、後期は82.9％（共に小数点2位以下を四捨五入）の受講学生が、「『マ

ナー早口ことば』の活動をする前とした後で、日本企業におけるビジネス習慣やビジネス

マナーについての理解」が変わったと答えている。前期と後期で20.0％以上の差がある

のは、前・後期の活動回数の差（前期は2019年6月17日（月）～同年8月5日（月）の

計7回、後期は2019年10月7日（月）～2020年2月10日（月）の計15回）に拠ると

ころが大きいと考えられる。

以下は表6のアンケートで「『マナー早口ことば』の活動の前後で日本企業におけるビ

ジネス習慣やビジネスマナーについての理解が変わった」と答えた学生の個別の意見をま

とめたものである。表内の数値は前方が前期の受講学生、後方が後期の受講学生の、該当

項目の回答者数である。なお、アンケートは複数回答可（回答数無制限）としたため、回

答数の総数は回答者の総数と合致しない。

今回の実践活動の主旨上、表7で注目すべきは2．の「知らないうちにマナー違反をし
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表6 「『マナー早口ことば』の活動をする前とした後で、あなたの日本企業におけ

るビジネス習慣やビジネスマナーについての理解は変わりましたか。」（人）

表7 （「理解が変わった」と答えた人に）どのように変わりましたか。

自由に答えてください。（人）



ているかもしれないという不安から解放された。」という回答である。前期では46.7％、

後期では85.7％（共に小数点第2位以下を四捨五入）の受講学生がこのように答えた。

上記表7のアンケートで2．と答えた理由の詳しいところを問う作文を宿題にしたところ、

「知らないで失礼なことをして相手を不愉快にさせているかもしれないという不安がかな

りなくなった。」、「『お先にどうぞ』、『抜かすときは一礼する』など、常に相手を大切に

する考え方が日本人らしいと思う。マビジネスナーの根底には相手へのリスペクトがある

ことが分かった。」などの声が聞かれた。

また、表7で2．と回答した学生（前期は61.9％〈13人/21人〉、後期は73.3％〈22人/

30人〉から、「不安がなくなったことで、仕事に集中できる。日本でのビジネスに積極的

に取り組む心の準備、心の余裕ができた。」との声が集まり、この「マナー早口ことば」

の実践活動は留学生が日本で仕事に取り組む際の積極性の獲得に寄与していることが分かっ

た。また、これらの活動を通じて「店で日本人が後ろを通るときに『後ろ、失礼します。』

ということがあるが、初めはなぜそんなことを言うのかと思っていた。しかし『マナー早

口ことば』を言うようになって、これは『心遣い』の精神であると理解できた。」と、日

本企業で求められているビジネス習慣やビジネスマナーの根底にあるのが他者への心遣い、

気配りであることまでをも理解する声も聞かれた。

表6、表7で示したこれらの回答より、「マナー早口ことば」の実践活動は3－2で述べ

た2つの問題点の解消に寄与していると言える。さらにこの活動は3－1で述べた「社会

人基礎力」の「前に踏み出す力」、〈主体性のある行動力〉を支える力の養成、企業が「外

国人留学生に求める資質」の育成にも有効であると言えると考えられる。

５．まとめ

以上、本報告で述べたことをまとめる。本報告は、報告者が2019年6月～2020年2月

にかけて留学生対象に行った「マナー早口ことば」について紹介しこれを「社会人基礎力」

の育成を目的とする方策の一例として位置付け、日本語授業を「社会生活をする上で基本

となる力」の育成の場として活用しつつ留学生が日本において「社会生活をする上で基本

となる力」、とりわけ「前に踏み出す力」の育成についての方策を提示することを目的と

したものである。まず第1章で本報告を行うにあたっての経緯を説明し、ビジネス日本語

教育の場で求められるのは形式的な「ビジネスマナー」ではなく「社会生活をする上で基

本となる力」であることを見た。第2章では先行研究の足跡をたどり、その問題点として、

就労前の学生に対しては「社会人基礎力」の育成とりわけ「前に踏み出す力」の育成が期

待されているが、現状の「ビジネス日本語」教育ではその具体的な方策については未だ検
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討の余地が大きいことを示した。第3章では留学生が感じる日本企業におけるビジネス習

慣・マナーの問題は、①ビジネス習慣やビジネスマナーは日本語授業の中で恒常的に学ぶ

機会がない、②ビジネス習慣やビジネスマナーについての理解は、留学生の仕事に取り組

む際の積極性に関わる、という2点に集約されることを示し、第4章でその解消を目的と

するものとしての「マナー早口ことば」の試みを紹介し、試みの実践後の効果を検証し、

「マナー早口ことば」の試みの実践が前述の2つの問題の解消に効果があったことを示し

た。さらに、この「マナー早口ことば」の実践活動が「社会人基礎力」の「前に踏み出す

力」、〈主体性のある行動力〉を支える力の養成、企業が「外国人留学生に求める資質」の

育成にも有効であると考えられることを述べた。

注

1）「平成30年における留学生の日本企業等への就職状況について」法務省出入国在留管理庁広報

資料（令和元年10月）。

2）本報告では、インターンシップの準備として留学生に行う授業を「プレインターンシップ授業」

とする。

3）株式会社ディスコキャリタスリサーチ（2021）「外国人留学生/高度外国人材の採用に関する調査」

（https://www.disc.co.jp/wp/wp-content/uploads/2022/01/2021kigyou-global-report.pdf）．

4）なお、この「人生100年時代の社会人基礎力」は平成30年2月に経済産業省産業人材政策室

より「人生100年時代の社会人基礎力について」として提唱された後に見直しがなされ、「新・

社会人基礎力」が提唱された。しかし、この「新・社会人基礎力」と「社会人基礎力」の骨子は

同じであり、「2006年に発表した「社会人基礎力（＝3の能力/12の能力要素）」はむしろその重

要性を増しており、有効。」（経済産業省産業人材政策室2018、資料6より）とあり、本報告と先

行研究との整合性を考え、本研究では2006年に提唱された「社会人基礎力」の用語と考え方を

踏襲する。

5）アンケートは、前期は2019年6月17日（月）〈プレインターンシップ授業直後の通常授業日〉、

後期は同年10月7日（月）〈後期授業初回日〉の1・2限『文字・語彙2A』と3・4限『中級Ⅰ

文法・読解A』の授業開始前に受講学生全員を対象にして行った。前期の授業に参加した留学生

は1・2限『文字・語彙2A』受講者25名、3・4限『中級Ⅰ 文法・読解A』受講者38名の合計

63名。内二科目の重複受講者18名を除き45名が対象である。留学生の国籍の内訳は、中国21

名、韓国8名、ベトナム4名、台湾3名、ドイツ3名、ウクライナ3名、イギリス2名、セイシェ

ル1名である。後期の授業に参加した留学生は1・2限『文字・語彙2A』の受講者23名、3・4

限『中級Ⅰ 文法・読解A』の受講者24名の合計47名。内二科目の重複受講者12名を除いた35

名が対象である。35名の留学生の国籍の内訳は、中国14名、ドイツ12名、スウェーデン3名、

韓国3名、フランス3名である。

6）アンケートは、前期は8月5日（月）〈前期最終授業日〉、後期は2020年2月10日（月）〈後

期最終授業日〉の1・2限『文字・語彙2A』と3・4限『中級Ⅰ 文法・読解A』の授業開始前
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に受講学生全員を対象にして行った。前・後期の授業に参加した留学生の科目別の人数、二科目

の重複受講者の人数、留学生の国籍の内訳は注5と同じである。
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１．はじめに

近年、外国人住民は定住化及び永住化、また高齢化に伴い、医療機関との関わりを避け

ては通れない現状がある。日常会話に問題はない外国人でも、医療機関において十分な医

療サービスを受けるためには、医療通訳者による円滑な意思疎通が必要になる場合も多い。

厚生労働省も「医療の国際展開」という分野で「医療通訳」を策定しており、医療通訳ボ

ランティアの育成研修が各地で行われてる。研修の受講者は日本語非母語話者が圧倒的多

数を占めるが、既に他分野の通訳者として活動している場合もあり、研修に日本語教育講

座が含まれることは稀である。しかし、日本語超級者であっても、医療通訳における日本

語教育視点からの学びは、更なるスキルアップに加え、現在の己の能力を把握し、見直す
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地域医療通訳研修における日本語教育の在り方について

仲 渡 理恵子

Japaneselanguageeducationformedicalinterpreters

NAAKKAATTOORieko

〈Abstract〉

Inrecentyears,asthenumberofforeignresidentsinJapanhasincreasedandthe

numberofforeignresidentshasincreased,andthepopulationhasaged,ithasbecome

essentialtohavearelationshipwithmedicalinstitutions.Sincesmoothcommunica-

tionbymedicalinterpretersisnecessary,medicalinterpretertrainingisbeing

conductedinvariousplaces. Sincetheoverwhelmingmajorityoftraineesare

non-nativespeakersofJapanese,theperspectiveofJapaneselanguageeducationis

essentialforgraspingandreviewingcurrentabilities.Theauthorhasconducted

Japaneselanguageeducationcoursesfourtimesaspartofmedicalinterpreter

training.Asaresult,wefoundthat・accuratelistening・,・expansionofvocabulary・,

and・accurateutterance・areinterrelated,andthatitisnecessarytodevelop

educationalmaterialsfornon-nativelanguageinterpretersthatcanacquirethefour

skillsinawell-balancedmanner.Inaddition,itwasfoundthatitisnecessaryto

implementlong-term Japaneselanguageeducationcoursesinordertoaccumulate

learningitemsandcooperatewitheachother.Inthefuture,animportantkeywillbe

topromotethenetworkingofparticipants,lecturers,andorganizersinvolvedin

medicalinterpretingtraining.
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ためにも必須であると考えられる。

筆者は医療通訳研修において、非母語通訳者に対する日本語教育講座を行った。本論文

は講座内容の概観とともに、そこから見えてきた現状や問題点を整理し、受講者及び講座

に求められる方向性について考察するものである。

２．先行研究と問題の所在

日本語非母語話者である医療通訳者1）に対する日本語教育についての研究は、ほとんど

なされていないと言える。

医療通訳と日本語教育に関わる研究は、井上他（2006）が12年間の事例分析から日本

語でのコミュニケーションが困難なことによる医療従事者と妊産婦との適切な意思伝達の

阻害及び保健・医療・福祉に関する情報不足を挙げ、医療通訳制度を整えることが急務の

課題であると述べている。下曽山（2010）は在日外国人の中には、日本での滞在期間が長

く日常会話に不自由さはないが、専門用語の多い医療面では戸惑いが多いという者もおり、

医療通訳を配置している医療機関もあるが、増え続ける在日外国人すべてに対応できると

は考えがたいとまとめている。中川他（2012）は外国語対応医療機関における調査の結果、

首都圏、京阪神、中部地方を中心に多言語対応問診票や医療通訳の整備が行われていると

している。

これらの研究から2000年代以降、医療通訳制度の整備を求める声が医療現場から上が

り、それらを受け、制度が徐々に確立していったことが伺える。実際、金川他（2015）や

濱井他（2017）では、医療通訳者を対象とした調査がなされており、外国人患者を受け入

れるために専門の訓練を受けた医療通訳者が必要と考えている病院が多数であるとの報告

がある。日本語教育に関しては、現場で「言葉の壁」が阻害となっていると懸念されては

いるものの、まず通訳者の配置や多言語対応書類準備など、制度や環境面の整備が優先さ

れている傾向が見られた。

そして、近年の森田他（2020）や大賀他（2021）に見られる研究では、医師、患者、医

療通訳者の協働におけるコミュニケーションやネットワーク構築に重点が置かれている。

医療通訳者は日常生活に不自由がなくても、病院内で交わされる日本語が十分に理解でき

るとは限らず、特に医療用語には馴染みがないと述べているが、具体的な日本語教育法に

までは言及されていない。

武田他（2020）は、多忙な医療従事者向けに「やさしい日本語」を用いた教材を開発し、

医療通訳者による多言語通訳と「やさしい日本語」の普及が不可欠であり、多文化共生社

会に有用なツールとして、 医学・医療者教育への導入が急がれると述べている。これら
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はあくまで医療従事者側が「やさしい日本語」を学び、医療現場に拡充していくことが目

的とされ、非母語通訳者に対する日本語教育とは言えまい。

よって、医療通訳制度が整い、医者、患者、通訳者の協働意識が共有され、医療従事者

への「やさしい日本語」教育は始まっているが、初期から非母語通訳者は、医療現場にお

いて専門用語の運用が問題視され、「言葉の壁」が阻害になる場合があると広く認識され

てはいるものの、彼らに対する日本語教育は見落とされているのが現状である。

また、非母語通訳者用の日本語教材もほぼ見つけることができない。厚生労働省はホー

ムページ「医療通訳に関する資料一覧」で「医療通訳テキスト」を公開している。約300

ページという充実した内容であり、理解力、記憶力、単語力強化演習例として、シャドウ

イング、トランスクリプション、ラギング、クイックレスポンスなどを紹介しているが、

医療通訳に必要な日本語教育の教材として十分とは言いがたい。

筆者は2014年から2019年において、計4回医療通訳研修で非母語通訳者に対する日本

語教育講座に教材作成やニーズ調査を含め取り組んだ。その講座内容を概観するとともに、

そこから見えてきた非母語通訳者に必要な日本語教育の問題点や研修全体の方向性につい

て、考察を行いたい。

３．医療通訳研修における日本語教育

３－１．医療通訳研修について

2017年に厚生労働省は「医療通訳育成カリキュラム基準2）」を策定している。これは医

療通訳者を養成する養成機関や医療通訳者を雇用及び派遣する機関が、研修や派遣を実施

するにあたって活用することを想定しており、研修は 50単位（1単位は90分）以上を

取得することとされているが、本研究における医療通訳研修は、地域医療通訳ボランティ

アを育成することを目的に、各自治体や国際交流団体などが主催する短期講座とする。

対象者は日本語母語話者の通訳ボランティア及び日本語非母語話者の通訳ボランティア

となるが、非母語話者が9割を占める。非母語通訳者の場合、地域により差異はあるが、

ポルトガル語、スペイン語、フィリピノ語、ベトナム語話者が対象となることが多く、日

本語能力検定試験N1N2合格レベルが求められる。事前に日本語力試験が課され、合格

とされた者に限り、受講が可能となる場合もある。

研修内容は「各自治体における医療通訳普及の取り組みや医療通訳制度の紹介」「日本

の医療機関、医療従事者の業務紹介」「通訳基礎技術」「医療通訳に必要な知識、技術、倫

理」「各国の医療文化と日本との違い」「外科等各科に関する基礎知識」などの講義形式と、

「言語別模擬通訳」「ロールプレイング」「実地研修」などの実践形式がある。本研究にお
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ける地域医療通訳研修は、上述した対象者や内容について扱うこととする。

３－２．2014年の日本語教育講座

2014年にある地域で第1回医療通訳ボランティア育成研修が行われた。現役医療通訳

者によるパネルディスカッションや、病院での実地研修も含め全5回計20時間以上の講

座となった。その中で日本語講座はポルトガル語、スペイン語、フィリピノ語母語話者対

象と英語、中国語母語話者対象に分け、計5時間48名に対して行われ、筆者が講師を務

めた。受講者は他分野での通訳経験はあっても、医療通訳に関してはほぼ初心者であった。

今回が初回ということからニーズ調査の一環として、受講者に ①日本語学習歴 ②現在

の日本語学習法 ③「読む」「書く」「聞く」「話す」の日本語四技能3）の得意不得意などの

事前アンケート調査を行い、19名から回答を得た。①に関しては2年～48年と幅広く、

機関も母国の学校、日本人学校、地域日本語ボランティア教室、個人レッスン受講、独学

等多様であった。②の回答からは、地域日本語ボランティア教室で勉強している、大学で

日本語教育を学んでいる、日本人の家族の協力、独学と9割は何らかの方法で現在も勉強

を続けていることがわかった。③については、中国語母語話者から「読む」が得意で「話

す」のが苦手という回答があったが、それ以外の母語話者は「話す」「聞く」が得意で、

「読む」「書く」に苦手意識を抱いている傾向が見られた。医療通訳において、重要だと思

う四技能はという質問には、全員が「聞く」と「話す」と回答していた。この結果から、

受講者は学習意欲に溢れ、自己研鑽に励み、四技能の得意不得意、優先項目を十分に認識

していることが明らかとなった。これらを踏まえ、今回は①医療現場において必要な日本

語能力獲得目標を明確に示す②四技能のうち「聞く」と「話す」に重点を置いた内容とす

る③講座終了後も学び続けるためのブラッシュアップ法の紹介という三点を軸に据えた。

②の「聞く」に関しては、医療現場で通訳者が「胃腸風邪」を「いっちょうかぜ」と聞

き間違えてしまい、辞書で探すも見つからずという事例を受け、受講者に正確な聞き取り

に対する重要性の再認識が必要だと思われたことに起因する。「聞き取りの基礎確認」と

して、拍の捉え方の練習と長音や促音を正確に聞き取り、正確に書き取るディクテーショ

ンを行った。「聞く」を得意と回答していても、このような音だけに特化した練習は初め

てという受講者も多く、音声教材を使っての更なる自己研鑽も可能であると気付きを促せ

た。

「話す」に関しては、話す＝会話と捉える前に、まず医療通訳に必要な語彙を拡充する

ことが、豊かな表現を用いた日本語超級者らしい通訳に繋がると考えた。そこで病気、病

院など医療に関する語彙マップの作成を取り入れた。語彙マップは、一つの語彙から類義

三重大学国際交流センター紀要2023 第18号（通巻第25号）

―62―



語や対義語など同カテゴリーに分類される表現を連想し、枝葉のように書き加えていく語

彙拡充に有効と思われる活動である。こちらも大多数の受講者が初めて取り組んだが、連

想からゲーム感覚でマップを完成させていく達成感や、自身に不足している語彙分野の認

識は得られたと思われる。

③では、正確な聞き取りと発話練習を兼ねるシャドウイングをはじめ、独習できる教材

を紹介し、非母語通訳者として日々日本語力を磨き続けるため、研鑽することの重要性を

強調した。講座終了後、教材について詳しく聞かせてほしいという受講者もおり、学習意

欲の向上と継続に期待が持てた。

３－３．2015年の日本語教育講座

2015年は実地研修を含め全5回計20時間以上の研修となった。その中でポルトガル語、

スペイン語、フィリピノ語、中国語を母語とする通訳者80名対象の日本語講座は3時間

行われることとなった。

内容は2014年に引き続き「聞き間違いを防ぐための正確な聞き取り」を取り入れた。

実際の医療現場で「a」と「ha」の音を聞き間違えたという事例があり、非母語話者が苦

手とする音の聞き分け練習は、継続が必須であると判断したためである。講座では上記の

聞き間違い事例と同様の表現をディクテーションで取り入れたが、ここでも間違いや混同

が見られた。実際に起きた事例をなぞることで、日本語では発音によって意味が変わる場

合があり、特に医療現場ではそれが重大な事態を招く恐れがあるため、正確に聞き取り、

書き取ることが重要だと受講者も認識できたようであった。

また、今回「話す」は「言葉遣いのマナーを知り、丁寧な表現を用いて話す」という切

り口で、医療従事者に対する挨拶や依頼、申し出などの機能別表現をロールプレイ形式で

取り入れた。近年は医療従事者も丁寧な言葉遣いを心掛けており、円滑なコミュニケーショ

ンを図るために、礼儀正しい言葉遣いの確認が必要であると考えられたからである。非母

語通訳者も待遇表現を含む丁寧な言葉遣いに努めることで、相手を尊重する気持ちを伝え

ることができる。さらに、待遇表現を使いこなすことにより十二分の日本語能力があると

思われ、信頼獲得へ繋がること、加えて、通訳者は医療従事者と患者の中立者という存在

であるためにも、距離を保つ待遇表現は効果があるというメリットを伝えた。2014年の

講座を踏まえ、受講者にリピーターもいたことから、専門用語に限らず、より現場で有用

だと思われる語彙拡充を目指した。その後のロールプレイでは、受講者は早速学んだ挨拶

や待遇表現の使用を試みており、実践で生かそうとする意欲が伺えた。
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３－４．2018年の日本語教育講座

2018年は全4回計21時間の研修の中で、ポルトガル語、中国語母語話者及びこれらを

母語としない受講者30名に対し、2時間の日本語講座を行った。2014年、2015年と異な

る点は、既に通訳者として活躍している人が受講対象者であり、事前に日本語、ポルトガ

ル語、中国語のレベル判定試験が行われ、研修終了後にも医療通訳登録者試験の受験が条

件とされたことである。

日本語講座は時間短縮の影響と新規の受講者が多い点、また実際の医療現場における拗

音や促音の聞き間違い及び同音異義語の捉え間違い事例から、「医療現場における聞き取

り強化」のみに的を絞ることとした。受講者が自分では聞き取れて意味も理解できている

と思う表現でも、実際に書き取って文字にしてみると曖昧だったり、抜け落ちていたりす

ることがある。しかし、正確に聞き取り、書き取りもできていれば、後で調べることが可

能であるということから、長音、語末の撥音、清音と濁音のディクテーションを行い、ど

のような音に注意すればよいか受講者に意識付けを行った。聞き間違いをしてはいけない

とプレッシャーを抱くのではなく、聞き間違いを分析し、自分の苦手な音を把握すること、

その音の発話を繰り返して身につけることが重要であるという視点は受講者に新鮮に映っ

たようであった。例年通りシャドウイングなども紹介し、他の練習と組み合わせて、弱点

を補強していくという今後の方向性を示した。

３－５．2019年の日本語教育講座

2019年は全3回計15.5時間の研修の中で、ベトナム語、インドネシア語、フィリピノ

語、ネパール語母語話者である受講者20名に対して、3時間の日本語講座を行った。

2018年同様事前に日本語レベル判定試験が実施されたが、近年増加しているベトナム語、

インドネシア語、ネパール語母語話者が加わり、新たな非母語通訳者の人材発掘、育成と

いう観点から内容は従来の「聞き取り強化」と新たな「語彙拡充」の二本柱とした。

「聞き取り強化」はこれまでを踏襲し、誤用例の紹介、拍の感覚の解説、外国人に苦手

とされる音のディクテーションを行い、苦手とされる音に共通することは何か、また、聞

き間違えた場合はなぜ聞き取れなかったか、正確に聞き取るためにはどのような点に注意

すればよいかという客観的な視点による分析に焦点を当てた。

「語彙拡充」に関しては2014年に語彙マップとして取り入れたが、今回は医療用語を

単語で覚えるのではなく、コロケーションとして捉えるための活動として、コロケーショ

ンマップの作成を試みた。ある名詞と共起する助詞＋動詞、ある動詞と共起する助詞＋名

詞を枝葉のように書き広げていき、実際に通訳する際には文で伝えるという点から、助詞
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の役割を意識付けた。助詞は苦手だという受講者も見られたが、助詞単体を意味によって

使い分けるより、コロケーションとして一まとまりで捉えるという方法なら、取り入れや

すいと気付きが得られたようであった。

４．考察

４－１．四技能における優先項目

地域医療通訳研修における非母語通訳者対象の日本語教育講座は、前例があまりなく手

探りの状態からの始まりであった。限られた時間内でどのような内容を取捨選択するかは

最重要項目であり、毎回研修主催側と協議を重ねた。学習者が四技能をバランスよく身に

つけることは日本語教育において基本中の基本であるが、優先項目を考慮すると、3－2．

で述べたように聞き間違えたため、辞書でも確認できなかった事例をはじめ、実際の医療

通訳現場での聞き取りや書き取りミスを防ぐために、どのような「聞く」に関する日本語

教育を行うべきかが常に念頭にあった。また、厚生労働省の資料によると、医療通訳に関

しては逐次通訳を推奨している4）。逐次通訳に必要な能力として、①理解力（発言を聞き、

理解する）②記憶力（内容を一時的に記憶する）③ノート技術（自動的にノートをとる）

④伝達力（しっかりした訳文を作る）を挙げているが、①②③は「聞く」を重視するイン

プットと捉えることができる5）。「集団療法」を「中断療法」と聞き間違えた場合、それ

は重大な事態を招く恐れがあるが、通訳者に間違えてはいけないと緊張を強いることは避

けなければならない。正確な聞き取りは、各々が聞き取るのに苦手な音を分析することか

ら始まる。分析結果から、その音を聞き取るために必要な聞き取りや書き取り、発話練習

を重ねることで、克服することが可能になると言える。

一方、④は「話す」を重視したアウトプットであるが、今回の日本語講座では、主に

「語彙拡充」に重点を置くことに至った。一般的な通訳者のイメージは日本語が流暢な人

である。従って、専門用語や丁寧な言葉遣い、待遇表現を含めた語彙拡充は必須であると

考えられたからである。また、講座終了後も受講者に研鑽を積んでもらうために、独習も

可能である語彙、コロケーションマップ作成という方法を活用した。ただ、アウトプット

という点からすると、2015年に行ったように場面や機能を設定し、マップで作成した表

現をロールプレイなどで実践する活動は、もう少し取り入れる余地があったのではないか

と内省する。研修には日本語講座の後に模擬通訳講座も含まれていたので、そこに繋げる

ために「語彙拡充」を重視するという側面もあったが、受講者がより明確なアウトプット

と捉えられる会話実践練習も可能であっただろう。

「正確な聞き取り」「語彙拡充」「正確な発話」は常に相互関係があり、均等に身につけ
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ることが重要である。それ故、アウトプットとインプットも比重が偏らないよう注意を払

わねばならない。

４－２．今後の方向性

2014年の初回から時を経て、受講者の変化とともに内容や教材もブラッシュアップさ

せるよう努めた。4－1．で述べたように「聞く」「話す」が優先されると言えど、当然、医

療機関の表示物や書類などを「読む」、問診や申し込みを「書く」場面も数多く想定され

る。これらの技能も取り入れ、バランスよく四技能が身につけられる非母語通訳者対象の

体系的な教材の開発が求められるであろう。

また、筆者が担当した研修は年一回のみで短時間ということもあり、講座はあくまできっ

かけで、その後の独習や研鑽を促す内容とならざるを得ない部分もあったが、学習項目の

積み重ねや受講者同士の協働、切磋琢磨という観点からは、長期間の継続した日本語教育

講座の実施が求められると言える。医療通訳は生命に直結する。受講者はボランティアと

はいえ、非母語通訳者として関わる以上責任も生じるが故に、抱く緊張感は計り知れない。

それらを共有できる仲間や居場所作りも必要になってくるであろう。通訳が可能な日本語

超級者ともなると、能力に磨きをかけるには独習が前提と思われがちであるが、独習でも

あり協働でもあることが理想的ではないだろうか。

さらに、受講者のみならず研修を担当する講師同士の協働も心掛けたい。担当以外の講

座内容を把握し、共有することで、受講者により有用な内容を補強し合うことが可能とな

ろう。受講者、講師、主催者のネットワーキング化を進めることが、今後の地域医療通訳

研修において重要なカギになると言える。

５．おわりに

本論文において、地域医療通訳研修における日本語教育講座の概観から問題点や方向性

の一部が明らかとなった。今後は、受講者への更なるニーズ調査や講座終了後のアンケー

ト調査、他講座講師や研修主催担当者にも聞き取り調査を行い、分析することで、研修に

関わるネットワーキング化について考察を行いたい。

＜注＞

1）以下、本論文では「非母語通訳者」とする。

2）2022年11月一部改訂。

3）以下、本論文では「四技能」とする。
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4）医療通訳に関する資料 2テキスト「医療通訳」pp.48-61より。

5）③は書き取りも含むので、アウトプットの側面もある。
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日本語学習者の「ている」表現の理解 

―三重大学 CD プログラム天津師範大学の学生を対象にi― 

 

関 根 和 枝 

 

《关于日语学习者如何理解日语中“ている”表现的研究》 

 

——以三重大学与天津师范大学合作项目 CD 项目日语学习者为对象 

 

〈Abstract〉 

本报告为  三重大学与天津师范大学合作项目（以下简称 CD 项目）三年级第一

学期的语法课上所进行调查的结果。有人指出，日语中“ている”的用法多样，其中，

学习者最难掌握的是“动作、作用的结果、状态的留存”这一用法。本研究是考察学

生在三节课的时间内，对这种用法在理解过程中的判断。 

通过本次研究，笔者发现，学生习得了，即使对于同一动作, 状态，中文表达相

同，而日语则会因“ている”的有无，句意发生变化这一知识。不过，对于“ている”

这种在中文中没有的表达，学习者即使在学习当时学会了其用法，也很难完全掌握并

且加以实际运用。 

在认知语言学中，这是对情况的理解因语言不同而产生的差异。然而，事实也表

明，学生即使在学习当时理解了这种表达方式，但由于他们身处中文的语言环境，也

很难对这种日语独有的表达熟练掌握并加以运用。 

 

キーワード：「ている」の用法 結果の残存 中国語母語話者の事態把握 日本語の事態把握 

 

1．はじめに 

 日本語表現の「ている」には、複数の用法分類がある。学習者には容易に理解し使える

ようになる用法と、学習してもなかなか使えるようにならない表現とがあることが知られ

ている。「今、ご飯を食べている」の「ている」は「進行」の用法で容易に理解も使用もで

きるようになる。しかし「財布が落ちている」は、例えば誰かが財布を落とすという動作

の結果が、誰も拾わずにそのまま残っていることを見つけて発話する場面の「ている」で、

「結果の残存」用法と呼ばれている。この用法を苦手とする学習者は高梨（2013）、庵（2021）
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や筆者の教育経験も含めて多く、張（2001）の言及のように学習者は「財布が落ちた」の

様に「た」形を使い、また非現実の場面で、「あなたが教えてくれなければ、私は今頃、ま

だ待ち合わせの所で待っているよ」では「待つよ」と「る」形にして「ている」形を使う

ことができない。それについての研究は盛んに行われており、また学習者の母語の影響も

指摘されているが、苦手な用法の数値的調査や言語学的な対照だけでなく、学習者はなぜ、

「結果の残存」用法の「ている」を、使うべき場面で判断して適切に使えないのかを探る

必要があると思われる。筆者は、学習者の頭の中で「ている」にある基本的な意味の理解

ができていないためだと考える。しかし学習者の頭の中の事なので、その理解の様子を明

らかに示した資料は多くないようである。 

 本調査は、中国語母語話者の大学生に「ている」の知識の導入後から理解定着までの内

省を課題という形で報告してもらい、学生の判断の過程を調査して報告するものである。

しかし、本調査の調査対象への調査は、コロナの影響であまり一般的な教育環境下ではな

く、調査母体の少なさもあり、あくまでもパイロット調査になるだろう。しかし、今後の

研究に一つのデータを提供できると思われる。 

 

2．「結果の残存」用法とは 

 先行研究では「ている」は日本語文法でアスペクトとして研究されてきた。筆者は工藤

（1995）で述べられている「パーフェクト」の概念が日本語の「ている」の理解に大切だ

と考える。工藤（1995）は、「ている」の基本的意味を「継続」としながら「動作の継続」

「変化結果の継続」（以上は基本的意味）と、「効力持続」「反覆」（以上は派生的意味）の

意味用法があると分類している。そして、「効力持続」を＜パーフェクト性＞として「後続

時点における、それ以前に成立した運動の効力の現存」という定義をしている。つまり、

ある出来事や動作事態が成立・完了結果が出た後に、その効力が続いて現在にある」とい

う認識である。これが「ている」の用法分類の「結果の残存」であるii。本調査の対象は日

本語非母語話者の中級の学生であるので、以下紹介する、日本語学習者向けの文法説明の

用法分類に従う。本稿では「完了」は、「事態の完了」時点が過去、現在、未来の時点で完

了後の意味を加えない場合を「完了」、完了した事態の結果が発話の話者の今に影響があり、

今の話者にとって効力を及ぼす事だ、という含意があるものを「結果の残存」とする。広

く捉えれば、「あ、木が倒れている」の様に話者が何かに注目してそれを話題化した場合も、

今、その話者には話題化としての採用であるので、単なる過去の事態の完了ではなく「結

果の残存」状態への注目である。また、「ている」の「経験・記録」用法に分類される過去

の活動結果の記録物も、発話の今の話者にとって採用したいトピックであれば、広義の「結
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果の残存」である。さらに移動動詞による「移動先にいる」用法も、移動結果の地点に残

存して活動しているので、移動中（目的地への進行）ではなく「結果の残存」に含まれる

であろう。また、移動が発話の今ではなく例えば未来に出来事として発生し、その後に出

来事の影響下の状態を想い描くなら、これも広義の「結果の残存」状態だと言えるだろう。 

 

３．調査目的 

 本研究の調査目的は、「ている」の複数の用法のうち、理解が難しいとされる「結果の残

存」用法について、学習者の理解の過程を追うことである。この概念は、本調査の対象者

にはどのように理解されていくのか、以下をリサーチクエスチョンとする。 

〈1〉「結果の残存」用法の「ている」は、「ている」の用法の中でも理解しにくい用法だと

言えるか。 

〈2〉「結果の残存」用法の「ている」は、中国語に訳してどのように表現されるか。日本

語の「結果の残存」用法の「ている」の意味を表わす、固定した中国語の表現形式は

あるのか。 

〈3〉学習者が「ている」の「結果の残存」用法をどのように理解していくか、定着は容易

か。 

尚、筆者は「ている」の用法を、発話の話者がその場面で事態を捉えて表現するという

認知言語学的な観点に立ち調査する。母語が異なれば同じ事態でもその事態の把握の仕方

が異なるという考え方である。そのため、当該事態の場面のイメージは大切である。 

 ここで、「ている」の用法分類を紹介する。本調査では東京外国語大学の日本語モジュー

ルの分類を援用した。東京外国語大学のモジュールでは日本語学習者のための日本語文法

の基礎から少し応用までを解説と例文で紹介している。それを本調査対象者の状況に合わ

せて削ったり補ったりして授業で提示したiii。以下が初回授業時の提示用例である。 

 

＜初回授業時の「ている」用法の分類＞ 

1．＜進行＞動作・出来事が続いていることを表す。 

・会社を出るとき、雨が降っていた。 

2．＜繰り返し＞同じ動作・出来事が繰り返される。 

・田中さんは毎日６時に起きている。 

3．＜未来の完了結果状態＞未来の出来事の完了結果状態を表わす。 

・20 年後、私は社長になっているだろう。 

4．＜経験・記録＞過去の出来事を現在と関連づけて表現する。 
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・憲法にも書かれているように、男女平等は基本的人権である。 

5a．＜結果残存＞変化の結果が続いていることを表す。（変化の動詞は、開く、閉ま

る、われる、死ぬ、落ちる、（電気が）つく、消える） 

・部屋に入ったとき、窓が開いていた。 

6b．＜結果残存＞変化の結果が続いていることを表す。 

・もう、電気が消えている。 

7．＜状態を表わす動詞＞「ている」が必要な動詞。 

（そびえる、似る、優(すぐ)れる、ずばぬける）。 

・山田さんはお父さんに似ています。 

8．＜「行く」「来る」「帰る」「出かける」は、移動先にいる＞ 

「V ている」で移動の結果、移動先にいるという意味になる。 

・A：もしもし、陽子さんはいますか。 

 B：いいえ。陽子は今、買い物に行っています。 

 

４．調査方法 

1）調査対象：三重大学との CD プログラムによって、中国天津市にある天津師範大学の国

際教育交流学院で日本語を学ぶ大学生である。中国は秋入学制で、調査した学生は大学

3 年生前期の、これまで 2 年間日本語の基礎教育を受けた、中級前期～半ばの一クラス

20 名の学生である。筆者は 2020 年 2 月からこのプログラムの派遣教員として天津師範

大学国際教育交流学院で学生達に文法の授業の中で本調査を行った。 

2）調査の時期：文法授業の中で 2020 年 10 月 9、16、23 日の 3 回実施した。 

3）調査条件（教育環境）：教師は、コロナ影響下で、日本からのオンライン授業であり、

天津師範大学国際教育交流学院の指示で、Wechat（中国版 Line）で各自の自宅にいる学

生に授業を実施した。学生の顔や様子は見る事ができず、画面共有は無く学生との授業

内対話も時間的に現実的ではなかったため、教師は予め各学生に送った PPT を時間割

の授業時間に開いてもらい、一方的に教師からの Wechat 音声で授業を進めた。調査課

題は全てワードを Wechat で配布し、それに記述してオンライン返送してもらうという

方式であった。また、学生側は従来の中国の大学の授業のやり方としてグループや友達

同士で相談し合い、各自や代表者がその結果を提出する方式に慣れているという特徴が

あった。 

4）調査方法：その日の授業後、復習シートを宿題として「ている」の課題を出す。学生は

宿題の記述課題を提出し、教師はそれを見て次回授業でフィードバックし、次の課題を
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出す。調査は 3 回に渡り、グループ課題と個人課題を課した。流れを図 1 に示す。 

5）3 回の調査内容（図 1 参照） 

 大きくまとめると、第 1 回目は導入、8 種類の「ている」用法を授業で解説、授業後

課題で中国語での当該場面の表現・苦手な「ている」用法の抽出、第 2 回目は苦手な用

法のみを扱い、継続時間幅の図示で時間幅への着目を暗に促す。授業後課題で中国語で

の表現を意識下に対比的に「ている」の「結果の残存」用法の意味を、今度は対話場面

で状況下における発話の話者として考えさせる。第 3 回目の調査では、授業では軽く復

習のみを行い、第 2 回目までの授業と復習での理解度の向上が、翌週どのくらい維持定

着できているのかを見る。各回の課題文言と学生の提出回答は 5．結果で順次表にして

示していく。 

 

 

 

 

  

図 1 調査の流れ 

 初回授業 → 初回課題 → 第2回授業 → 第2回課題 → 第3回課題 
 「ている」⽤法導⼊     提出課題のフィードバック  （授業は軽く復習だけ） 
               継続時間幅を⼊れた図式解説 
 授業後            授業後             授業後 
＜グループ課題＞       → ＜個⼈課題＞        → ＜個⼈課題＞ 
・8種類の           ・広義「結果の残存」の各⽤法を ・再度中国語で「結果 
「ている」⽳埋め問題      A・B対話形式で提⽰。そこ    の残存」⽤法を個⼈ 
・⽳埋め問題の中国語訳。    での「ている」の話者の考え   記述。 
＜個⼈課題＞          や気持ちを記述。       ・授業時で扱った場⾯ 
（グループ課題提出後正解付きで）    ↑           での「結果の残存」 
・⽳埋めでの⾃分の答えの    中国語で表現した場合と対⽐   各⽤法の、擬似場⾯の 
 正誤確認と、⾃分の      的に。             ⽳埋め・後件作⽂。 
 答えを判断した理由の                    ・各「結果の残存」⽤ 
 記述。                            法で「ている」が 
狙い：            狙い：              a.有る場合、 

●学⽣が苦⼿な「ている」   ●第2回⽬の授業で、学⽣の「結   b.無い場合の意味 
⽤法を抽出          果の残存」⽤法の理解の度合い   の差異を記述する。 
●中国語ではおよそどのよう  を確認。            狙い： 
な⽂になるのか。クラス全体  ●中国語との差異への気づきを  ●新たな場⾯で「てい 
の学⽣の訳出傾向を⾒る。   確認。             る」を思い起こして使 
●⽇本語「ている」⽂の意味解                 えるかの正誤確認。 
釈の誤解の有無を確認。                    ●「結果の残存」⽤法 
                               の「ている」の意味を 
                               把握することができ 
                               たか、確認。 
                               ●第2回⽬までで向上 
                               した「ている」の意味 
                               の定着を⾒る。 
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5．調査結果 

 以下に 3 回の調査結果を示す。以下には、3 回の調査毎に順に示すのではなく、学生の

苦手な「ている」用法を、3 回の調査の流れから以下のようにまず、5－1．苦手な「てい

る」用法で 8 種類の中からの苦手な「ている」用法を抽出し、次に 5－2．結果の残存用法

の中国語訳で中国語ではどのように表現するのか、日本語の「ている」に気がついた後も、

中国語は同じ表現なのかを確認する。その後、5－3．結果の残存用法の、初回と第二回調

査の内省の対照で学生の理解がどのくらい進んだのか進まなかったのかを示し、5－4．結

果の残存用法の理解定着度で、第 3 回目の授業後に学生のこの用法の「ている」の定着の

様子を示す。 

 

5－1 苦手な「ている」用法 

 まず 8 種類の用法の中で学生が苦手な「ている」用法の個人調査結果を示す。 

 個人課題の自己申告での穴埋め回答で、「ている」の使用か、その他の表現（「た」や「る」

など）かの回答結果は次の表 1 の通りであるiv。 

学生の自己申告では、「4．出版」と「6b．電気が消える」で「た」と回答したという記述

が見られた。中国語母語話者が「結果の残存」用法で「た」を使うことについて、庵（2019 

pp.195-196）は中国語の「了」の（負の）転移で「中国語の論理では、「玻璃坏了。（p.195

（17））（ガラスが割れた：注は筆者）」のように変化が生じたということを言語的に表現し、

その後は、その変化の結果の状態が継続していることを語用論的に推測させるという方策

が採られていると考えられる」としている。また「3．20 年後に社長」では、「る」形の回

答が見られ、また明るい将来への推測で「可能」の意味の読み込みもある。共に「ている」

の意味ではなくこれらの意味を解釈したということである。 

表 1 自己申告による、穴埋め問題の誤答結果表 

学
生 

1．雨
進行 

2．詐欺
繰り返し 

3．社長 未来の結
果状態の残存 

4．出版 
経験・記録 

5a.点く
結果残存 

6b.消える
結果残存 

7 そびえ
る 状態 

8 陽子行
く 移動
動詞行く 

a   ×可能予想なれる ×「た」過去     

b   ×可能予想なれる ×「た」過去     

c 
  ×「20 年後になる」

は事実 
  ×動作は終

わる 
  

d         

e   ×つつある o.k.？      

F    ×「た」過去     

g 
     ×「た」。な

ぜ 「 て い
る」？ 
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h    ×「た」過去  ×「た」   

i 
  ×反事実用法か？ ×「た」過去  ×「た」。な

ぜ 「 て い
る」？ 

  

j 
   ×なぜ 

「ている」？ 
    

k    ×「た」過去     

l   ×「なる」      

m         

n 
  ×「なる」 ×「た」でい

い 
   ×進行中 

×
計 

0 0 7 8 0 4 0 1 

 「ている」用法別の回答結果は、全員正解が「1．雨（眼前で進行中のている」）」、「2．

詐欺（頻度の「ている」）」、「5a．点く（瞬間動詞の結果の継続「ている」）」、「7．そびえる

（形容詞的「ている」）」で、本調査対象にとっては理解が容易な用法だと言える。 

 一方、×の用法は「3．社長（未来の完了結果の存続）」、「4．出版（記録・経験）」、「6b．

消える（結果の残存）」、「8．陽子行く（移動動詞・行く、移動後の存在状態持続）」である。

これらの特徴は、いずれも何らかの事態が完成・完結した後の状態に対する「ている」用

法であるとまとめられ、その状態が「継続」しているという意味があるだろう。すなわち、

3．社長になった完了時点は、未来のどこかにある。「なった」だけなら完了の時点だが、

なっ「ている」場合は、昨日社長になったのではなく時間が経っており、経済的、能力的

に十分に力がある状態が続いている。5．出版は過去の事である。しかし、それを話題化す

る話者にとっては、その記録・経験が話者の今の採用の判断にとって影響がある。6．電気

の明暗状態を、日本語では主語を電気が「点く→点いている」、「消える→消えている」と

状態として表現する。8．陽子行く「移動動詞・行く」は、話者が移動先の事を確認できな

い。しかし、移動途中なのか、買い物の途中なのかで、「ている」の指す内容が異なる。ど

ちらにも取れるかもしれないが、「買い物に行っている時、事故に遭った」は「買い物に行

く時、事故に遭った」と同じではなく、前者はやはり移動先で店を巡っている意味が出や

すいと思われる。 

 これらの意味を考えると、学生が誤答した「ている」は、いわゆる「何かを行ったり変

化したりした結果がそこに続いて残っている、広義の「結果の残存」用法に含まれ得る。

学生は、なぜ「結果の残存」用法が苦手なのだろうか。本研究では学生の内省の記載を集

めて報告することが目的である。しかし、中国語を母語とする学生は、「結果の残存」用法

を誤答し事態を日本語母語話者と同じように捉えない。筆者は、認知言語学で言う「事態

把握の違い」がその理由だと考える。 
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 従って、以下は広義の「結果の残存」用法のみ扱い、用法別に番号と呼称を次に改める。 

3．→（1）社長「未来の完了結果状態」、4．→（2）出版「経験記録」、5a→（3）a 電気

「結果の残存」、6b→（3）b 電気「結果の残存」、8→（4）買い物「移動先」 

 では、この日本語の「結果の残存」用法は、中国語では表現されるのだろうか。 

 

５－２．結果の残存用法の中国語訳 

 ここでは第 1 回と第 3 回の調査での中国語訳の結果を対比的に述べる。まず、中国語に

おけるアスペクトを表わす方法として、井上（2019）は「中国語のアスペクトは、動詞接

辞が『事象の形』を表わし、副詞・助動詞と文末助詞が『事象と時空間との関係』を表わ

す」と説明し、以下の表 2 のような表現を挙げている。 

表 2 中国語におけるアスペクトの表現方法 井上（2019:146（15））より 

 完了・実現 進行・継続 

動詞接辞 了 1（変化完了） 着（状態維持） 

副詞 
助動詞 

已经（すでに） 
快（じきに） 
要（将然） 

在（同時） 

文末助詞 了 2（場面移行） 呢（固定場面） 

以下の「結果の残存」用法の「ている」の中国語訳にも、確かに「已经」「了」「着」「在」

が使われている。そして、グループ間、個々の答えの表現もあまり変わらない。 

（1）社長「未来の完了の状態状態」 

1．ねえ、お金貸してよ。私は社長の息子だよ。（次の a．に続く） 

＜初回調査＞ ※「ている」文だけ 

a．20 年後、私は社長になっているだろうから、その時返すよ。 

グループ回答では、「20 年后我已经当上社长了吧」と書いたグループが 1 つ、「20 年后，我

会成为社长」が 4 つ、残りの 1 つは「事实上，20 年之后我也当不上社长吧」で「不」とい

う否定があるので「社長にはなっていない」の意味となり、これは間違いである。 

＜3 回目調査＞は「ている」の有無の中国語訳の、個人調査結果である。 

a．20 年後、私は社長になっているだろうから、その時返すよ。 

b．20 年後、私は社長になるだろうから、その時返すよ。 

西坂（2016）によれば、中国語母語話者の「ている」用法習得で、未来の完了（結果）状

態を身につけるのはやはり時間がかかるということである。提出された表現を見ると、「て

いる」がある a．文の中国語には「已经～了」という表現を使う学生が多く、完了時点への

到達が早い意識を訳していた。b.文では「已经～了」は無く、「就成了」は 1 例、「大概会」
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は 2 例、「会」「能会」は a.b.両方で見られた。 

（2）出版「経験・記録用法」 

 中国語は、初回の調査で、「ている」文だけで「两年前出版了论文」が 3 つのグループで

回答され、他には「在」を加えて「ている」の意味を効かせたグループが 2 つある。第３

回目の調査では、「ている」の意味を考えてもらうべく、a.「ている」を使用した文、b.「て

いる」を使用しないで「た」や「る」を使用した場合の差異が中国語として現れるか対比

するための課題である。 

 次の a．b．文で、a．文に「了」、b.文に「过（＝過）」を加えただけの殆ど同じ形式で答

えた学生が 3 人いた。 

a．根据这份简历，山田两年前发表了一篇论文。 

b．根据这份简历，山田在两年前发表过一篇论文。 

 また、中国語ネイティブからコメントでは、訳し分けようと、副詞や終助詞など、表現

を加えて、やや不自然な説明的中国語の訳をした回答があるということである。 

（3）電気「結果の残存」 

 日本語に対する中国語でまず注目されるのは、日本語で電気が「点く」と「消える」は、

中国語では電気を「開く、開ける＝开」と「閉じる、閉める＝关」で表わすことである。

電気の状態が「明るい＝亮」を使って表現することもある。学生の記述はグループ回答で

1 つのグループだけが「明るい」の表現を使い、他は「开，关」であったv。日本語から見

れば、電気が「点く」も「消える」も瞬間の事で、その結果の状態には事態の結果の残存

状態は「ている」表現が使われる。しかし中国語では、「点いているか？」という場合は「て

いる」に相当する意味を「着」で表わし、「开着吗？」となる。一方、「消えている」とい

う場合は「ている」に相当する意味を完了の「了」を使って「关了」と表現する。この両

者の違いは、次の調査結果で学生の記載によれば、点いている場合は点いたまま、電気が

消えていて暗い場合は、その電気を消す（关）動作が既に終わった（了）という事を表わ

す（已经）关了だということである。 

 次に a.文と b.文の対比で、a.文では「着」、b.は典型的に「已经～了」という区別は明確

でなく、a.文のみに 1 例、b.文のみ 1 例以外は、どちらにも「已经～了」が用いられてい

た。中には「a．不，已经关了 b．不，已经关了（中国語では、同じです）」と答えた学生も

いた。 

（4）買い物「移動先」 

 移動動詞を用いて「移動先にいる」という意味は、グループ回答の典型的な回答は「不

在。阳子去买东西了」であった。中国語では「去买东西」の部分は動詞は「去＝行く」、「买
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＝買う」という 2 つの動詞を並べ、「行って－買う－品物を」という意味になる。この場合

は移動先にいる意味が読み取れる。その他には、「正在」という副詞で「ちょうど今、～し

ている」という意味を表わすということで、「正在买东⻄了」は「ちょうど、物を買ってい

るところ」である。回答の中に「不。阳子现在正在去买东西的路上」と書いたグループが

あったが、中国語では「路上」の追加は自然な中国語ではなく、中国語ネイティブに確認

したところ、教師の課題意図に答えるための説明的な文言だろうということである。個人

回答では「a．不在，她现在去购物了（買い物している：筆者加筆）」「b．不在，洋子刚刚

去购物了」の様に、時の名詞やタイミングの副詞を加えて差異を表わそうとしていたが、

中には、全く同じになるので「a．不在，阳子现在去买东西了。（强调在路上）b．不在，阳

子现在去买东西了。（强调已经去了那个地方）」と注意書きして、理解している事を示す学

生もいた。初回の授業と実は第 3 回目の授業でも調査した中国語であるが、「ている」を表

わすための固定した表現は無いこと、且つ「結果の残存」用法が苦手だということが分か

ったため、第 2 回目の授業で「結果の残存」用法のフィードバックを、この意味の基本と

工藤が言う「継続」の意味の時間的幅を示す矢印   と、時間の流れの数直線上の発話

時・出来事時・基準時との関係を示した PPT を届けて授業で説明した。 

 次に学生の初回の「結果の残存」用法と第 2 回目の内省とで理解結果を対照させる。 

 

５－３．結果の残存用法の、初回と第 2 回調査の内省の対照 

 「ている」のフィードバックを受けて、「結果の残存」残存用法の各用法の意味をどのよ

うに理解するようになったかの内省の対照表 3 を示す。左側が第一回目の調査の内省、右

側が第 2 回目の授業後の学習者の内省である。以下の紹介は抜粋である。①②③④は理解

度を筆者が判定したvi。理解の曖昧さや不適切さの理由を記述の中に＜＞で示した。 

表 3 （1）の初回調査と第 2 回授業後の内省の対照 

（1）社長「未来の完了結果状態」 

学
生 

ねえ、お金貸してよ。私は社長の息子だよ。 
20 年後、私は社長になっている だろうから、借りたお金はその時、必ず返すよ。 

10.9 第 1 回目 10.16 第 2 回目 

① 理解している 

a. “社長になれる。”ならば、別の
意味を表すか。 

出来事時になると、もう社長になった、そして、この役を担
当していて、その状態を表すので、「なっている」を使う。 

b. 私も正解のように書きました。 中国語においてなるという動詞も瞬間な結果なので、これは
中国語で「なる」という意味です。 

② あと一歩 
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c. × ＜反事実＞という意味でし
ょうか 

この文は、「20 年後」の時点での「私はすでに社長です」と
いう状態を表しています。将来のイベントの状態の説明を表
します。＜イベントの状態とは？＞ 

③ 理解が曖昧 

d. 状態動詞 ＜完了＞基準時よりも前に出来事が起こったことを表す。中
国語で表現すれば「社長になるだろう」という表現になりま
す。＜基準時など、用語は分かっているか＞ 

④ 理解できていない 

e. 「になる」いいですか 二十年後に社長になるでしょう。＜単なる推測＞ 

 

表 4 （2）の初回調査と第 2 回授業後の内省の対照 

（2）出版「経験記録」 

学
生 

この履歴書によると、山田さんは 2 年前に、論文を出版している。この人を採用しよう。 

10.9 第 1 回目 10.16 第 2 回目 

① 理解している 

a. “出版していった”。過去の
ことですから。 

前におきったことが今に影響があるので、「～ている」を使う。
中国語では前のことの影響を表すのが重要なことではなく、も
し必要があればその文の後で、補助の説明をする 

b. これは用法 2 の結果残存と
思います。 

2 年前のことは過去のことなので、中国語は過去の「出版した」
をそのまま使って、現在への影響を考えない。 

c. この問題は過去のことを表
していて,なぜ「ている」を使
うのか。 

募集した人は山田さんの履歴書を読んでいます。山田さんの履
歴書に論文が出版されていたことが、今彼が入社できるかどう
かに影響するので、「ている」の表現を使います 

② 理解まであと一歩 

d. ました 私は過去の形と思
います 

このことはずっと前からあって結果は今まで続いています。山
田さんは二年前に論文を出版しました。＜過去表現＞ 

③ 理解が曖昧 

e. この問題は過去に完成した
ことだと思って、“しました”
と書いた。 

この文の意味は中国語で根据这份履历书，山田于两年前出版了
论文です。表現したいのは、履歴書が論文の出版に影響を与え
ていることです。＜事実関係が逆＞  

④ 理解できていない 

f. ― 繰り返し出版すること。 
中国語では「何度も、何度も」という意味です 

g. ― していますの意味はやったことがあります。 今進行している
時の表の過去の状況を適用します。＜過去＞ 
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表 5 （3）の初回調査と第 2 回授業後の内省の対照 

（3）電気「結果の残存」 

学 

生 

もう夜の 9 時半ですね。図書館の電気は a.ついていますか？ 
ｂ.いいえ、もう消えています。 

10.9  第 1 回目 10.16  第 2 回目 

① 理解している 

a. a. そのひとは電気は続き開
けると思います。 
b. 電気は消えるという動作
は終わると思います。 

図書館の明かりの状態を聞いていますので、「ている」を使いま
す。「結果残存」変化の結果が続いていることを表します  
中国語と日本語の違いがあります。 

b. a. この問題は私が記入した
のは正しいです。図書館の
電気の状態を表しているの
で、「いています」と記入し
ます。 
b. この問題は私が間違って
記入しました。「ました」と
書いました。 

1 つ目の日本語の使い方は中国語と同じで、「まだ開いているの
か」という意味だと思いますが、 
2 つ目の中国語はそのまま過去形で「消えました」となります。 

② 理解まであと一歩 

c. ― この文が簡単だ。「消した」という状態が続いている。中国語と
だいたい同じだ。＜消した＞ 
a. 已经晚上九点五十了啊。图书馆的灯还开着吗。 
b. 不，已经关了。 

③ 理解が曖昧  

d. a. 状態を表す 
b. 状態を表す 

中国語で「～着」と「～了」を使います。ある状態を表す。
＜分かっているか？＞ 

④ 理解できていない 

e. ― ここは現在進行中の時刻表です。初めは物事の状態を尋ねるこ
とで確定します。話し手の気持ちは疑問です。＜意味不明＞ 

 

表 6 （4）の初回調査と第 2 回授業後の内省の対照 

（4）買い物「移動先」 

学
生 

A：もしもし、陽子さんはいますか。 
B：いいえ。陽子は今、買い物に行っています。 

10.9 第 1 回目 10.16 第 2 回目 

① 理解している 

a. これは用法 5 の完了と思いま
す 

中国語では「すでに行ってしまった」という過去形で、まだ帰
っていないことを表す。 

b. ― 陽子は買い物に行ったから今はいない、と言外に陽子今はまだ
買い物をしているところです。 

② 理解まであと一歩 
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5－4．結果の残存用法の理解定着度 

 「結果の残存」用法の「ている」の調査の狙いは、第 2 回目までの理解が第 3 週目でど

のように定着できているのか、第 3 回目調査の以下の設問項目は[1]の中国語を表現させた

後、[2]で新たな場面で「ている」使用を判断できるか、[3]で日本語話者は「ている」でど

のような事を表現していか、である。分析について、[1]は既に 5－2 で提示したが、次の

[2] [3]について調査結果を提示する。[2]については、次の表 7 を見られたい。第 3 回目の

調査での穴埋めの誤答調査の結果である。調査結果からは、「ている」の未使用が激減して

いる。※は、3 回目調査は項目[2]の、後件の自由作文の要素を入れた穴埋め問題であり、

自由作文の文意によっては、「ている」でも「た」「る」でもよい文を作った学生は正答と

したため、課題を提出した学生の中には、実際には誤答は 1 例しか見られなかった。これ

は、「『ている』を入れた文を作る課題だ」と学生が認識したためであろう。 

表 7 「結果の残存」用法の、2 週間後の穴埋め箇所の誤答調査 

 (1)社長3回目調査 (2)出版3回目調査 (3)b.消える3回目調査 (4)陽子行く 3回目調査 

誤答 計 0 0 ※2 1 0 ※1 

例  ※「宣言した」 ×「閉じました」 ※「今から行きます」 

 次に、[3]学生の「結果の残存」用法の定着を確認する。これまで２回に渡り、結果の残

存用法について「ている」の有無による文意の差を理解、定着させるための内省を行って

きた。3 回目の課題では、その定着について調査を試みた。 

 結果は失敗であり、「ている」の意味の記載を求めたはずが、「ている」を使った文の意

味を答えた学生がおり、指示が徹底せずに正確な調査ができなかった。しかし、有効回答

の中からいくつか調査結果となる例を以下に提示する。 

表 8 2 回目授業後の理解と 3 回目の「ている」の意味記述の対比 

 理解①②③と同じ理解度
か、または理解度が上が
る 

理解④から理解
度が上がる 

第２回の理解よりも理解度
が落ちる・理解できないまま 

（1）社長：20 年後、私 4 2 4 

c. 移動の結果、移動先にいると
いう意味です。 

この文章は、陽子の現在の行動状況を説明しています。彼は以
前に出かけたことがあり、今何かを買っているべきです。＜こ
とがあり？＞ 

④ 理解できていない 

d. 陽子はもうすでに出かけて、
いま移動先にいるだからで
す。彼女の移動の結果を表し
ます。 

日本語の場合は陽子さんがとっても急いでデパートに向かっ
ている様子が伝わてきます。＜行く途中と理解＞ 
中国語の場合は気軽にこの事実を伝わっているだけの感じで
す。 
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は社長になっているだ
ろうから、 

（2）出版：山田さんは
２年前に、論文を出版
している 

3 0 5 

（3）電気：図書館の電
気もう b．消えている 

5 0 3 

（4）買い物：陽子は今
買い物に行っています 

3 0 7 

 結果は表 8 の通りである。（1）社長「未来の完了結果状態」、（2）出版「経験記録」、（3b）

電気「結果の残存」、（4）買い物「移動先」の理解度の保持または上昇例と下降例が表 9 で

ある。右側 2 つの「ている」の理解度が下降、誤理解横ばいの学生を見る。 

 

表 9 学生の理解度の 2 回目から 3 回目調査の間の推移記述例 

用法 1 回目理解から 2 回目
理解が 
    か 
の学生の 2 回目記述例 

3 回目理解 「てい
る」の有無別の各文
の意味 
1．「ている」有文 
2．「た」「る」形文 

1 回目理解から 2 回
目理解が 
    か 
の学生の 
の 2 回目記述例 

3 回目理解「てい
る」の有無別の各
文の意味 
1．「ている」有文 
2．「た」「る」形文 

（1）社長 
「未来の
完了結果
状態」 
 

この文は、「20 年後」の
時点での「私はすでに
社長です」という状態
を表している。将来の
イベントの状態の説明
を表す。 

1．将来の状態の推測 
 
 
2．将来の結果の推測 

推測する心理を表
す。二十年後には社
長になるはずであ
る。 

1．一種の推測を表
わす 
 
2．一種の推測を表
わす 

（2）出版 
「経験記
録」 

2 年前のことは過去の
ことなので、中国語は
過去の「出版した」をそ
のまま使って、現在へ
の影響を考えない。 

1．過去の出来事を現
在と関連づけて表現
する。 
2．過去にあったこと
を話しているだけと
思う。 

話し手が単純に履歴
書を見ています。 

1．まだ出版されて
ないという状態で
ある。 
2．出版しました、
完成でしたという
状態である。 

（3）b.電
気 
「消えた
結果の残
存」 

話し手が図書館の電気
の状態を伝える。 

1．消えた後、暗い状
態でいる。その状態
を続いていることを
表現している。 
2．電気が消えたこと
を表す。 
中国語では、同じ。 

最初ているは進行中
の意味である。2 つ目
は「完了」という意味
である。 

1．消えるの状態が
つづけていること
を示す。 
 
2．消灯の状態は終
わります 

（4）買い
物 
「 移 動
先」 

移動の結果を表す。中
国語で「了」という意味
がある。「すでに行って
しまった」という過去
形で、まだ帰っていな
いことを表す。 

1．移動の結果、移動
先にいるという意味 
 
2．陽子がいないこと
を示す。もう買い物
に出かけた。 

日本語の場合は陽子
さんがとっても急い
でデパートに向かっ
ている様子が伝わっ
てくる。 
中国語の場合は気軽
にこの事実を伝わっ
ているだけの感じで
ある。 

1．出発の状態が続
く。 
 
2．もう出発しまし
た。 
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 用法（1）で理解できていない学生の記述は 2 回目は「はず」と確信が弱く、3 回目で「て

いる」と「る」形の意味の区別が無い。用法（2）で理解できていない学生の記述は、場面

理解で誤解がある。3 回目での記述は、「た」形の意味は正しく捉えられているが、「てい

る」が理解できていない。用法（3）では、2 回目の調査で「ている」を 1．で「進行」と

捉え、2．で「た」を完了とし、2 は正しい。一方で、3 回目の記述では 1．を「状態」と表

現しているが、2．で消灯の「状態」と記しており、状態の意味が不明である。学生の 3 回

目の記述では、「状態」と記せば正解だ、と思っている傾向が全体として読み取れる。また、

可能性として、学生の中には、動詞の区別がわかっておらず、「消えたままの状態」という

時間の幅を「進行」と表現している事も考えられる。用法（4）の理解できていない学生は、

2 回目で、目的地に向かって「進行」していると答えている。3 回目の 1．の「ている」に

ついて「出発の状態が続く」という表現から読み取れるのは、出発した後の状態であり、

やはり到達点に移動した陽子がそのままいるという事が理解できていないと思われる。 

 以上のように、日本語の「結果の残存」用法の「ている」は導入時に理解が難しく、さ

らに定着も簡単ではないことがわかった。これは、なぜであろうか。 

 

６．考察 

 調査結果は、リサーチクエスチョン〈1〉について「結果の残存」用法の「ている」は、

「ている」の用法の中でも理解しにくい用法だと言えることがわかった。 

〈2〉「結果の残存」用法の「ている」は、中国語に訳してどのように表現されるか。日本語

の「結果の残存」用法の「ている」の意味を表わす、固定した中国語の表現形式はあるか。 

 基本的には、アスペクト表現は中国語で一定の決まった表現形式がある。本調査の中で、

「電気が点いている」は、中国語では「ている」を「着」で表わし、これは中国語と大体

同じだと答えている学生もいた。つまり、井上（2019）の示す文法形式を使えば、中国語

で日本語の「ている」を表現することができる場面がある。しかし学生の記述から、「結果

の残存」用法の「ている」については、その「ている」があってもなくても中国語では同

じ表現が可能であり、それは「ている」を使わず「た」「る」と表現する原因となるだろう。

しかし日本語からみれば、中国語では表わしきれない「ている」の意味―話者による事態

結果後の継続的状況の認識―があると言える。 

 この点で、日本語の「ている」を表わす表現が無くてもよい中国語では、庵（2019）が

考えたように、場面文脈状況と表現された中国語から「ている」のニュアンスが得られれ

ば、文法として必要性はないということになる。そして、学生が内省で記述しているよう

に、中国語では「結果の残存」用法の「ている」のように考えないという。 
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〈3〉学習者が「ている」の「結果の残存」用法をどのように理解していくか、定着は容易か。 

 調査結果は、やはり本調査対象の中国語母語話者にとって、この用法の意味の定着は難し

いという結果になった。そもそも 3 回目でもまだ理解がきちんとできていない学生もいる。 

 これらの記載から、中国語の事態の捉え方は日本語母語話者の事態の捉え方とは違う部

分があると言えるだろう。そのため、同じ 1 つの事態でもどこに注目して表現化している

のかで、その言語の表現、または文法が異なるということである。 

 工藤（1995）の言う「ている」が表わす基本的な意味「継続」は、時間的幅を持つその

間の状態である。異なる言語は異なる事態把握を反映する。日本語の「結果の残存」用法

の「ている」が本調査の中国語を母語とする日本語学習者にとって習得しにくい表現であ

る理由は、工藤の継続、つまり何かの事態の後の状態の継続を話者が捉えるか、中国語の

様に変化時点に注目するかという事態把握の差異によるからだと考えられる。そのため、

「結果の残存」用法が苦手な学習者は、母語では意識して表現しない事態の捉え方を学習

目標言語では意識化し、そしてその捉え方を表わす目標言語での表現形式を、母語では特

に表現化しないのにもかかわらず、直面した場面で思い起こして表現する事は、やはり難

しいと言えるだろう。この点で、改めて留学という環境の大切さが感じられるのである。 

謝辞 本研究では、筆者が 2020 年秋学期に文法の授業を担当した天津師範大学国際教育

交流学院の 3 学年の学生達のまじめな取り組みに感謝する。課題提出内容を基に、映像無

しの Wechat による授業の中、理解の度合いを知ることができ、次の授業に活かすことが

できた。また、本稿の中国語の意味やニュアンスについて、中国語のネイティブチェック

と筆者へのアドバイスを、天津外国語大学を卒業され、中国語教師であり日本語が堪能な

马翎菲さんにして頂いた。心からお礼申し上げたい。 

注 

i コンセクティブディグリー（接続学位）プログラム：（以下「CD プログラム」とする）

三重大学は天津師範大学との協定に基づき、2009 年 4 月から受け入れてきたダブルディグ

リープログラムの後継としてコンセクティブディグリープログラム（接続学位制度）を

2019 年 4 月から実施。天津師範大学の国際教育交流学部の 3 年生の学生およそ 20 名が、

1 年間三重大学に留学した後帰国して卒業し、さらに優秀な学生については一般入試を受

け、合格者は三重大学大学院に 10 月または翌年 4 月に進学するというプログラムである。

天津師範大学での日本語準備教育のため、本学から教員を派遣している。（2022 年三重大
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学学生便覧 p.85 より） 

ii 「効力持続」について庵（2001）は工藤の＜パーフェクト＞の「効力」は「全ての例に

はあてはまらない」とし、＜パーフェクト＞ではなく、「効力持続」「記録」「完了」という

3 つの分類を立てている。本調査の対象は中国語母語話者であり、中国語では事態の捉え

方は動作しているか、変化が起こる点かを意識するということである（井上 2019）。その

ため、事態の変化は事態前と事態後の境界として捉えられ、事態 1 が完了しその時点で事

態 2 に変化するため、完了という認識は定着していると思われる。本稿ではそのため、「結

果の残存」と「完了」とに分けたいと考える。 

iii 会話で既習のため、「知っている－知らない」は省く。なるべく用法をまとめ直して減

らそうと努めた。課題プリントでは、「結果の残存」用法について完了との区別を考えさせ

るため、補足用例として、「20 年後、私は社長になっているだろう」という用法を入れて

みた。これは調査対象者が来年留学予定であり、日本での生活状況を想定して発話する場

面を考えた事と、西坂（2016）等で学習者が苦手だと指摘しているからである。この「非

現実の事態の完了結果の状態」の用法には「結果の残存」用法の考え方があり、混乱を避

けるため初回の提出課題からは「完了」を外した。 

iv 第 1 回授業時とその課題、第 2 回課題では「反事実」用法を提示したが、第 2 課題提出

時においても、この用法の意味を理解したのが 2 名であった。本調査対照者にとっては派

生的意味であるこの用法を追うことよりも、基本的な意味を理解することが大切だと考え 

今回の調査報告から外すことにした。 

v 中国語調査の反省点として、教師の与えた日本語文がそもそも中国人の表現の仕方と異

なる事に配慮が無かった事が挙げられる。学生がその時点で自然な表現を失う。例えば、

図書館の電気が点いているという表現は、状況は同じでも中国語では表現する動詞が異な

る。そうすると、調査の目的が正確に得られない。 
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１．はじめに

第一、三、四、五の著者らは、三重大学東紀州サテライト東紀州教育学舎（以降、「東

紀州サテライト」と呼ぶ）の教員である。東紀州サテライトは、三重県南部地域の教育を

支援する目的で、「国立大学法人機能強化促進費」の助成を受けて2016年に三重大学東紀

州サテライトが設置され、2017年9月より著者らによる教育支援活動が始まった。三重

県南部地域は、広大な地域（東京都の半分程度の面積）で、豊かな自然に恵まれている一

方で、林業や漁業などの主要産業の衰退により深刻な過疎化が進んでいる。最寄りの高等

教育機関の三重大学（三重県津市）や、都市（例：名古屋、大阪等）には、特急や自動車

道を利用しても片道3時間以上かかる。

この地域の小中学校46校のうち、25校が「へき地・複式・小規模校」とされ（全国へ
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〈Abstract〉

Thisisareportoninternationalexchangelessonsconductedbetweenschoolsin

Owase,MieandaschoolinTaiwan.In2019,MieUniversityHigashikishuSatellite

Campus（HSC）where4oftheauthorsbelongto,andOwaseBoardofEducation

startedtocooperatetopromoteEnglisheducationinKataElementaryandWauchi

JunorHighSchools,inresponsetolocalpeople'srequesttoraisechildrenwhocould

beactivecitizensinbothlocalandglobalcommunities.Wedesignedthe・nine-year

curriculum・inwhichEnglishwastaughtfor6yearsinKataand3yearsinWauchi.

Afterconductingthecurriculumfor2years,theteachersinKatarequestedusto

arrangeinternationalexchangelessonswithaschoolabroad.Theyhopedfortheir

studentstoexperiencetogetacrossmeaninginEnglish.XingdaElementarySchool

inTaiwanwasintroducedandwesupported2lessonsin2021.In2022,alessonwas

carriedoutbetweenWauchiandXinda.Basedonthequestionnaire,6outof9

studentsfelt・IcouldgetacrossmeaninginEnglish.・Tohaveallstudentsfeeltoget

acrossmeaning,wewillsupportthenextexchangelessonscheduledinJanuary,2023.
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き地教育研究連盟,n.d.）、これらの多くの学校は交通条件および自然的・経済的・文化的

諸条件に恵まれない山間地等のへき地に所在しているため、多くの困難な条件を背負って

いる（文部科学省,n.d.）。

三重県南部地域の5市町の1つである尾鷲市には複数の小規模校があるが、令和元年に

三木小学校、三木里小学校の2校が、賀田小学校に統合された。統合に際して、地域住民

の要望は「グローバル（世界）でも、ローカル（地元）でも活躍できるグローカル人材の

育成」であった。そこで、尾鷲市教育委員会が東紀州サテライトに、グローカル人材の基

盤である英語教育についての共同研究を依頼してきた。そこで、東紀州サテライトは地域

の要望を反映する形で様々な教育活動に取り組むことになった。

２．国際交流支援のきっかけ

英語力を付けた「グローカル人材の育成」の基盤としたのが「9年間カリキュラム」で

ある。これは、賀田小学校の6年間、そして賀田小学校の多くの児童が進学する輪内中学

校の3年間の9年間を通して、英語力を身に着けるための様々な学習活動に児童・生徒が

取り組むものである。東紀州サテライトでは、令和元年度から3年間にわたり、賀田小学

校及び輪内中学校の教員と協力して、PDCAサイクルに基づいて、学習活動の計画・実

践支援（出前授業及び教員研修）・評価・改善を行ってきた。

共同研究3年目の令和3年度の4月に、賀田小学校教員と打ち合わせをした際に、「子

どもたちに『英語が通じた！』という体験をさせたい」という要望があった。そして、そ

の具体的な方法として、賀田小学校6年生と海外の小学校との国際交流授業が提案された。

尾鷲市においても、令和2年度に小学校高学年で外国語（英語）が教科化され、GIGA

スクール構想で「一人1台パソコン」が学校に順次導入され、Wi-Fiを含めたICT環境

が整備された。こうした環境を考慮して国際交流は可能であると判断し、要望に応える形

で国際交流を支援することとした。

３．国際交流の交流校探し

国際交流の交流校について、賀田小学校からは2つの提案がされた。1つ目は、尾鷲市

のフィリピン出身のALTに、フィリピンの小学校を探してもらう。2つ目は、第一著者

が留学していたアメリカで、小学校を探すことである。この2つの方法での交流校探しは

厳しいと考えた。

フィリピンは時差が1時間（日本よりフィリピンが1時間進んでいる）であるため、リ

アルタイムの交流は可能である。しかし、英語が公用語の1つであるフィリピンの小学生
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は、日本の小学生より高い英語力があると考えられた。発達段階は同じでも英語力が違い

すぎると、双方にとって負担になると考えられた。また、アメリカの小学校との交流は、

16時間の時差（日本よりアメリカのアリゾナは16時間遅れている）であるため、リアル

タイムでの交流は不可能であり、英語が母語の小学生との交流はさらに負担が大きいと考

えられた。

第一著者は10年以上の留学経験がある。留学中は、東・東南アジアの留学生との交流

において、文化的に似た共通項（例：ドラえもんを見て育った、年功序列等）があり、正

確でない英語でも気負いすることなく、楽しく交流できた。そこで、韓国や台湾の小学校

との交流を提案し、交流校を探すことになった。

第一著者は、台湾の研究をしている第二著者に交流校探しの相談をして、三重県観光局

海外誘客課の安藤さんを紹介してもらった。台湾に駐在経験がある安藤さんには交流校探

しについて様々な支援をしていただいた。まず、交流校探しの募集をかけるために、賀田

小学校の紹介と、交流先に求める条件を記載したチラシを作成することについての助言で

あった。賀田小学校（海沿いの小規模校）の紹介文は容易に作成できた。条件については

「交流してくれるならどこでもいい」という漠然とした条件では、無数の応募があること

などが危惧され、具体的な条件を付けること等を助言していただいた。

そこで、以下の3つの条件を挙げた。1つ目は、児童の年齢である。賀田小学校では6

年生が交流を希望しているため、条件として11～12歳の児童とした。2つ目は、児童数

である。賀田小学校の6年生は11名であるため、同程度の児童数の学級とした。3つ目

は、交流には様々なやり取りが必要であるため、英語でのやり取りができる教員がいる学

校とした。こうして完成したチラシは、三重県職員の山際さんが出向している日本台湾交

流協会高雄事務所を通して、高雄市の教育委員会にあたる高雄市政府教育局に持ち込まれ

た。そして、交流を希望してきたのが高雄市にある興達国小学（以降、「興達小学校」と

呼ぶ）である。山際さんには、日本台湾交流協会高雄事務所の台湾人スタッフとともに興

達小学校を訪問し、海沿いにあるICTの活用した教育に力を入れている素晴らしい学校

であることを確認していただいた。

４．令和３年度の交流

４．１ 準備

第一著者は、興達小学校教頭である李主任と、英語科担当のEvelyn（エブリン）先生

とメールでやり取りをし、令和3年度に2回の交流をすることになった。交流は、リアル

タイムでオンライン会議システムGoogleMeetを使って行うため、インターネット接続
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や交流内容の打ち合わせをするために、秋にオンライン打合せをすることとなった。打合

せ参加者は、賀田小学校からは著者らや賀田小学校の教員、興達小学校からは李主任と

Evelyn先生、そして、日本台湾交流協会の山際さんと台湾人スタッフであった。

この打合せでは、賀田小学校の既存のICT機器等を使って行われた。児童用タブレッ

トをWi-Fi（無線）でインターネットにつないだが、台湾とのやり取りに数秒のタイムラ

グがあり、さらに音声が途切れるた

めにやり取りの内容が理解できず、

ICT環境の調整が必要であること

が分かった。

そこで、尾鷲市と紀北町の小中学校の教育支援のための機関である紀北教育研究所にお

願いして、ICTを活用した教育について研究をしていた三鬼先生に支援を依頼した。三鬼

先生のアドバイスは、スペックの高い教員用パソコンをLANケーブル（25メートルの

「有線）でモデムに直接つなぐことでタイムラグの解消をし、パソコン内蔵のマイクではな

く高性能なスピーカーフォン（東紀州サテライトから貸し出し）を使用することで音声を

改善するものであった（図2）。タイムラグや音声はかなり改善されたが、英語を母語とし

ない2者間の交流において「ベスト」

な状況ではなかった。しかし、イン

ターネット環境の脆弱な尾鷲市でで

きる対策はすべて講じた形である。

４．２ 第一回交流

2回のオンライン会議のあと、賀田小学校と興達小

学校の児童の交流授業が12月に行われた（表1）。ク

リスマス前ということもあり、クリスマスの歌（・Oh,

ChristmasTree・）の1番を興達小学校、2番を興達

小学校の児童がそれぞれ英語で歌った。タイムラグが

あるため、合唱はできなかった。次に、第一著者がゲー

ム1を、Evelyn先生がゲーム2を担当し、児童たち

がゲームに参加した。最後に、興達小学校の児童が「涙そうそう」を日本語で歌い、賀田

小学校が映画「となりのトトロ」の「さんぽ」を歌った。

交流後、児童に感想を聞いたところ、「1回も英語を話す機会がなかった」という児童

がいたことが分かった。これは、児童数11の賀田小学校だけでなく、児童数26の、興達

小学校でも同じ状況であることが推測された。そこで、第2回交流では児童全員の英語を
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図1：第1回オンライン会議の接続の様子（賀田小学校）

図2：第2回オンライン会議の接続の様子（賀田小学校）

内 容

1 クリスマスの歌

2 ゲーム1（〇×ゲーム）

3 ゲーム2（Whoam I?）

4 歌（興達小学校）

5 歌（賀田小学校）

表1：第一回（12月）の交流内容



話す機会がある交流内容にすることにした。

４．３ 第二回交流

第2回交流は、1月中旬に行われた。これは、興達小学校が旧正月（1月下旬）の休み

に入る前のタイミングであった。交流内容は、各校の児童がグループに分かれて、わが町

紹介をすることであった。賀田小学校の児童は2～3人で1グループとなり、尾鷲の食べ

物（例：六方焼、からすみ等）や熊野古道について、紙芝居形式で紹介した。興達小学校

の児童は、グループごとにパワーポイントで動画を作成し、わが町紹介をした。グループ

発表後に質問タイムが設けられ、「六方焼は五角形なのに、どうして六方焼と呼ぶのか？」

等の質問が交わされ、第一著者やEvelyn先生の通訳を介して、やりとりをした。

交流後、児童に感想を聞いたところ、「発表内容を暗記するのがしんどかった」という

感想が多かった。日本の小学生の英語力では、簡単なゲームはできても、自分の考えや気

持ちを伝えることは負担であることが分かった。また、賀田小学校教員にとっても負担が

大きく「来年度以降、国際交流授業を続けない方針である」ことが、東紀州サテライトに

申し入れられた。こうした形で、東紀州サテライトと尾鷲市教育委員会の3年間に渡る共

同研究も終了した。

５．令和4年度の交流

令和4年度になり、賀田小学校のほとんどの児童が進学する輪内中学校から「交流授業

を引き継ぎたいので支援して欲しい」という依頼が、東紀州サテライトに寄せられた。東

紀州サテライトと尾鷲市教育委員会との共同研究は終了していたが、東紀州サテライトの

地域貢献活動の一環として、国際交流授業を支援することとなった。昨年度は「発表内容

を暗記するのがしんどかった」という児童の感想があったので、今年度は「自分の考えや

気持ちをやりとりすることができる英語力」をつけた輪内中学校2年生と、興達小学校6

年生が交流することになった。台湾では、「バイリンガル国家」を目指して早期英語教育

に力を入れており、公立小学校では1年生から英語教育が行われている。中学2年生と小

学6年生では発達段階は異なるが、英語力という点では近いことが推測され、負担が少な

く交流ができることが考えられた。

また、輪内中学校では、国際交流授業に複数の教科で取り組む体制をとった。英語の発

表内容は英語科、スライド作成は技術科、台湾についての事前学習は社会科で取り組むこ

とになった。社会科の取り組み「台湾について」は、第二著者が輪内中学校で出前授業を

実施した。

三重大学東紀州教育学舎による国際交流支援－三重県のへき地の子どもたちに「英語が通じた！」体験を－

―91―



６．「台湾について」出前授業

６．１ 授業概要

本授業は、2022年10月19日（水）13：00～13：45（45分間）に尾鷲市立輪内中学内

で実施した。参加したのは、生徒9人、輪内中学教員3人、三重大学教員4人（授業者を

含む）である。授業では、パワーポイントのスライド、関連するウェブサイト、絵本、動

画を資料として用いた。授業の流れと内容は次の表2の通りである。

６．２ 授業のねらい

授業者の専門は日本語教育である。今回の授業は、2013年から新型コロナウイルス発

生以前の2019年まで、台湾で調査を行ってきたことから、担当することになった。しか

し、日本語を母語としない中高校生に第二言語として日本語を教えることはあっても、日

本人生徒を対象に授業をした経験はなかったため、事前に東紀州の教員から助言を受けた。

中学生の普段の様子や彼らの興味・関心について情報を得る中で、最も重要なのは、中学

生に台湾を身近に感じてもらうことであることが明確になった。言語習得という視点に立

てば、英語教育と日本語教育に共通するのは、「相手とコミュニケーションしたい」とい

う相互理解への動機づけ、生徒の発達段階に応じて楽しさや達成感を体験することができ

るような意味のあるやりとりが生まれる仕掛け作りが重要だという点である。これらを踏

まえ、次の2点に留意し授業を組み立てた。

第一点は、台湾の小学校との交流が円滑になるよう、生徒が英語でコミュニケーション

していたいという動機付けにつなげることができるよう、身近な話題を主に取り上げ、授

業者が2019年の時点で撮影した、街の様子、現地の小学校の構内および給食風景を見せ

ることにした。また、一方向で単調な講義にならないよう、生徒に質問したり意見を求め

たりしながら双方向性のあるやりとりを行いながら進めることにした。
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1 ウォームアップ 日本から台湾までの距離、尾鷲市からの所要時間、台湾の気候・

当日の天気予報、クイズ（2問）

2 台湾の基本情報 概要（名称、面積、人口、人口構成）、2019年の訪日外国人数の

データ、ウェブサイト「キッズ外務省」「外務省」閲覧

3 日本と台湾の関

係

台湾の多言語社会と歴史的背景、台湾で取り上げられた日本に関

する最新ニュースの紹介

4 台湾の言語・文

化・習慣等

春節（1月1日）・端午節（5月5日）・中秋節（8月15日）、

絵本『123到台湾』の紹介、街並み（台北・台南・高雄の各都市、

菜市場、廟、教会、原住民施設）や食べ物（朝食、軽食、夜市、

タピオカ）の写真、台湾新幹線、映画、小説、台湾の英語教育

表2：授業の流れおよび内容



第二点は、中学2年生という年齢を考え、交流先の台湾における英語教育についても取

り上げることにし、日本との歴史的なつながりについても触れることにした。現在、日本

と台湾の関係は良好ではあるが、歴史的には複雑な背景がある。中学2年生であれば、既

にニュース等で台湾について見聞きしたことがある生徒がいることが予想されたが、先入

観、ステレオタイプ的なイメージに偏ることなく、交流が良好な雰囲気で楽しく進められ、

それぞれが多角的かつ客観的に活動を捉えられるよう留意した。

６．３ 授業内容および流れ

授業の冒頭では、ウォームアップとして、尾鷲市から飛行機で台北まで行く際にかかる

時間、台湾の気候について取り上げた。外部のウェブサイトを利用し、当日の天気・気温

を紹介した。東紀州の教員の助言により、映画『千と千尋の神隠し』を手がかりに話を広

げ、クイズを2問出した。1つ目は、「肉圓（バーワン）」の写真を見せ、どのような食べ

物か想像してもらった。「肉圓」は、主人公・千尋の両親が映画冒頭で口にした、丸くて

弾力のある食べ物に似ているのではないかという意見がインターネット上で散見される、

サツマイモのデンプンの生地の中に、豚肉や椎茸などの具材を入れて蒸す等の調理法で作

られる伝統的な料理である。2つ目の質問では、千と千尋の神隠しの舞台に似ていると囁

かれる九�の写真を見せた後、「『九�』はあるが『十�』もあるか」尋ねた。十�は実

際に存在しており、十�がある新北市は三重県と観光協定を結んでいる。クイズの答えと

ともに、「平溪国際天燈（ランタン）祭り」では、三重県のランタンを空に飛ばすなどし

ていること、三重県の松阪商業高校と新北市立三重高級商工職業学校が姉妹校になってい

ることも紹介した。クイズでは生徒から自由に意見が出されたことから、リラックスして

授業に入ることができたように見受けられた。

次に、台湾の基本情報として、名称、面積、人口、時差、人口構成を示し、台湾が日本

を近い存在だと捉えていることを表す資料として、2019年の訪日外国人数のデータを用

いて、中国、韓国に次いで3番目に訪日人数が多いこと、また、訪日率（総人口からみる

年間訪日客数の割合）として、台湾の人口約2300万人に対し、20．7％であることを示し

た。また、中学生にとってより身近に調べ学習ができる「キッズ外務省」のホームページ

を検索した。「キッズ外務省」内に台湾の記述はないため「外務省」のホームページに移

動し、「日台関係」の「基本的枠組み（「台湾との関係は1972年の日中共同声明にあると

おりであり、非政府間の実務関係として維持されている。」）を確認し、同ホームページ内

の「基礎データ」を全員で閲覧した。そして、日本と台湾の関係について、現在も日常的

に使われている台湾に残存する日本語の有無に関するクイズを行った（図 3）。さらに、

台湾の英語教育の背景にあると思われる、多言語社会、歴史的変遷、日本との関わりにつ
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いて、日本統治時代の建物やかつて日本語教育を受けた、いわゆる「日本語世代」と呼ば

れる方の写真を見せながら簡単に紹介した。また、同月10日に京都橘高校吹奏楽部が台

湾で演奏を行ったニュースが話題になっていることに触れた。

最後に、台湾の文化や習慣を紹介した。台湾の行事に関するクイズを行った後、絵本

『123到台湾』を用いたり、授業者が実際に撮影した街並み、食べ物の写真を見せたりし

て説明した。また、出前授業前に読書をしている生徒がおり、読書に興味がある様子であっ

たことから、日本と台湾に関連する映画や小説を紹介した。そして、台湾の小学校の校内

の様子および給食を見せた後、台湾の小学校で英語教育がどのように行われているかを小

学校1年生の英語の教科書を見せながら説明した。

６．４ まとめと今後の課題

英語での交流を終えた生徒および教員各3人に、出前授業について、10分程度でイン

タビューを行った。以下にインタビューの回答を示す。なお、音声はそのまま文字化し、

漢字仮名交じりで表記した。丸括弧内は筆者による補足である。
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図3：出前授業の一部スライド



生徒3人（以下、A、B、C）には、①出前授業を通して、思ったこと、感じたこと、

②受けてよかったこと・よくなかったこと、もっと取り上げてほしかったことを聞いた。

①について、生徒Aは、「そもそも台湾についてのことを、歴史とかそういうことも含め

て全然知らなかったので（中略）文化とかそういうのも学べた」「日本で普通に使っとっ

たことばが台湾でも使われている」ことが印象に残ったと述べた。生徒Bは、「日本から

近いのにも関わらず（中略）交流があるとか印象があまりなくて、私もなかなかその台湾

のことについて知っていることは少なかった」「日本語の言葉が使われているとか、日本

の家屋が、台湾に日本風のがあしらわれてるとか、そういう日本とのつながりっていうの

が感じられて、その日本の距離は案外今でも近いんだと思って。昔の争いとかを超えて、

今つながりがあるのが知れてそれは嬉しかったです。」と語った。また、学ぶ前と比べ

「今だったら私も一回台湾行ってみたいなと思います」と述べ、授業で紹介した食べ物を

食べてみたいと希望を述べた。生徒CもA、B同様に「（授業前は）私の台湾の印象があ

んまりなくて」と述べたが、「（授業で台湾の）話を聞いてるとなんか案外日本と似てい

るところもたくさん出てきて、こう、映画とかも日本の場所で撮ったり台湾の場所で撮っ

たりとか、台湾をモチーフにしているのを知って、思ってたより近い、近しい国なんだなっ

て思って」と話した後、「でも、日本では全然見たことがない食べ物があったりとかして、

その独自の文化っていうのは、そこは違うんですけど、ある意味日本の独自の文化があっ

て台湾も独自の文化があるっていう」ことについて「面白いなって思いました」と話した

ことから、それぞれの共通点と相違点への気づきを得たことが窺われた。②について、生

徒Aは、「自分たちは台湾、親しい関係とかいうのは知らなかったけど、でも台湾の人か

ら見たら日本に来る人とかもたくさんいるし、その日本人、有難いっていうか、なんて言

うか親近感？持ってくれてるっていうのを知って」心理的抵抗感が薄れたと述べた。生徒

Bは「向こうの（台湾の）ことを知ってると知らないのでは、実際接してみたときの印象

もやっぱり違いますし（中略）向こうのことを知らないと、こっちもどう接していいのか

分からないので、その点ではやっぱり事前に学んでおけたのはよかったなと思（います）」

と述べた。生徒Cは「思ってたより台湾の人たちが私たち日本人に好印象を持ってくれ

てて、そこが驚いて（中略）あんまりなんか日本好きじゃないやろうなって思ってたんで。

で、そこでも私があんまりいい印象を抱いていないっていうのに気づいて、こう話を聞い

ていくうちに、あの、どんどんなんか、えじゃあこれはどうなんだろうっていう、なんか

話をしてみたい気持ちが生まれて、次のきっかけにつながるような話になったかなと思い

ました」と述べた。

教員3人（以下、D、E、F）には「出前授業が生徒にとってどのようなものだったか」
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を尋ねた。Dは、「尾鷲の子どもたちは、海外の子どもたち、今回台湾と交流させてもらっ

た、お話聞かせてもらったりとかもとっても新鮮で、子どもたちは全然遠いものだったの

がとても身近に感じることができたと思います」と述べた。また、出前授業の後に交流し

たことについては「すごく安心感があった。中学生にとって。やっぱこう、海外の人って

いうのはなんか別世界の人（みたいな見方）が（あったが）、なんかすごい身近に、あのー

交流する前にお話を聞いてあの子たちの壁が取れたかなって気がしました。」「遠い台湾が

すごい身近に感じられた。」と話した。Eは「今から学ぶ、交流する台湾について事前に

お話をしていただけたっていうことは非常に本番の交流に向けてもよい学習という風になっ

たと思います。特に自分たちの知っているアニメーションであるとか、映画のそういった

ところからも台湾についての話も聞けたし、とても身近に感じられた、興味を持てる、そ

んな学習にしていただけたかなって思います。より効果的な学習につながったかなと思い

ます。」と振り返った。Fは「子どもにとってよかったのはせっかく交流するなら（相手

のことを）分かったこと、ちょっとでも知れたこと」「実際（現地の台湾に渡航したこと

がある授業者のような）知っとる人に（台湾の話を）聞けたことがよかった」と答えた。

以上、生徒へのインタビューからは、もともと台湾のことへの興味・関心が薄く、また

台湾から日本へ向けられるまなざしがネガティブなものであるのではないかという印象を

持っていたことから、若干の緊張があったことが窺えたが、出前授業により、そうした点

ばかりではないことにも気づくことで、英語で交流し、コミュニケーションすることへの

動機づけにつなげることができたものと思われる。また、教員のインタビューからも「遠

い台湾が身近に感じられた」ことが学習への効果に寄与したのではないかという見方が共

通して述べられた。交流への「壁が取れた」という教員Dの発言は非常に示唆的であった。

出前授業は当初のねらいを達成したものと思われ、英語での交流に向けた事前学習とし

てなんらかの貢献ができたものと考えられる。しかし、課題もある。授業の時間配分と話

題については精査する必要があった。授業時間に対して準備した話題が多く、質問を投げ

かけるなど、やりとりしながら進めたものの、生徒の理解を確認する時間が十分ではなかっ

た。当初短く紹介する予定だった「日本と台湾の関係」については、予想よりも生徒の反

応が得られなかったこともあり、話が冗長になってしまった。授業後に理解が難しいといっ

た表情を見せていた生徒に感想を尋ねたところ、「午後からの授業でちょうど眠くなる時

間帯で取り上げられる話題としては難しいものだった。興味はあったが午前中にやってほ

しかった」といった声が聞かれた。今後、出前授業の機会があるならば、事前に生徒の状

況、様子をより明確に把握しておくこと、また当日の生徒の理解度等に応じて、柔軟に授

業が進められるような準備が必要だと思われる。
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７．第一回交流

昨年度の交流の経験があるので、今年度はメールで交流内容を確認し、念のためにイン

ターネット接続を確認するためにオンライン打合せをした。打合せには、輪内中学校から

は著者らや輪内中学校の教員が参加し、興達小学校からは李主任とEvelyn先生、そして、

日本台湾交流協会の山際さんと台湾人スタッフが参加して行われた。さらに、紀州教育支

援事務所でICTを活用した教育を研究されている田上先生と、小学校英語を研究されて

いる西川先生にも支援いただいた。田上先生と西川先生は、数年前まで賀田小学校の教員

だったため、輪内中学校2年の生徒にとっては「教えてもらった先生」になる。

今回の交流では、最初に興達小学校がシューベルト

の「鱒」を中国語で歌った。次に、各校の3グループ

が「朝食」について発表した。「朝食」は親しみやす

いトピックであったようで、両校の児童が頷いたり、

歓声を上げたりしている様子が見られた。次に、

・SimonSays・ゲームをした。これは、司会者が言っ

た物（例：鉛筆3本、消しゴム2個等）を探して持っ

てくるものであった。最後に、台湾の街がモデルとされた映画「千と千尋の神隠し」のテー

マソングである「いつも何度でも」を輪内中学校の生徒が歌って、第一回交流授業が終了

した。輪内中学校は生徒数9なので、全員が英語で話す機会があった。

８．アンケート調査

交流後に、生徒アンケートが実施された。輪内中学校では、教育にかかわる生徒アンケー

トの実施や写真撮影等は、年度の初めに全保護者の了承を得ており、校長判断で実施でき

ることになっている。生徒9名からの回答を紹介する。

８．１ 質問① 「英語が通じた！」と感じる瞬間があった。

台湾との国際交流の目的は、「『英語が通じた！』体験をさせたい」という賀田小学校
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内 容

1 歌（興達小学校）

2 朝食紹介

3 ゲーム（SimonSays）

4 歌（輪内中学校）

表2：第一回（10月）の交流内容

画像1：朝食紹介 画像2：ゲームの様子 画像3：歌（輪内中学校）



教員の思いで始まった。輪内中学校教員も同じ思いであった。9人中6人が「英語が通じ

た！」と感じており、以下の感想を寄せている。

８．２ 質問② 「相手の英語がすごい」と感じることがあった。

輪内中学校の生徒にすれば、相手は2歳年下の小学校6年生であるが、彼らは小学校1

年生から英語教育を受けている。輪内中学校の生徒9人中8人が、「相手の英語がすごい」

と感じており、以下の感想を寄せている。

８．３ 質問③ 国際交流は自分たちにとって意義のあることと思う。

賀田小学校・輪内中学校教員の思い出始まった交流であるが、輪内中学校2年生全員が

国際交流は自分たちにとって意義のあることと捉えていることが明らかとなった。生徒か

らは以下の意見が寄せられている。
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図4：質問①英語が通じた

感想①「英語の発表をしたら、首をふったりしてもら

えた」

感想②「ゲームのとき、自分が英語で言った筆記用具

を個数分もってきてくれたとき。」

感想③「映画（千と千尋の神隠し）のことをしってい

るかたずねたとき、うなずいてくれている子が

いました。」

図5：質問②相手の英語がすごい

感想① プレゼン！です。英語力がすごいなあとおも

いました。

感想② ほんとうに6年生なのかと思った。

感想③ 英語で話すことを当たり前のようにしていて、

私たちと比べて積極性があったのですごいと感

じました。

図6：質問③交流には意義がある

感想① 自分の英語のレベルが分かった。

感想② 英語はどこでも通じるんだと思った。

感想③ 自分の英語にはあまり自信がなかったですが、

伝わるという体験ができたことが良かったです。

感想④ 英語は習うけど、実際にはなすことは少ない

から。台湾についての知識は少なかったから。



８．４ 質問④後輩に体験してもらいたいか

今回の交流を通して、後輩に体験してもらいたいと考えているか質問した。質問③と同

様、生徒全員が「はい」と答え、以下のコメントを寄せている。

９．終わりに

本研究では、東紀州サテライトの尾鷲市立賀田小学校・輪内中学校における国際交流支

援を報告した。令和元年度に、地域住民の「グローカル人材の育成を」の要望に応えるた

めに、東紀州サテライトが提案した「9年間カリキュラム」に沿って、両校で義務教育9

年間をかけて英語教育に取り組むこととなった。取組3年目の令和3年度に、「児童に

『英語が通じた！』という体験をさせてあげたい」という賀田小学校教員の要望に応える

形で、東紀州サテライトによる国際交流支援が始まった。

交流校探しにおいて、三重県観光局海外誘客課、日台交流協会高雄事務局に支援いただ

き、高雄市の興達小学校を紹介していだいた。令和3年度の交流準備においては、厳しい

ICT環境の中、紀北教育支援事務所の支援や、東紀州サテライトからICT機器を貸し出

し、交流を実施することができた。

この国際交流は、令和4年度は輪内中学校の中学2年生が引き継ぐこととなった。輪内

中学校では、国際交流に複数の教科で教科横断的に取り組んだ。英語科で英語のプレゼン

テーションの準備、技術科でプレゼンテーションのスライドづくり、社会科で台湾の事前

学習である。台湾の事前学習は、台湾研究をする第二著者が輪内中学校で出前授業を実施

した。令和4年度も、事前打ち合わせ及び第一回交流において、紀北教育研究所、日台交

流協会高雄事務局の支援をいただき、東紀州サテライトよりICT機器を貸し出して、10

月に交流が実施された。

今回の交流では、生徒全員が発表する機会があり、英語でゲームに参加する機会があっ

た。交流後の生徒アンケートによると、生徒9人中6人が「自分の英語が通じた！」と答

えた。国債交流の目的である「児童・生徒に『英語が通じた！』と体験させたい」は、ほ
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図 7：質問④後輩に体験してもらいたい

意見① 私たちにとってとても有意義な時間だっ

たから。

意見② 台湾の人と交流することは滅多にないか

ら！貴重な体験だと思うからです！

意見③ 今後の英語学習に対する心持ちも変わっ

てくるのでは、、、と思うからです。



ぼ達成されたと考えられる。それに加えて、すべての生徒が国際交流を「意義のある事」

ととらえ、「後輩に体験してもらいたい」と考えていることが明らかとなった。

令和5年1月に、輪内中学校と興達小学校の第二回交流が実施される。今回は、生徒が

グループに分かれ「わが町紹介」「日本のポップカルチャー」「学校案内」を発表する。生

徒全員が発表する機会があり、「自分の英語が通じた！」と感じることができるように、

・Doyouknow～?・のような質問を、プレゼンテーションに入れている。第二回交流後に

も、生徒アンケートを実施し、「英語が通じた！」と感じることができたか調査する予定

である。

謝辞
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１．はじめに

2020年初頭に始まるコロナ禍の拡大以来、本学を含め、多くの日本の大学では、学生

の海外研修が中止された。その結果、2019年に107,346名いた日本人の海外留学生数は、

2020年には1,487名にまで減少した（日本学生支援機構 2021a,2021b）。その結果、実

際の海外留学の代替として発展したのが COIL（CollaborativeOnlineInternational

Learning）をはじめとするオンライン国際交流であるが（正路 2022）、実際に海外で生

活することから得られる自信や新たな価値観と同様の効果があるかどうかは定かではない。

実際に留学した学生たちの、「慣れない環境で生活したことで、様々な変化に適応するた

めの柔軟性がついた」、「海外で友人を作ることができて自分の価値観が変わった」などいっ

た声に現れる効果（椿 2022）を確実なものとするためには、オンライン国際交流だけで

は十全ではない可能性があるので、状況が許す限り留学を実施したいというのは、多くの

国際交流に関わる教員の本音ではないだろうか。

本稿で報告する2022年度夏期のニュージーランド・ワイカト大学への短期英語研修は、

本学国際交流センターが実施するものとしては、コロナ以降初めて行われたものである。

本稿では、ニュージーランド・ワイカト大学への短期英語研修の実施について、その準備

段階から終了までの行程を記し、また終了後の学生たちの感想を報告する。
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正路 真一・松岡知津子

ReportoftheShort-term EnglishProgram attheUniversityofWaikato

SHHOOJJIIShinichi,MAATTSSUUOOKKAAChizuko

〈Abstract〉

ThisarticlereportsaMieUniversityshort-termEnglishprogramattheUniversity

ofWaikato,NewZealandinsummer2022.Thiswasthefirstoverseaprogramthat

MieUniversityconductedafterthespreadofCovid-19.Thisreportsummarizeshow

weconductedtheprogramincludingthemeasurementsagainstthevirusinfection.

Also,wereportthepost-programquestionnaire,whichshowshowstudentsreactedto

theirexperiencesattheprogram.

キーワード：海外研修、ニュージーランド、コロナ禍、事後報告書

実践報告



２．実施

ワイカト大学英語研修は、2018年度以前は、同じ三重県の皇学館大学が主体となって

実施していたものに、三重大学の学生も参加させてもらうという形で実施されていたが、

今年度以降は三重大学が単独で実施するものとして計画された。本学が初めて単独で行う

ワイカト大学研修を実施するにあたり、本年度はその研修時期を夏休み中の9月3日から

24日までの3週間と設定し、9月の実施に向けて、5月に募集を開始することとなった。

まず、5月12日にオンライン説明会を実施したのであるが、その段階では主に新型コロ

ナウィルスによる入国制限の調査に多くの時間が割かれ、説明会当日も、その制限に関す

る説明に約半分の時間を要した。具体的には、ニュージーランド入国の条件として、コロ

ナワクチンを2回以上接種していることを前提とし、日本出国24～48時間前以降に抗原

検査またはPCR検査等で陰性判定を受けた上で、その陰性証明書をオンライン旅行申告

書（NZTD）にアップロードする必要があるとされていた。さらにニュージーランド入国

時に1回目の抗原検査、入国5～6日後に2回目の抗原検査、そしてニュージーランド出

国（日本帰国）72時間前以内に3回目の抗原検査を受ける義務があるということであっ

た。説明会の後、1か月ほどの募集期間を挟んで、6月24日の締め切りまでに予想を上回

る21名の学生が応募した。

幸い、コロナに係る制限は、7月?9月に徐々に緩和されていった。日本出国前の陰性証
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明書のアップロードは必要なくなり、またニュージーランド出国（日本帰国）72時間前

以内の抗原検査も、3回以上のワクチンを接種している学生は必要がなくなった。

6月に参加が確定した21名の学生は7月1日を期限としてワイカト大学様式の参加申

込書を提出し、7月末までにオンライン英語レベル判定試験（現地でのクラス分けを目的

としたもの）を各自受験した。そして、7月と8月に各1回ずつ行われたオリエンテーショ

ンに出席し、その他細々とした手続き（ビザの取得、海外旅行傷害保険の加入など）を経

て、9月3日に日本を出国した。この間、本研修の担当教員である筆者らと担当職員は全

ての参加学生とSNSでグループを作成し連絡が取れるようにしていたが、約半数の学生

から7月から9月かけて計数十回に渡る問い合わせを受けた。参加学生の中には初めて海

外に出るという学生も多く、問い合わせの内容は諸手続きの方法から現地での生活まで多

岐に渡った。こうした問い合わせは全て、次回以降の研修説明会等において参加学生に提

供したい。

準備期間を通じて大きな助けとなったのは、ワイカト大学日本事務所の存在である。神

戸に所在する日本事務所は、時差を気にすることなく日本人スタッフに電話やメールで質

問をすることができ、また返信も早く、本学担当者としては手続きを円滑に進める上で大

変ありがたい存在であった。ワイカト大学日本事務所のスタッフは7月に行われた1回目

のオリエンテーションの際には本学に来てくださり、学生たちに対面で説明していただい

た。また、9月に学生がオークランド空港に到着した際、現地で出迎えてくださり、ワイ

カト大学まで案内してくださった。さらに、第1週目の研修は、学生たちと一緒に現地に

滞在してさまざまなサポートをしていただくこととなった。

話は前後するが、8月に本学で行われた2回目のオリエンテーションには、航空券の手

配を依頼した旅行会社のスタッフが出席し、渡航の際の注意事項等を説明していただいた。

このスタッフの説明によると、今年度海外研修を再開した日本の大学は複数あり、当該旅

行会社が担当した6大学の海外研修のうち、4つの研修でコロナ感染者が発生したとのこ

とであった。これに対し、本学のこのワイカト大学研修で、一人の感染者も出ず最後まで

無事に研修を終えられたのは幸運であったと言えよう。

渡航にあたっては筆者の一人が引率教員として同行することとなった。これは、本学に

とってこれが初めてのワイカト大学研修であり、現地の学習環境や治安といった環境およ

び雰囲気、そして学生の反応を直に見てくることで、今後の本研修の可能性について検討

するという目的もあった。渡航計画としては、9月3日の朝、参加者全員が三重大学に集

合し、その後バスに乗って伊丹空港に移動し、飛行機で成田を経由した後、9月4日午前

中にニュージーランドに到着するというものであった。渡航に際して直面したトラブルと
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しては、まず、出発当日の朝、前日の大雨によって電車の運行が遅れ、予定時間に大学に

到着できない学生が現れた。しかし、電車を途中で乗り換えることにより、最小限の遅れ

で済んだため、想定時間内に伊丹空港に到着することができた。また、もう一つのトラブ

ルとしては、成田空港で個別に機械で搭乗券を発券する際になってはじめて、一人の学生

が誤ってトランジットビザ（経由目的でのみニュージーランド入国を許されるもので、空

港の外に出られない）を取得していたことが明らかになった。これは、航空会社職員の指

示により、その場で正しい入国許可証を再度オンライン申請することで搭乗可能となり、

予定通り他の学生とともに9月4日に現地に到着することができた。

9月5日に初日を迎えたワイカト大学研修であったが、研修の第1週目は引率教員が学

生たちとともに現地に滞在した。第1週目の最後に引率教員が帰国した日は、偶然、同じ

ワイカト大学に短期研修をしていた日本の他大学の学生たちが帰国する日と同じであった。

他大学の大学生たちは、空港で重量制限超過の荷物の処理に右往左往しており、その処理

手続きは非常に手間のかかるものだった。このような状況を前もって知ることにより、後

日、本学の研修参加学生が帰国する前に荷物の重量について準備することができたのは、

本学にとって幸運であった。

9月4日から24日までの研修中は、筆者らや担当職員も加わっているSNSグループに、

学生たちから現地の楽しそうな写真が次々と投稿された。また帰国に係る注意事項等につ

いても密に連絡を取りあい、9月25日に全員が無事帰国することができた。

３．事後報告書に見られる学生の感想

本章では、参加学生21名からの報告書の内容を記す。報告書は、主に以下の①～⑤の

項目について、自由記述形式で回答してもらった。

①留学前の準備について（応募動機、申込手続き、語学対策など）

②研修内容や大学（授業内容、形態、学生どうしの交流、アクティビティ等）

③生活（住環境、食生活や健康管理、危機管理、持参して良かったもの）

a．ホストファミリーについて

b．食事、健康管理

c．持参して良かったもの

d．危機管理（危険な目に遭わないために気をつけていたこと、危険を感じたことなど）

e．研修費用および金銭管理について

④思い出になったエピソードを自由にお書きください。
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⑤次回の参加者へ向けてのメッセージをお願いします。

上の設問に対する全ての学生の回答は、三重大学国際交流センターのホームページ上に

掲載されている（https://www.mie-u.ac.jp/international/abroad/overseas/）。学生の回答を

概観すると、ほとんどの学生が丁寧に記述して回答していることが分かる。特に、③a

「ホストファミリーについて」と④「思い出になったエピソード」の項目が、学生の記述

量が比較的多いという印象を受ける。以下の節では、①～⑤の各設問に分けて学生の回答

を報告する。

３．１ 学生の回答：①留学前の準備について（応募動機、申込手続き、語学対策など）

本節では、学生たちの本研修への応募動機、手続きにかかる感想、現地で英語を使って

生活するにあたっての対策等に関する回答を報告する。なお、各問につき、一人の学生が

複数の回答を記述した場合や、何も記述しなかった学生があるため、下に記す回答者数は

本研修の参加者数と一致しない。

本研修に応募した学生たちの応募動機は、海外体験をしたかったためというものが最も

多く（6名）、次いで英語力向上を目指してというものが多かった（5名）。その他、海外

の文化を学びたかったというもの（3名）、留学してみたかったというもの（3名）、自分

の英語がどの程度通じるか確認したかったというもの（2名）があった。

また、研修参加に係る手続きについての記述は少なかったが、手続きがかなり多く、面

倒であったとする回答が4名あった。これに付随して、時間的な余裕を持って準備する必

要があったと記述した回答者が1名いた。

研修前の各自の語学対策としては、何もしなかったと答えた学生が5名いたが、その他

の学生はさまざまな方法で対策を試みていたようである。例えば、「文法や語彙の勉強を

した」、「英会話教室に通った」、「ラジオ英会話を聞いた」、「YouTubeで英語を勉強した」、

「英語で映画を見た」、「BBCニュースを英語で見た」、「本学の外国人留学生と英語で話し

た」、「ニュージーランドのスラングを予習した」などである。また、食事の注文などの日

常会話フレーズを勉強しておけばよかった、自己紹介で話す内容を考えておけばよかった

などの反省も見られた。

３．２ 学生の回答：②研修内容や大学（授業内容、形態、学生どうしの交流、アクティ

ビティ等）

現地での授業内容は、主に午前中は文法等を学ぶ座学、そして午後はアクティビティを
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中心とした参加型の授業であったようである。特に学生の記述が多かったのは、こうした

参加型のアクティビティが多かったこと（ゲームや教室外でのインタビューなど）、そし

てペアワーク、グループワークが多かったことについてである。また、毎週木曜日の放課

後に行われた、ワイカト大学の学生との交流会（EnglishClub）が好評だったようで、こ

ちらを記述した学生も多かった。こうした環境をまとめて、スピーキングの機会が多かっ

たと回答した学生も複数いた。一方、多くの学生にとっては文法の授業は簡単であったよ

うであり、また受講生が日本人ばかりであったのでどうしても日本語を話してしまうこと

があったとする回答も見られた。

３．３ 学生の回答：③生活（住環境、食生活や健康管理、危機管理、持参して良かった

もの）

生活について設問は、「a．ホストファミリーについて」、「b．食事、健康管理」、「c．

持参して良かったもの」、「d．危機管理（危険な目に遭わないために気をつけていたこと、

危険を感じたことなど）」、「e．研修費用及び金銭管理について」の五つの項目に分けて回

答してもらった。回答量が多く、また回答内容が多岐にわたるため、本稿でその全てを報

告することはできないが、まず「a．ホストファミリー」については「優しかった」、「近

隣施設（動物園や植物園など）に連れて行ってもらった」という回答が特に多かった。中

には、日本に帰国してからもSNSでホストファミリーと繋がっているというほど良好な

関係を築いた学生もいる。その一方、ホストファミリーに関するネガティブな意見も散見
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され、例えば「優しくない」、「用意してくれる弁当がお菓子だけ」、「平日はなかなか話を

する時間がない」、「洗濯する回数が少ない（2週間に1回など）」といった意見が挙げら

れた。特に、洗濯する回数が少ないという意見は複数の学生から寄せられ、彼、彼女らの

悩みの種であったようである。

次に、「b．食事や健康管理」については、まず現地の9月の気温が予想以上に低かっ

たという学生が多く、体調を崩す学生も複数いたようである。その他は食事に関する意見

が多く、「美味しい」、「じゃがいもが多い」、「フルーツが多い」、「外食の値段が高い」な

どの意見があがった。

「c．持参して良かったもの」については、回答が非常に多岐に渡るが、比較的多かっ

た回答はクレジットカードであった。多くの西欧諸国と同じく、ニュージーランドはカー

ド社会であるため、クレジットカード払いが便利な場面が多かったようである。（ただし

JTBのカードは使えない場合が多い。）その他には、前述の通り気候が寒かったため、防

寒着（ウルトラライトダウン、ヒートテック、マフラー等）を持って行って良かった、ま

たは持っていけばよかったとする意見が多かった。これに関連して風邪薬などの常備薬、

鼻炎薬が役に立ったという学生も複数いた。また、これも前述の通り、洗濯の回数が少な

いホストファミリーが多かったため、自室で服を乾かすためのハンガー、選択できない場

合に使う除菌スプレーを持って行って良かったとする回答もあった（ただし、ニュージー

ランドの冬は雨季でカビが生えやすいため、自室で服を乾かすことを禁ずるホストファミ

リーもあったとのことである）。その他、前述の通り現地が雨季であったため、雨よけと

しての帽子、ウインドブレーカー、折りたたみ傘、そして靴が濡れた時のための替えの靴

が重宝され、一方、晴れの日には日差しが強いので日除けとしての帽子、日焼け止めクリー

ム、サングラスなどが重宝されたようである。また、ホストファミリー宅での生活に関し

ては、家の中でスリッパを履く習慣があるようで、室内用のクロックスやスリッパが便利

であったという学生も複数いる。さらに、ホストファミリーへのお土産（日本のお菓子、

ボールペン、扇子）などが喜ばれたという回答、また治安対策として貴重品を入れて身に

つけられるような小さい鞄（ポーチ、ショルダーバッグ）が便利であったとする学生も複

数いた。

「d．危機管理（危険な目に遭わないために気をつけていたこと、危険を感じたことな

ど）」について、学生たちは、貴重品はリュックやポケットに入れず、ポシェットやショ

ルダーバッグに入れて肌身離さず持ち、ウォレットチェーンを使うなどしていたと回答し

た。特に現金は必要最小限しか持たず、また小分けにして保管し、そしてパスポートは常

にスーツケースに入れて鍵をかけて保管していた学生が多いようである。外出時はこまめ
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にホストファミリーに行き先を伝え、あらかじめ危険な地域を聞いておいてそこには近づ

かないようにし、一人で外出せずに常に複数人で行動するなどの工夫をし、また夕方6時

以降は外出を控えていたとのことである。時にバスの中は治安が悪いので気を付けたと回

答した学生が複数いた。実際に危険な目に会いかけた学生もおり、ホームレスのような風

態の現地人に現金を持っているかと聞かれた学生もいれば、街中で中指を立てられた学生

もいた。

「e．研修費用および金銭管理について」については、航空運賃が約19万円、研修費用

が約32万円、海外旅行保険が約2万円であるのはもちろん全員共通しているが、食費や

お土産代を含む交遊費は、各人にやや差が見られた。学生の回答の中で、最も多い額が約

12万円、最も少ない額が約2万円であったが、その他の多くの学生は約6万円程度と回

答している。

３．４ 学生の回答：④思い出になったエピソードを自由にお書きください

この設問についての学生たちの回答は様々であり、各自がそれぞれにとって心に残る思

い出があったことが窺える。ここでは特に回答数が多かったものを記す。まず、日常生活

の中での思い出として、ホストファミリーとの交流を挙げた学生が6名いた。一緒におしゃ

べりをしたり、一緒に料理をしたり、ホストファミリー宅のたくさんのペットと戯れたり、

週末にハイキングや農場に連れて行ってもらったりしたことが最も心に残っているという

回答であった。また、友人と一緒にキャンパスや街を散策したことを挙げた学生も多い。

キャンパス内のカフェでコーヒーを飲んだり、キャンパス近くのアイスクリームショップ

で休憩したりした時間が楽しかったとのことである。
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図4 ニュージーランドのアイスクリーム 図5 ニュージーランドの食事



日常を離れた体験として多く回答に挙がったのは、ラグビー観戦、ホビット村ツアー、

ロトルアツアーである。ホビット村とは、映画撮影のために作られた小人の集落のセット

である。ホビット村へのツアーは、本研修の参加者が、日本出国前に相談して参加を決め

たアクティビティであり、本学の研修参加者21名全員が揃って参加した。

ロトルアは、ニュージーランドでは有名な観光地であり、マオリ文化の体験や羊との交

流など様々な活動を体験できたようである。またラグビーは、ニュージーランドの国民的

スポーツであり、こちらもニュージーランド文化を体験する良い機会であった。ロトルア

観光ツアーや、ラグビー観戦は、学生たちが現地で情報を入手して、希望者が自主的に参

加したものであった。ラグビー選手と一緒に写真を撮ったり、ツアー先で羊に餌をあげた

りなどは、日本ではなかなか体験し難いと推測される。
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図6 ホビット村1 図7 ホビット村2

図8 ロトルア観光 図9 ラグビー観戦



ロトルア観光ツアーやラグビー観戦以外にも、ワイカト大学近くの動物園へのツアーな

ど、学生は積極的に現地で情報を集め、様々なアクティビティに参加していたようで、こ

うした学生たちの自主性、積極性は、彼、彼女らの海外体験をより充実させたと思われる。

３．５ 学生の回答：⑤次回の参加者へ向けてのメッセージをお願いします

この設問の回答も多岐に渡るが、本

研修の参加学生が次回の参加者に伝え

たいこととしては、（i）英語学習につ

いて、（ii）異文化体験について、（iii）

ニュージーランドでの生活について、

（iv）その他の四つに大別できる。英

語学習については、「英語に触れるい

い機会となった」、「自分の英語が伝わ

るのが嬉しかった」、「英語を話すこと

への抵抗がなくなった」、「リスニング

力が向上した」、「英語の学習意欲が増

した」などという肯定的な意見が多かっ

たほか（6名）、「参加学生が日本人ば

かりだったため、望むほどの英語力の

向上は期待できない」とする意見も1

名から挙げられた。

異文化体験については、「海外文化体験のいい機会となった」、「ニュージーランドの文

化が学べた」、「日本の大学にはあまりない授業が受けられる」、「逆に日本のありがたみに

気づく」、「日本に帰りたくなくなる」、「他の留学にも行きたくなるな」どの意見が挙げら

れた（13名）。

ニュージーランドでの生活についての回答は、「素敵な国」、「治安がいい」、「自然が美

しい」、「観光が楽しい」、「ニュージーランド人はおおらかでフレンドリー」、「ホストファ

ミリーとの交流が楽しい」、「日常生活が楽しい（スーパーで買い物をしたり、変わった形

の信号機を見たりなど）」といった意見が挙げられた（13名）。

その他、「この研修は楽しい」、「参加学生どうし仲良くなれる」といった意見、そして

「クレジットカードを持っていくことが必須」、「ワイカト大学には日本人スタッフがいる

ので安心」といったような、現実的なアドバイスも寄せられた。こうしたアドバイスを含
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図10 研修最終日の授業



め、この設問に寄せられた学生たちの回答は、次回のワイカト大学語学研修への参加を検

討している本学の学生たちにとって、その参加をおおいに促されるような内容であったと

考えられる。

４．結語

本稿は、三重大学の海外研修プログラムとしては、コロナ禍が始まって以来初めて実施

した研修を報告したものである。未だコロナ感染が収束しない中実施されたものであった

ので、参加学生の募集にあたっては応募数の予想がつかず、最小催行人数の5名も集まる

かどうか危惧していたが、期待を大きく上回る21名の参加となった。これは、行動制限

を余儀なくされていた学生たちの留学意欲がいかに高かったかを示唆するものであると考

えられる。他大学の報告では「無理をしてでも留学したい」という学生の声も聞かれる一

方、長く続くコロナ禍を経て海外への意欲が削がれていく可能性があるとも指摘されてい

る（坂上・瀬尾 2021）。留学に対する本学の学生たちの意欲を萎えさせることなく、ま

た結果的に一人の感染者も出さずに海外研修プログラムを完遂できたのは、非常に幸運で

あり、ほとんどの学生たちが楽しく研修に参加できたことを担当教員として嬉しく思う。

海外留学は大学生活の中で得られる国際経験の最たるものの一つであると考えられる。

2020年以来、その機会を多くの学生たちから奪った新型コロナウイルスは、現在までに

かなり弱毒化し、感染症の重篤性も低下してきたように思われる。今後の感染状況につい

て決して楽観視はできないものの、大学生が国際経験の機会を奪われるのは非常に大きな

損失であるため、本学としては、最大限の注意を払いながら更なる海外研修の実施を進め

ていくべきであると考える。
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１．はじめに

2020年度以降、世界では新型コロナウィルス感染症が大流行し、国際交流のあり方が

大きく様変わりすると同時に、オンラインによる国際教育が盛んに展開されていった。ま
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三重大学海外協定校向けオンライン日本語講座
－『日本語ディスカッション』－

福 岡 昌 子

OnlineJapaneseCourseforOverseasPartnerUniversitiesofMieUniversity

－『DiscussioninJapanese』－

FUUKKUUOOKKAAMasako

〈Abstract〉

Sincethe2020academicyear,thespreadofthenewcoronavirusinfectionhas

dramaticallychangedthewayinternationalexchangecanbe,andatthesametime,

new educationalmethodshavebeendeveloped. Mostnotablyinthefieldof

education,face-to-faceclassesarenolongerpossible,andsoclassesareconducted

onlineusingsoftwaresuchasZoomandTeams.Acceptanceanddispatchofstudents

tostudyabroadhas,ofcourse,beencanceled,andparticipationinfieldstudies,

overseaslanguageprograms,etc.hasallhadtobeconductedonline.Thefactthatit

becamepossibletolearnandinteractwithoutgoingtotheactualsites,despitethe

drasticchangesintheeducationalenvironmentthatwereunprecedentedand

unimaginable,wasaneweducationalachievement.Thisarticlereviewsandreports

ontheInternationalRelationsProjectsExpenseAssistance（MieUniversity）・Discussion

inJapanese・classwhichwereplannedandimplementedforinternationalstudents

whohavebeenunabletocometoJapanduetotheCOVID-19pandemic.

Fromthequestionnairedata,itisclearthatsinceitwasconductedonlinethere

wereoccasionswhentheaudioandvideowereinterrupted,andfurtheritwasoften

difficulttoattendduetothetimedifferences.However,forinternationalstudents

whohavebeendeprivedoftheopportunitytostudyabroadduetothesevere

restrictionsonmovementbetweencountries,theyhavebeenabletotakethecourses

forfree,interactwithJapanesestudentsandstudentsfrom overseaspartner

universities,andfurtherimprovetheirJapaneselanguageskills.Itseemsthatthe

significanceandimpactoftheimplementationwerehighandprovidedstudentswith

astrongsenseofimprovement.

キーワード：コロナ禍、オンライン日本語講座、海外協定校、ディスカッション、

国際教育交流

実践報告



ず教育の現場では、対面授業ができなくなり、ZoomやTeamsなどオンラインを通じた

授業形態が行われることになった。留学についても、受入れや派遣が中止となり、フィー

ルド・スタディや海外語学プログラム等もすべてオンラインで実施されるようになった。

現地に行かずして、学んだり交流したりすることが可能になったことは、かつてない教育

現場における激変であり、新たな教育成果であった。

2021年度三重大学国際交流センターでは、コロナ禍により来日ができなくなった留学

生のために、三重大学国際交流推進経費の助成を得て『海外協定校の参加学生による

Zoomディスカッションから学ぶ日本語と異文化理解（日本語ディスカッション－）』事

業を実施した。本稿ではその活動報告を行う。

２．事業の背景

２．１ 留学生30万人計画の達成後の現在

2008年の文科省による2020年までに留学生30万人受け入れようとする『留学生30万

人計画』の施策は、2019年5月に達成された（注1）。その後、文科省は2014年に「スー

パーグローバル大学創成支援事業（SGU）」（2014～2023）を立ち上げ、新たな国際教育

交流を推進してきた（注2）。現在、その中でも18の大学による19プロジェクトが中心

となり、国際化をオールジャパンで促進する大学の主体的な活動の場「大学の国際化促進

フォーラム（JFIU）」が展開されている（注3）。

本学は、2021年度より「大学の国際化促進フォーラム（JFIU）」における次の3大学の

プロジェクトに参加することになった。①筑波大学「JapanVirtual Campus」（オンラ

イン国際教育プラットフォーム）、②名古屋大学「我が国の大学教育国際化に資するジョ

イント・ディグリープログラムの促進」、③関西大学「JapanMultilateralCOIL/VE

Project（J-MCP）－多方向・多国間のCOIL/VirtualExchange型養育プロジェクト－」

（他：大阪大学「多様な文化・言語圏からの留学生リクルート：バーチャル大学ツアーの

実施」）に参加し、国際交流の推進および留学生の獲得を図っている。

２．２ コロナ禍による交換留学の中止と無料による協定校向けのオンライン日本語講座

本学では2020年度および2021年度前期において、コロナ禍により海外協定校からの特

別聴講学生の受入れは行わないことを決定した。そのため、年間100名を超える海外協定

校からの交換留学生は極端に減少した。コロナ禍前から2021年度まで、協定校からの交

換留学生のみの留学生数を見ると、2019年前期107名／後期101名、2020年度前期42名

／後期19名、2021年度18名／後期18名と推移した。また、在校生を対象とした国際交

流センターの授業も対面からオンラインとなり、各日本語クラスの受講者は、クラスによっ
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ては正規学生や研究生、大学院生など数名という状況になった。

2020年度において、オンラインでも日本語教育の授業は展開可能であることがわかっ

たため、国際交流センターの初めての試みとして2021年度前期から1科目『日本語コミュ

ニケーション』開講することとなった（注4）。初級・中級・上級各5～6回ずつの授業を

組み、各コースの最終回には毎回日本人学生との交流授業を設けた。2021年度に入って

も依然として世界的に渡航が難しい状況が続いたため、2021年度後期からは、日本語の

レベルが中級後半から上級レベルを対象に『日本語ディスカッション』をオンラインで開

講することとなった。『日本語ディスカッション』は、本来ならば留学によって得ること

ができる日本語力の向上や学生相互の交流、異文化理解を、オンラインを通して本学およ

び協定校の学生に共修学習の機会を提供しようと図ったものである。

３．『日本語ディスカッション』の概要

（1）目的：本事業を通して、協定校の学生同士が相互に交流を行い、異文化理解の視点や

日本社会・日本文化について知見を深める。本事業を実施し継続させることによって、

三重大学の留学生獲得に貢献する。

（2）実施日程：2021年11月10日～2022年2月9日合計13回（4アンケートの結果参照）、

2022年11月9日～2023年1月25日合計9回、いずれも日本時間16時20分～17時50

分に実施した。

（3）講義者：福岡昌子（専任教員）

（4）受講人数および参加協定校：

2021年度 合計18名（ドイツ3、ベトナム1、タイ2、台湾2、中国7、日本3）

2022年度 合計28名（ドイツ2、ベトナム5、タイ1、台湾1、中国10、日本3、イン

ドネシア5、ブラジル1）

（5）レベルおよび講義内容：

①対象の日本語レベル：中級後半～上級（JLPT1、JLPT2）

②内容：ⅰ）海外の協定校の学生と三重大学の日本人学生が、互いに異文化の視点を尊

重し、日本社会や文化について学び、Zoomでディスカッションする。ⅱ）受講者は、

社会や文化に対する観察力を磨き、自分の考えをまとめて日本語で発表する力を養う。

③シラバス（表1参照）

④主なスケジュール（2021年度）：

・第1回～第2回：オリエンテーション、自己紹介、ディスカッションの進め方やテー

マの決め方の説明、座長グループとそのメンバーを決めた。
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・第3回～第6回：模擬ディスカッ

ション（合計2回）、座長グルー

プのメンバーによるミーティング

（合計3回）

・第7回～第12回：各座長グルー

プ主導によるディスカッション。

・第13回：フィードバック、入賞

者発表、Zoom交流、アンケート

の提出。

⑤座長グループが提案したテーマ：

・2021年度：「次世代のアニメで、

世界で人気が出るにはどのような

要素が必要か」、「幸せな結婚生活

を送るには、見合い結婚と恋愛結

婚どちらがよいか」、「日本社会で

今後も年功序列は重要視すべきか」、

「高額収入を得るためには、大学

院に進学すべきか否か」、「ラーメ

ンは健康的か否か」、「美容整形し

た方が人生でメリットが大きいか」。

・2022年度：「結婚前に同棲は必

要かどうか」、「小学生にスマホを

持たすべきか」、「趣味を仕事にすべきか」、「プラスチックストローは廃止すべきか

否か？」、「人間力」の前に「言語（外国語と母語）力」が大事だという意見に賛成

か反対か」。

⑥その他：ファイルの提出方法として、ドロップボックスのアプリを使用した。学生同

士の連絡方法はメールを使用した。参加賞の景品として三重県の特産である伊勢型紙

の栞を郵送した。最終回のZoom交流活動では「私の大好きなおやつ」の紹介を行っ

た。

３．２ 『日本語ディスカッション』のアンケート結果

アンケートは、オンラインサービス授業として今後のあり方を尋ねる①「全体アンケー

ト」（回答率52.3％）と②『日本語ディスカッション』に関する詳細アンケート（回答率
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表1.『日本語ディスカッション』（2021）



94.1％）と、2種のアンケートに回答してもらった。なお、本結果は2021年度の結果を

掲載する。

３．２．１ 全体アンケート

三重大学海外協定校向けオンライン日本語講座－『日本語ディスカッション』－
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図1．『日本語ディスカッション』全体アンケート（Q1～Q4）
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図2．『日本語ディスカッション』全体アンケート（Q5～Q8）



３．２．２ 「日本語ディスカッション」に関する詳細アンケート

三重大学海外協定校向けオンライン日本語講座－『日本語ディスカッション』－
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図3．『日本語ディスカッション』詳細アンケート（Q1～Q12）
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図4．『日本語ディスカッション』詳細アンケート（Q13～Q21）

図5．『日本語ディスカッション』の授業風景（2021.12.1）



Q22.その他、気づいたこと、ご自由にお書きください。
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・参加させていただき、本当にありがとうございます。三重大学に感謝します。

・いろんな国の学生さん達と話し合ったり、意見を交換したり、すごく勉強になりました！日本語

会話能力も少し上達したような気がしています。本当に楽しかったです。参加できてよかったです。

・ご指導いただき、ありがとうございました。楽しく勉強できました。

・いろいろな国から参加した皆さんと出会えて、また、みんなと日本語でディスカッションをする

機会を提供していただき、本当に楽しかったです。

・授業のように日本語が磨けますから、もっと日本語を勉強したくなりました。国々の異文化を理

解できありがとうございました。皆さんと一緒に勉強できて本当に楽しかったです。先生も優し

くていろいろ教えていただきました。最後に、このような日本風の国際交流授業で勉強できて、

日本に留学する希望が強くなりました。本当にありがとうございました。

・とても楽しい授業でした。

・どうすれば改善できるかはわからないのですが、毎回時間が少なかったので、焦ったりしてそん

なに落ち着いてディスカッションはできませんでした。そして各グループと競い合うという点は

あまり好きではありませんでした。採点する必要がないと思い、みんなと気軽に交流できればい

いと考えています。

・正直言って、思ったより早く終わりました。ちょっと惜しいと思います。しかし、いろいろ勉強

できて楽しかったです。

・コロナの影響で、なかなか日本に行けなくて、三重大学にも行けないです。これは何よりも残念

だと思っています。幸いに、オンライン交換留学のようなディスカッション活動に参加できまし

た。多くの国の人と日本語で交流しながら異文化に触れることができました。楽しくて幸せだっ

たと思っています。絶対一生忘れられないこととして心に残していきます。

・大学の時間も早いですね。あっという間に大学時代にさようならと言う時間になります。 今は

高校日本語教師として中国人の高校生に日本語を教えています。つまり、大学四年生と高校日

本語教師です。これからは中国人に日本語を教えるだけではなくて、日本文化とかいろいろな日

本のことを教えようと思います。心から日本に行きたいと思っています。今は高校日本語教師で

すけど、まだまだ習った知識では足りないと知っています。だから、いつか日本へ留学に行きた

いと思っています。これから日本語教育の現場の中で、経験を積んで、研究したいことを発見し

ます。チャンスあれば、ぜひ留学に行きます。人生は帰り道がない、勇気、自信、真剣さを持っ

て行こうと思います。先生、ありがとうございました。みんな、ありがとうございました。

・日本に興味のある留学生と交流できて楽しかったです。また、各座長テーマの中には留学生なら

ではの『他国から見た日本への意見』があり、日本人では気づかない視点に気づくことができま

した。今回は私の都合により、出席回数が極端に少なかった事に後悔していますし、申し訳なく

思っています。この授業を後輩や他の学生にも広めたいですし、機会があればもう一度参加した

いと思っています。

・この授業に参加できたのはありがたいです。

・この授業に参加できて本当に嬉しかったです。このような機会がなかなかなかったので、頑張っ

て授業に参加しました。色々な国の人とオンラインで交流もできたので、よかったです。また、

後輩にもこのような授業に参加してもらいたいと思っています。ぜひオンライン授業を行ってい

ただけたら嬉しいです。

・外国の人と日本語で話せる機会は今までなかったので楽しかったです。皆さん、数年しか日本語

を勉強していないのにちゃんと話せていて尊敬しました。ディスカッションのグループはランダ

ムではなく賛成派と反対派に分かれて行えばもっと盛り上がると思います。これが単位になれば

もっといいと思います。



５．考察

本事業は、コロナ感染症により国家間の移動が大きく制限されたことをきっかけに開始

された。実施した結果、留学する機会を奪われた留学生にとって、無料で受講でき日本人

学生や協定校の学生との交流も行われ、日本語の能力の向上を実感するなど、貴重な機会

であったことが推察できる。オンラインでの実施なので、時々音声や映像が途切れたり、

時差で受講が大変だったりした地域もあったが、コロナ禍における協定校向けの日本語オ

ンライン講座の実施意義は高かったと思われる。

実施後の全体アンケートにおいて、今後も日本語オンライン講座を継続するとしたら、

どのような科目を学びたいか聞いてみた。一番多かったのが「会話」や「日本人学生と交

流ができる授業」であった。『日本語ディスカッション』では数か国の海外協定校の学生

が日本語で議論できたことが好評だった。有料の講座となった場合でも受講したいか尋ね

ると、回答者の55.6％が受講したいという結果は意外であったが、オンライン日本語講

座では会話や日本人学生との交流に重点を置いた科目が必要とされていることがわかった。

『日本語ディスカッション』は、詳細アンケートによると、ディスカッションするテー

マやディスカッションするグループメンバーが毎回異なっていたことが、受講の楽しさに

つながったようだ。13回という長丁場のオンライン授業であったが、87.5％の受講者が

期間の長さを感じなかったという回答だった。本学へ留学してみたいという回答も高く、

実際に翌年度本学へ留学した受講者もいた。受講者にとっては、日本語力の向上や日本社

会や日本文化の理解が深まったことも成果だったが、何よりも自国にいながらにして海外

協定校の学生と日本語で交流できたことが、一番の成果だったと言える。

残念ながら、開講した日本語オンライン講座では、成績を出してはいるが自分の大学の

単位になるシステムにはなっていない。そのため、アンケート結果では88％の受講者が

自国の大学の単位になるシステムがあるといいと回答していた。今後、COIL（オンライ

ン国際交流学習：CollaborativeOnlineInternationalLearning）など、オンラインを利用

した他国の学生との交流が盛んになることが予測されるが（注5）、受講した学生が自国

での成績や単位になるシステムの検討が望まれる。

今後課題となる点が幾つかある。アンケートでコロナ禍が収束しても、協定校向けに実

施したオンライン日本語講座を受けたいか聞いてみると、94％の学生が受講を希望してい

た。しかし、その結果とは逆に、海外協定校向け日本語サービス授業『日本語コミュニケー

ション』では、2021年度前期21名、後期24名、2022年度前期6名、2022年度前期応募

者0名と、受講者が減少していったのである。当然ワクチンなどコロナ感染症への対策が

進み、国家間の移動や留学が可能となっていったことがその大きな要因であると思われる
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が、なぜ受講者が減少したのだろうか。また、2021年前期において、協定校オンライン

授業の募集を開始した際に1校から100名近い応募があったため、各協定校1校につき3

名までという制限で募集したところ、受講希望者が極端に減少した。この人数制限を行っ

た募集システムにも要因があったと思われる。その一方で、『日本語ディスカッション』

は、2021年度18名、2022年度28名と受講者が増加した講座もあるので、オンラインに

よる日本語の授業や講座は今後どのように展開するべきか、需要のあるオンライン日本語

講座とは何かについても再度検討する必要がある。

ポストコロナにおいて、日本の文化や社会に関心があり、日本留学や日本で働きたいと

いう外国人学習者のためには、本事業のような講座は、日本語力を高め日本人と交流を楽

しめる魅力ある事業になってくのではないかと思われる。そのためには、本学の魅力を発

信する良い機会と捉え、単位振り替えなどの受講システムを構築していくことで、大学に

とっては新しい展開が可能となる。コロナ感染症の拡大により世界は大きな影響を受けつ

つも、オンライン教育という新たな国際教育方法を見出した現在、今後も様々な形で学生

交流、国際教育交流の在り方に挑戦し貢献を図っていきたい。

注

1）「留学生30万人計画」とは、日本が世界に対してより開かれた国へと目指す「グローバル戦略」

の一環として、2020年までに日本国内の外国人留学生を30万人に増やすことを目標とした文科

省の施策である。2019年に留学生数は31万人に達した。https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/

ryugaku/1420758.htm（2022年9月21日）

2）文部科学省（2015）「スーパーグローバル大学創成支援事業」の趣旨は次の通りである。「徹底

した大学改革と国際化を断行し、我が国の高等教育の国際通用性、ひいては国際競争力強化の実

現を図り、優れた能力を持つ人材を育成する環境基盤を整備する。本事業のこれまでの実践によ

り得られた優れた成果や取組を国内外に戦略的に情報発信し、海外における我が国の高等教育に

対する国際的な評価の向上と、我が国大学全体としての国際化を推進する。」（https://www.mext.

go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/1360288.htm 2022年10月9日）

3）「大学の国際化促進フォーラム（JFIU:JapanForum forInternationalizationofUniversities）」

は、「スーパーグローバル大学創成支援事業」の中でも、大学の国際化に関わる取組みや研究の

実施・共有・展開、情報の提供・共有を行う18の大学による19プロジェクトが中心となり、国

際化をオールジャパンで促進する大学の主体的な活動の場である。文部科学省等関係機関とも連

携しつつ、国際通用性・競争力を高めるために大学間が横連携で参画し、多様な国際化・国際戦

略を目指すものである。（https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/mext_

01671.html（2022年9月23日）

4）『日本語コミュニケーション』は、コロナ禍で受講できない海外の協定校のレベルの異なる学

生のために、オンラインを通して日本語を学ぶ機会を提供しようと、国際交流センターで企画し
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たものである。①2021年度前期（63名：初級19名、中級23名、上級21名）（13か国）、②2021

年度後期（24名：初級7名、中級6名、上級11名）（6か国）、③2022年度前期（6名：初級の

み開講）（3か国）、④2022年度後期（0名：初級のみ開講）と、実施された。担当は伊藤晴苗非

常勤講師で、講義内容は次の通りである。①初級：毎回異なるトピックについて話しながら、語

彙、文型、表現を学ぶ（教材：『WeeklyJ日本語に挑戦！ forStarters』凡人社）、②中級：イン

タビューやスピーチを通して、まとまった内容のことを話す（教材：『中級 日本語で挑戦！ ス

ピーチ＆ディスカッション』凡人社）、③上級：さまざまな話題で、上級話者として求められる

豊富な語彙や表現を使用した話し方を学ぶ（教材：『日本語上級話者への道―きちんと伝える技

術と表現』スリーエーネットワーク）である。現在コロナ禍の収束傾向により来日する留学生数

に回復傾向が見られたため、2023年度前期より暫く休止することになった。

5）COIL（国際協働オンライン学習プログラム）は、米国のStateUniversityofNewYorkによっ

て2006年に開始された。COILは異なる国や地域に所在する2か国以上の大学において、授業を

提供する教員同士が共同でシラバスを作成し、オンラインで国際的な協働学習の要素を組み込ん

で実施されるものである。COILが期待される効果として、①数か国との協働学習や比較学習活

動、②学生のリーダーシップ能力やプロジェクトの企画運営能力、③ICTリテラシーの向上、④

教員間ネットワークの醸成、⑤留学が難しい学生への国際交流機会の提供、⑥オンラインと対面

を組み合わせた教育手法による新たなグローバル教育の構築、⑦海外留学派遣や外国人留学生受

入れなどの世界的な学生移動の向上、が指摘されている（静岡県立大学2018）。このCOILを活

用したグローバル教育が、今後国際教育交流の主流になっていくものとして、現在多く大学が積

極的に取り組んでいる。なお、COIL授業の試みとして、2022年度夏季において三重大学国際交

流推進経費の助成を受け「COILTrial:オンラインによる語学研修＆フィールドスタディ－北京

外国語大学：中国語研修と日本語学科との学生交流―」を実施した（福岡2023参照）。
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１．はじめに

本学では、2022年度より教養教育の科目として「国際理解実践（海外フィールド研修）」

が開講されることとなった。本稿では、これまでの数年は国際交流センター実施の海外研

修プログラムとして実施されてきた本プログラムを授業化していくことになった経緯とそ

の取り組み、残された課題等について述べていく。

ベトナムでの海外研修プログラムはベトナム・フィールドスタディ（以下、VFS）と

呼ばれている。これは、協定大学であるホーチミン市師範大学を1週間程度訪問し、学生

交流を進めながら共に授業を受け、協働してフィールド調査を行うプログラムである。こ

れらの経験を通して、グローバルな視点や国際感覚を持ちながら主体的に行動し、また参
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「三重大学海外フィールド研修」授業化への
取り組みとその課題

松岡知津子・奥田 久春

Effortstomake・MieUniversityOversesasFieldStudy・

aregularclassanditschallenges

MAATTSSUUOOKKAAChizuko,OKKUUDDAAHisaharu

〈Abstract〉

TheVietnam FieldStudy（VFS）whichhasbeenanoverseasprogram ofMie

UniversityandtheHoChiMinhCityofEducation,Vietnam,isnewlyimplemented

asacourseoftheCenterforGeneralEducationin2022.Inthispaper,firstlywe

reviewedpreviousVFSprogramsandthebackground.Wealsoexplainedhowithas

beenchangedthroughmanyexperiencesincludingCOILduringCOVID-19.The

newVFScourseintroducedonlineexchangelearningintoclassesbeforegoingto

Vietnam.Secondly,weanalyzedthesyllabusincludingtargetedstudents,goalsand

objectivesofstudents・learning,andcreditsasthecourse,then,weexaminedthe

significanceofthisprogramasacourse.InpreviousVFS,wehadimplementedthe

programswithcontentsthatwereenoughtodoasuniversitycourses.However,ithas

nowbecomepossibletoevaluatestudents・effortsinthecourses.Inaddition,by

makingitacourse,wewereabletocreateanenvironmentwheremoremotivated

studentscanparticipateinregardlessoftheireconomicsituationbyapplyingforand

obtainingscholarshipsfromtheJapanStudentServicesOrganization（JASSO）.

キーワード：ベトナム、海外、フィールド研修、国際共修、COIL

実践報告



加メンバーと協力して活動を進めるなど、異文化にあって積極的にコミュニケーションを

図ろうとするグローバル人材に求められる能力・資質を育成することを目的としている。

本稿では、まず過去のVFSの流れを概観し、次に2022年度から授業化した経緯につ

いて述べる。そして、これまでの事前授業の実施状況を整理して、授業化の意義と今後の

課題について検討する。

２．これまでの実施状況と課題

２．１．研修授業のなりたち

ベトナム・フィールドスタディは2010年から開始された。当時は国際交流センターの

国際教育科目「ベトナム・フィールドスタディ」として開講されたものである。2013年

度まで吉井美知子教授が担当しており、参加型開発教育のスタディツアーとしての特徴を

持っていた。ホーチミン市師範大学だけではなく、国際協力機構（JICA）やNGOなど

の現場視察やストリートチルドレン施設での交流、現地の民間企業関係者との会合などが

含まれていた。しかし単に学生が引率者に付いて行くだけのスタディツアーではないこと

が強調され、特に参加型であることに重点が置かれていた（吉井2011）。当時も三重大学

の共通教育の授業として履修登録すれば、単位付与の対象とされた。

2014、2015年度は、JICAから出向していた長縄真吾特任准教授が担当するようになる。

自身のベトナムでの勤務経験を活かし、「JICAのネットワークや協力を得て、新たにベ

トナム北部の視察を含めた国際協力プロジェクトの視察内容」が追加された。ここでも前

任である吉井教授のフィールドスタディの目標を踏襲しており、その特色について長縄も

「学生自身の主体的な参加」と述べているように（長縄・江原2015）、学生に積極的な行

動や参加を期待するものであった。

2015年度は三重大学教養教育機構（当時）のカリキュラムが本格的に開始された年で

ある。ベトナム・フィールドスタディは教養統合科目の「地域学」（前期の集中科目、夏

季休暇中に渡航）として実施された。

2016年度からは教養教育機構（当時）の奥田久春特任講師（筆者）が引き継ぐ形でベ

トナム・フィールドスタディは継続された。しかしながら、2016年度以降は教養教育と

しての開講の予定がなかったことから、授業としては実施されておらず、国際交流センター

の海外短期研修プログラムでの位置づけで行われた。そのため奥田と国際交流センターの

栗田聡子准教授（2016年度）、正路真一助教（2017年度）が担当し、2018年度からは松

岡知津子准教授（筆者）が担当している。

2016年度からの内容は、これまでの開発教育や国際協力プロジェクトの視察といった要
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素から、全日程を使ってホーチミン市師範大学での学生交流を行うことにした。これは特に、

問題発見型のPBL、学生のアクティブ・ラーニングによる国際共修を重視したためである。

そのため、学生の主体性を重んじ、参加型であることは踏襲している。2016年度は10名

の学生が参加し、2017年度は8名が参加した。そして、2018年度は5名が参加した。

2017年度まではホーチミン市師範大学の教員にベトナム語やベトナム文化に関する講

義を特別に開講してもらい、国際共修の形としたが、2018年度からは同大学の学生を講

師としたベトナム語の学習活動の時間に切り替わり、また日本語の授業に参加させてもら

うことで相互に言語を教えあい、学びあうこととなった。その際に、松岡准教授が日本語

の授業を担当した。また、ホーチミン市師範大学からの要請で、三重大学の参加学生によ

る日本文化紹介を行うこととした。

この日本文化紹介を取り入れたことで、フィールド調査以外に、日本文化について事前

に調べ、発表の準備をしておくことが求められた。これにより、参加学生が日本社会や文

化について客観的に見つめなおす機会にすることができるようになった。

２．２．オンラインによる実施（2020年度、2021年度）

2019年度は、これまでどおりベトナムを訪問することとして4名が参加し、事前研修

も行っていたが、2020年1月からの新型コロナ感染症拡大のため、ベトナム渡航を諦め

ざるを得ず、プログラムそのものが中止となった。

2020年度は渡航によるフィールドスタディを計画し4名が実際に参加したが、12月の

時点で収束する気配がないことからオンラインでも実施可能な国際交流プログラムに切り

替えた。そのことで最初は、参加学生には消極的な姿勢も見られたが、手探りでも準備を

進める中で、積極的な姿勢が見られるようになった。ここではベトナムでのフィールド調

査の替わりに、各グループのテーマを日本とベトナムの双方がそれぞれの状況を調べ、比

較する形にした。またZOOMでのブレークアウトセッションの機能を用いて、グループ

で日本語とベトナム語の教え合いを行った。

オンラインでの国際交流はCOIL（CollaborativeOnlineInternationalLearning）を目

指したものである。COILとは国内にいながら、オンラインを用いて海外の学生と国際共

修を行うものである。海外渡航のための経費が掛からず、治安などでの不安がない。参加

する日程や時間帯も調整しやすい。更に実際に海外に留学するための準備としても活用で

きるものである。

2021年度は当初からオンラインで実施することを決めた上で、参加学生の募集を行っ

たこともあり、15名という多くの参加者を得た。参加学生も感想として述べていたのだ
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が、オンラインで実施することの利点は、気軽に参加できることである。その一方で、現

地の感覚が得られないことや、交流の時間が限られる。このため、現地を訪問してのフィー

ルドスタディの代替となったわけではない。しかし、COILの要素の利点を生かしつつ、

現地訪問の海外研修に組み込むことの可能性を検討することに繋がった。

２．３．残されていた課題

2021年度のVFSはオンラインによる開催であったためか、15名もの参加者を得たが、

それまでのVFSでは参加者の確保が困難になりつつあり、課題となっていた。その原因

と考えられるのが、VFSの実施が明確に決定されるのが当該年度になってからで、後期

（10月）に入ってから募集を開始していたこと、そのため渡航費などアルバイトで準備す

る時間が限られていたことが推測される。また、海外派遣プログラムは、海外で一定期間

過ごすという性質から、授業期間中に実施することが難しく、どうしても複数の海外プロ

グラムが夏期または春期休暇中に集中することとなる。そのため後期に実施すると、他の

プログラムに流れていたという可能性もある。さらに、単位が付与されないため、学部の

行事等が行われると、学生にとってはそれを優先せざるを得なかったり、授業以外の活動

へのインセンティブとして弱かったりしたことが挙げられる。

このため、早い段階での実施の決定と学生への周知、プログラム内容の公開、募集方法

の強化、渡航費などへの支援により学生の負担を減らすことを検討することが求められた。

渡航費についてはアジアとはいえ少額ではない。その支援としては、日本学生支援機構

（JASSO）による奨学金が考えられたが、申請するには授業である必要があった。また、早

い段階で人数を確保して計画的に準備を進めていき、学生が応募しやすいように整備するた

めにも、授業として開講し履修登録に合わせた学生募集を行うことが効果的と考えられた。

これらに加え、先述のように2010年から実施してきた事業として、その経験を体系化

することが可能であるため、授業化することによりシラバスを開発し、学生の学修目標と

学習過程をより明確にすることができる。そしてそのことで学生の取り組みを適切に評価

し、単位化して学生に還元することができる。こうした経緯で、授業化が計画され、2022

年度に授業として開講するに至った。

授業化するにあたって求められることは、まず単位を付与するために相当な学修時間を

設けることである。それには現地での研修プログラムだけでなく、出発までに事前講義等

で90分授業×8回分を充てることとした。授業の内容としては、これまでのプログラム

でも行ってきた語学学習、ベトナムについての事前学習、フィールド調査の準備などであ

るが、授業である以上、学生が参加できるように時間を固定させることが必要であった。
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また、今回の授業化では、これまでの経験を体系化するために重視してきた「参加型」

「主体的」という方針や学生相互の国際共修、フィールド調査といった取り組みを踏襲し

つつ、オンラインで実施した利点を活かすこととした。つまりオンラインと対面との組み

合わせである。そこで、事前交流を充実させることとした。

３．VFS2022の実施概要

本節では、海外フィールドスタディ2022の実施概要について詳細に説明していく。こ

れまでは、派遣先をベトナムに限って実施してきたため、ベトナムフィールドスタディ

（VFS）と呼んできたが、2022年度より本学教養統合科目として授業化するに伴い、ベト

ナムに限らず、より広い視野を持って学生の国際化を支援すべく、派遣先をベトナムから

韓国にも広げることとした。そして、プログラムの名称も「海外フィールド研修」に改め

た。

以下では、3．1．でまず学生募集と説明会について、3．2．でシラバスについて述べる。

そして、3．3．において事前講義とこれまでの実施状況について述べる。

３．１．募集と説明会

VFSの募集および説明会は、以下図1に示す通り、本学国際交流センターのホームペー
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図1 大学HPにおける参加者募集と説明会の告知



ジにて行った。例年10月以降に行っていた募集および説明会だが、8月初旬に早めて

「2022年度ベトナム・フィールドスタディ参加募集＆説明会のお知らせ」として告知し、

オンライン説明会（zoom）を8月23日14時～15時に行った。また、履修登録に合わせ

て 、 UNIPA （Universal

Passport）によって学生にプ

ログラムの周知を行った。オ

ンライン説明会では、教員に

よるプログラムの説明の他、

過去の参加者による発表、質

疑応答等を行った。その結果、

2022年度は最終的に16名が

参加することとなった。

通常の授業履修登録とは異

なり、本授業では履修登録期

間終了時に合わせて国際交流

センターHPから図2のよう

な応募書類を提出するよう求

めた。つまり、事前の相談な

く履修登録修正期間に参加申

し込みすることを認めなかっ

た。これは、海外へ渡航する

という通常の授業とは異なる

授業体系であることを認識し

てもらうことや、独立行政法

人日本学生支援機構（JASSO）

の奨学金を準備した人数が

15名と限られていたため、

それ以上の申し込みがあった

場合に選抜する必要があった

ことが主な原因として挙げら

れる。
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図2 VFS2022参加申込書

図3 VFS2022志望動機



３．２．授業シラバス

「海外フィールド研修」の開講区分等は以下の表1に示すとおりである。これは、本学

の教養教育科目であり、対象学生はすべての学部生とした。過去には大学院生の参加者も

あったが、授業化するに伴い、大学院生は対象外とせざるをえなくなった。しかし、本授

業で主に受講対象とするのは、海外経験が少なく、教員等のサポートを必要とする学生で

あったことから、問題ないと判断した。

次に、「授業の概要」「学修の目的」「学修の到達目標」については以下の通り記載した。

オンラインによる事前交流等は、コロナ禍以前からも課題ではあったものの、実施には至っ

ておらず、事前授業は主に教員が中心となって行っていた。しかし、近年のオンラインに
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開講区分 教養教育・教養統合科目

受講対象学生 学部（学士課程）：1年次、2年次、3年次、4年次、5年次、6年次

授業科目名 国際理解実践

授業テーマ 海外フィールド研修

単位数 2単位

開講学期 後期集中

表1 開講区分等

授業の概要 三重大学の協定大学（ベトナム・ホーチミン市師範大学または韓国・啓

明大学の日本語専門）の学生とグループを作り、グループごとに設定し

た調査テーマについて、日本語でディスカッション、準備、調査を実施

し、成果発表を行う。前半の講義では、座学による現地に関する概要を

理解したり、オンラインによる現地学生との交流を行う。後半では、現

地を訪問し、実際の調査と交流を行う。なお、2022年度はベトナム・

ホーチミン市師範大学との交流を予定している。

学修の目的 異なった環境・背景を持つ協定大学の学生について理解し、協働して調

査が進められるようになる。また、協定大学の学生に対して自分たちの

ことを説明する中で、日本社会や文化について客観的に見つめなおすこ

とができるようになる。海外の大学生と交流することで、より広い視野

を持って異文化間におけるコミュニケーション力を高める。

学修の到達目標 異なった環境・背景を持つ協定大学の学生について理解し、協働して調

査が進める。また、協定大学の学生に対して自分たちのことを説明する

中で、日本社会や文化について客観的に見つめなおす。海外の大学生と

交流することで、より広い視野を持って異文化間におけるコミュニケー

ション力を高めることができる。

表2 授業の概要、学修の目的および学修の到達目標



よるフィールドスタディ実施の経験をもとに、今後はオンラインによる事前交流を積極的

に取り入れていくこととした。これにより、現地での限られた時間をより有意義に活用で

きることが期待できる。

学修の目的及び学修の到達目標は、上述の通り海外初心者を想定して記載した。そして、

将来的には、交換留学等のより長期にわたる留学を目指したり、日本国内における国際交

流への貢献ができる人材が育成できたりすることを目指した。そのためには、海外だけに

目を向けるのではなく、これまで当たり前だと思っていた自文化のシステムや習慣等を見

つめなおす必要があると考えた。そこで、2．1．でも述べたように、「日本社会や文化につ

いて客観的に見つめなおすことができるようになる」という目的を設定した。

以下は、シラバスに記載した「学修内容」および「事前・事後の学修の内容」である。

本科目は全16回のうち、前半7回を座学で行う講義とし、後半9回を現地におけるフィー

ルド調査等に充てることとしたが、後述の通り、実際には日本国内で8回目の安全講習を

行うこととなった。

三重大学国際交流センター紀要2023 第18号（通巻第25号）

―132―

学修内容 第1回 授業説明、必要事項の確認、

第2回 前年度のフィールド調査の紹介

第3回 協定大学、地域についての学習

第4回 グループ分け、グループごとの話し合い（フィールドテーマ）、

語学学習

第5回 グループごとの話し合い、語学学習

第6回 協定大学との事前打ち合わせ、フィールド調査についての準備、

語学学習

第7回 協定大学との事前打ち合わせ、文化紹介準備

第8回 協定大学との合同開講式、グループごとの打ち合わせ

第9回 フィールド調査、日本文化紹介

第10回 史跡訪問

第11回 史跡訪問

第12回 フィールド調査、言語教え合い

第13回 フィールド調査、言語教え合い

第14回 フィールド調査および、発表会の準備

第15回 協定大学の学生との最終発表会

第16回 レポート提出

事前・事後学修

の内容

事前学修180分/回、事後学修：60分/回でベトナムまたは韓国について

の事前調査、フィールド調査の準備などを行う

事前学修の時間:180分/回 事後学修の時間:60分/回

表3 「学修内容」および「事前・事後の学修の内容」



３．３．事前講義

上述の通り、全16回のうち、前半8回を日本での講義・演習形式で行うこととした。

国内での授業時間帯は参加者決定後に決めることとし、2022年度は、より多くの学生が

参加できる水曜日の7．8コマ目（18：00～19：30）に行うことにした。体調や都合により

参加できない学生を考慮し、対面とオンライン講義を併用したハイブリッド形式で行うこ

ととした。事前講義の主な内容を以下に示す。

ベトナムへの派遣時期が、ベトナムの新年等との兼ね合いにより、毎年2月末～3月中

旬ごろまでとなっており、派遣終了後に評価を行うことができないため、上記8回までの

課題及び出席状況等によって評価を行うこととした。

課題①とは、現地で行う三重紹介について、グループごとに作成した資料を提出するも

のである。課題②は、ベトナム語会話で学んだ表現についてのものである。具体的には、

挨拶や食事の際の表現等、日本語表現をベトナム語に訳し、録音したファイルをMoodle

に載せるというものである。そして課題③は、フィールド調査の事前準備についてのもの

である。グループおよび個人で担当箇所を資料にまとめ、Moodleに提出する。これら3

つの課題と事前講義の出席状況等を総合的に判断し、評価を行うこととした。それぞれの

課題についての詳細は、次節で詳しく述べる。
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1回目 10月5日 オリエンテーション、自己紹介 課題と提出期限

2回目 10月26日 パスポート準備

三重紹介グループごとの話し合い

フィールド調査準備

3回目 11月16日 ベトナム語会話①

三重紹介グループごとの話し合い

フィールド調査準備

4回目 11月30日 ホーチミン市師範大学についての学習

フィールド調査準備

5回目 12月7日 ベトナム語会話②

フィールド調査準備

課題①提出期限

6回目 12月21日 ベトナム語会話③

フィールド調査準備

コミュニケーションについて

課題②提出期限

7回目 1月18日 ホーチミン市師範大学との事前打ち合わせ

8回目 渡航前 海外渡航に関する安全講習、渡航準備 課題③提出期限

表4 事前授業



４．これまでの実施状況

ここでは、事前授業での課題①～③に沿って実施状況を述べていきたい。ベトナム語会

話については、ホーチミン市師範大学からの交換留学生2名にお互い分担して講師を務め

てもらい、現地で使用すると考えられる最低限のフレーズから、自己紹介などの挨拶、注

文の仕方や数字、お金の数え方、声調と人称を教授してもらった。

何度も発声練習を行い、同留学生による音声付きのパワーポイントを参照にしながら、

課題①に取り組んだ。現地で最低限のコミュニケーションを取るために学んだことを復習

していること、相手の言語を知ることで、ベトナムを敬おうとする姿勢を重視している。

提出された課題（録音ファイル）からは、何回も練習したうえで、丁寧に発声したことが

伺え、発音もある程度ベトナムでも通じるものであった。このように学生からは積極的に

ベトナム語を学ぼうとする意欲がみられる。

三重紹介については、第2回授業からグループ（4×各グループ3名）を編成し、紹介

する場所やテーマについての話し合いを行った。昨年度も同様に行ったが、今年度は伊勢、

熊野、VISON、津市での学生生活の4テーマとなった。各グループとも授業内での話し

合いに加え、各自が連絡を取り合い、内容、発表形式、訪問日時などを決め、編集作業を

進めていった。日本の文化や社会としての三重紹介であることから、テーマについて深く

調べたり、振り返ったりすることに加え、ベトナムの学生にその良さを伝えようとする努

力を評価することとした。結果的に、パワーポイントによるプレゼンテーションの形式だ

けでなく動画や画像を工夫したり、ベトナム語を用いたり、分かりやすい日本語を用いた

りしながら、課題②として提出されている（ベトナム訪問まで引き続き編集可能とした）。

フィールド調査の準備については、過去のプログラムではある程度のテーマが決まれば、

残りは現地で決めていくこととしていたが、今回は授業化したことから、グループ活動で

の話し合いを重視し、テーマについて具体的な内容にまでまとめさせ、日本でできること

三重大学国際交流センター紀要2023 第18号（通巻第25号）
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図4 三重大学に留学中のホーチミン市師範大学生による講義



とベトナムで行うことを整理させた。表5は、レポートの執筆要領を示している。

フィールド調査のグループは各学生の関心に沿って5つに分けた。現段階でのテーマは、

それぞれ「食文化」「食品」「環境」「教育」「文化・習慣」である。第2回授業からテーマ

について話し合いを行ったが、各自の関心事を取りまとめ、テーマを絞る作業は決して容

易ではなく、単に日越の情報を比較したり、少し調べれば分かるような内容であったり、

絞り込むことに苦労していることが伺える。それでも、意欲的に話し合いが行われている。

５．まとめと今後の展望

本稿では、まず、これまでの本学におけるVFSの振り返りと変遷、そして2022年度

に教養教育科目として授業化することにより新たに変更・改良した点について述べた。そ

して、本授業がどのような学生を対象とし、何を目標としているのか、授業シラバスとい

う枠の中で示し、本プログラムを授業化する意義を確認した。これまでも、授業として成

立しうる内容のプログラムを実施してきたが、今回の授業化によって学生の取り組みを評

価することができるようになった。また、授業化することにより日本学生支援機構

（JASSO）の奨学金を申請し獲得したことから、経済状況にかかわらずより多くの意欲あ

る学生が参加できる環境を作ることができた。

現段階（1月末）において、授業および派遣が完了しておらず、成績評価も完了してい

ないことから、すべての成果をまとめる段階には至っていないものの、これまでの知見が

生かされた授業として順調に進行している。

「三重大学海外フィールド研修」授業化への取り組みとその課題
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章のタイトル 執筆内容

1． フィールド調査の

テーマとその概要

グループで決めたタイトルと、それについての概要説明

2． 問題の背景 2．1．そのテーマの重要性、面白さ、それについて調べることの意

義、どのような役に立つのかなど

2．2．テーマに関して、ベトナムの現状について分かっていること

3． 進捗状況 3．1．グループでの話し合い、出発までに明らかにしたい点

3．2．日本で調べられること（日本の現状についての情報を含む）

3．3．ベトナムに行かなければ調べられないこと

3．4．これまでの準備で感じていること（苦労している点などを含む）

4． 個人の関心と貢献 グループ内で個人が貢献できる部分、個人が関心を持って調べたい

と思っていること

5． 参考資料 資料の編著者、年、出版社、websiteなどの情報を記載する

表5 課題③のレポートの執筆要領



今後は、過去の参加学生がVFS参加後に国際交流にどのようにかかわっているのか、

交換留学等へのより長期の留学等に影響を参加しているのか追跡調査の実施等を通して、

その後の国際交流活動とのかかわり等についても追跡していきたいと考えている。

参考文献および参考資料

長縄真吾・江原宏（2015）「ベトナムでの海外体験学習を通じた参加学生の意識変化：グローバル

人材育成の観点からの一考察」『三重大学国際交流センター紀要10』pp.137-152.

松岡知津子・奥田久春（2020）「2018年度三重大学ベトナムフィールドスタディの意義と課題」『三

重大学国際交流センター紀要15』pp.81-94.

松岡知津子・奥田久春・CaoLeDungChi・LeThiHongNga「三重大学ベトナムフィールドスタ

ディ2020の実施と今後の課題」（2022）『三重大学国際交流センター紀要17』pp.55-67.

村田晶子・佐藤慎司（2022）「オンラインの国際協働学習の意義」村田晶子編著『オンライン国際

交流と協働学習』くろしお出版pp.3-25.

吉井美知子（2011）「参加型開発教育の実践と考察：三重大学ベトナムフィールドスタディツアー

の事例より」『三重大学国際交流センター紀要6』pp.65-79.

「2022年度ベトナム・フィールドスタディ参加者募集＆説明会のお知らせ」三重大学国際交流セン

ターHPhttps://www.mie-u.ac.jp/international/news/cate-event/2022-5.html（2022年8月2日）
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三重大学国際交流センター紀要［投稿規定］

2014年3月13日改定

2023年 3月 2日改定

国際交流センター運営会議

1．（名称及び目的）

本紀要の名称は『三重大学国際交流センター紀要』とし、主として三重大学や三重県

内の地域社会において実施する国際教育、国際研究、国際交流、語学教育に関わる内容

の、研究論文、研究ノート、調査報告、実践報告、書評等を発表する場を提供すること

を目的とする。

2．（編集委員会）

三重大学国際交流センター内に、三重大学国際交流センター紀要編集委員会（以下、

編集委員会）を置く。編集委員会は、三重大学国際交流センター長と、三重大学国際交

流センター専任教員1名（任期1年）によって構成され、編集委員長は三重大学国際交

流センター長とする。編集委員会が国際交流センター紀要の出版に際し、すべての責任

を負う。

3．（投稿資格）

本紀要への投稿資格は、三重大学に勤務する専任教員あるいは非常勤教員であること

を原則とする。但し、編集委員会が特に認めた場合はこの限りではない。

4．（原稿規定枚数）

原稿の枚数は、研究論文、研究ノート、調査報告、実践報告については、原則として

13枚（1枚＝40字×32行、ただし20％の増減を認める）、書評については3枚以上

9枚以内とする。図表、写真等も規定枚数内に含める。

5．（使用言語）

本紀要に掲載する研究論文、研究ノート、調査報告、実践報告、書評等は、日本語ま

たは英語で執筆したものとする。執筆の詳細は「執筆要領」に別途定める。
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6．（原稿論文等の採否）

投稿された原稿については、編集委員会にて以下の審査を行った上で採否（条件付き

採択を含む）を決定し、投稿者に通知する。

（1）投稿原稿の内容が、本紀要の発刊趣旨、対象領域に合致していること。

（2）投稿原稿の構成、文体が紀要にふさわしく、投稿規定に則っていること。

（3）未発表であること、論文作成にかかる不正がないことが誓約されていること。

尚、原稿の種別にかかわらず、当該学術領域の専門家による内容評価は行わない。

7．（投稿の受付）

編集委員会は投稿申込みおよび原稿提出の締切を定める。締切日までに提出され、採

用された原稿は、原則として当該年度の号に掲載する。

8．（論文等の公開）

掲載された研究論文等は、原則として電子化し、インターネット上でも公開する。

本規定は2023年4月1日より運用を開始する。
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三重大学国際交流センター紀要［執筆要領］

2011年6月15日改定

国際交流センター紀要編集委員会

1.原稿は、A4用紙を使用し、マイクロソフト・ワードで作成する。

［和文の場合］1頁：一行40字×32行

［英文の場合］1頁：32行（行数のみ指定・1行の文字数は指定しない）

［ページ余白］（和文・英文とも）上下左右30mm

2．注は、（1）（2）（3）のように本文中に通し番号を付け、脚注または後注とする。

3.引用・参考文献は、著者名又は論文執筆者名、（当該著書刊行年又は論文発表年）、書

名または論文名、出版社又は当該論文発表誌名、巻数及び頁数を記す。

【例】山田祐二（1995）『日本論』河人社

山本幸夫（1996）「日本の民間習俗」『○○大学紀要』vol.21、pp.30－42.

Riggs,FredW.1966）Thailand:TheModernizationofaBureaucraticPolity.

Honolulu,HI:East-WestCenterPress.

Psathas,G.（1986）Theorganizationofdirectionsininteraction,Word,37（2）,pp.

54－66.

4.原稿は、次の順序で執筆する。

［和文の場合］

①論文名と執筆者名（日本語）

②論文名と執筆者名（英語又はその他の言語）

③要旨（英語又はその他の言語で200語以内）

④キーワード（日本語で5語以内）

⑤本文

⑥後注

⑦引用・参考文献

［英文の場合］

①論文名と執筆者名（英語）

②要旨（日本語で400字以内）

③キーワード（英語で5語以内）

④本文
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⑤後注

⑥引用・参考文献

5.執筆者は、次のものを期限までに提出する。

①打ち出し原稿（A4用紙に印字）

②原稿の電子ファイルを記録したUSBメモリー・スティック

（USBメモリーには執筆者名を記し、ファイル名は「論文名＋執筆者名」とする）

6.校正は、執筆者本人が再校まで行う。校正段階での内容の変更は認めない。
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執 筆 者 一 覧

三重大学国際交流センター

福 岡 昌 子 三重大学国際交流センター教授

松 岡 知津子 三重大学国際交流センター准教授

正 路 真 一 三重大学国際交流センター助教

関 根 和 枝 三重大学国際交流センター特任准教授

仲 渡 理恵子 三重大学国際交流センター非常勤講師

百 瀬 みのり 三重大学国際交流センター非常勤講師

BrianJamesMahoney 三重大学国際交流センター非常勤講師

三重大学教育学部

須曽野 仁 志 三重大学教育学研究科教授

服 部 明 子 三重大学教育学部准教授

榎 本 和 能 三重大学教育学部特任教授

大 野 恵 理 三重大学教育学部特任教授

萩 野 真 紀 三重大学教育学部特任教授

三重大学人文学部

伊 野 連 三重大学人文学部文化学科特任教授

小 樋 健 汰 三重大学人文学部法律経済学科

三重大学全学共通教育センター

奥 田 久 春 三重大学全学共通教育センター特任講師
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編 集 後 記

『三重大学国際交流センター18号』（留学生センター紀要より通巻第25号）

は、研究論文が4本、研究ノートが1本、調査報告が1本、実践報告が4本、

合計10本掲載することができました。18号には、三重大学の国際教育交流の

事業に関わった方々、国際交流センターに何らかの形での繋がりのある方々か

らも投稿いただくことができました。このような寄稿が増えていくことが期待

されます。

三重大学では2009年から天津師範大学との協定に基づき開始されたダブル

ディグリー（複数学位）プログラム、その後継として2019年から継続実施さ

れてきたコンセクティブディグリー（接続学位）プログラムが、2023年度で

終了します。この間、多くの天津師範大学の留学生が来日して学ぶ一方、三重

大学からも多くの教員が天津師範大学へ赴き授業を行いました。本号には、実

際に現地で指導された関根和枝教員からの調査報告が掲載されています。天津

師範大学の現地での日本語の指導状況について知ることができる、貴重な資料

となりました。

近年、『三重大学国際交流センター紀要』の査読システムがなくなったり、

国際交流センターの教員が地域人材教育開発機構という組織に異動になったり

したことで、『三重大学国際交流センター紀要』の廃刊の危機や投稿数の減少

を乗り越えて、現在に至っております。しかし、『三重大学国際交流センター

紀要』の査読システムがなくなったとはいえ、今後も編集体制をしっかり整え、

研究の質を落とすことがないように、努めていきたいと思います。『三重大学

国際交流センター紀要』のますますの発展を祈ります。

（福岡昌子）
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